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１．野良猫姫は拉致される




　東とう京きょう、銀ぎん座ざの一等地に構える高級レストラン。ヨーロッパ風の真っ白な洋館は見るからにハイセンスで、中からは優雅なピアノの音色が夏の夜風に乗って流れてくる。

　ここは芸術的な料理やスタッフの対応が一流だと評判だ。美味しい料理を味わいながら、さらにピアノの生演奏を聞けるなんてさぞかし夢見心地だろう。

　しかも今日は七夕。なんとなくロマンチックな気分になる。

　私、鮫さめ島じま深み春はるは、エントランスにある庭のベンチに座って、揺れる短冊のごとく軽やかな旋律に耳を澄ませている。

　学歴は高卒、二十二歳の現在も定職についていない私にとって、高級レストランは一生足を踏み入れられないのではと思うほど縁遠い場所だ。

　唯一許されるのは、食事をする家族の送迎をするためにここに来て、こうやって外に漏れ聞こえるメロディーに耳を澄ませること。今夜も予定の時間より少し早くに、近くのパーキングに車を停めてやってきた。

　私はただ足に使われているだけの存在。その虚しさを忘れさせてくれる、密かな幸せのひと時だ。

　……なんて優しい音。鍵盤のひとつひとつを愛でているような、丁寧なタッチが心地よい。

　私はピアノのことも、今弾いている曲名すらもわからないけれど、この音を奏でている人はきっと心も優しいに違いない。そう思わせるくらい魅力的な音色だ。

　しばし目を閉じ優雅な気分に浸っていると、レストランの入り口のドアが開かれた。

　スタッフにお見送りされて出てきたのは、フォーマルな格好をした私の叔父夫婦とその娘。ご満悦そうな三人は、私に気づくと口元に笑みを浮かべたまま一瞬冷めた目をした。

　彼らとは、私が小学六年生の頃から一緒に暮らしている。両親が事故で亡くなり、叔父夫婦が身寄りのなくなった私を引き取ってくれた。

　大好きなふたりを一気に失い抜け殻のような状態だった私を、見捨てず育ててくれたことについては本当に感謝している。

　叔父は町工場を経営している社長で、一般家庭よりも経済的に余裕がある。とはいえ、私を引き取って時間や労力を費やすのは本意ではなかっただろうから。

　しかし――鮫島家は私にとってもうひとつの家族であると同時に、見えない糸で縛りつけられているような場所でもあるのだ。

　上機嫌に話す彼らは、私になにも言わずに横を通り過ぎていく。〝せっかく素敵な時間を過ごしてきたんだから余韻を壊すな〟という無言の圧力をひしひしと感じるので、私も黙ってパーキングへと歩いていく。これが毎度お馴染みの光景だ。

　乗り込むのは、購入金額約四十万円の中古の軽自動車。お金を払ったのは叔父だが、今日のようなディナーや、彼らの娘の星せい羅らを大学に送迎する時、私を足として使うために買い与えられたものである。

　叔父にも立派な高級車があるというのに、面倒なことはすべて私に任せたいらしい。『車を買ってきてやったから免許を取れ』と言われた時は唖然としてしまった。完全に順番が逆じゃないかと。

　嫌でも運転免許を取るハメになったものの、車を使用するのは皆の送迎の時だけにしろと限られているため、結局私に自由はない。

　年季の入ったボロ車を発進させ、世せ田た谷がや区にある鮫島宅へと向かう。後部座席では、普段より若干メイクの濃い叔母が満足げなため息をついている。

「美味しかったわねぇ。やっぱり月に一回は来なくちゃ」

「今度別のレストランにも行こうよ。同じところじゃさすがに飽きてくる」

　助手席に座る二歳下の星羅は、くるんと丸まったセミロングの毛先を弄いじりながら口を尖らせた。まつ毛も同じようにくるんと上向きになっていて、可愛らしい顔立ちを強調しているものの、性格は素直に可愛いとは言えない。

　やや不満そうにしたかと思えば、彼女はぱっと笑顔になって後ろを向く。

「でも、最後のミニャルディーズはすごくお気に入り！　お腹いっぱいでちょっとしか食べられないのが残念だけどー」

「ミニャルディーズってなに？」

　私は運転しながらタイミングを見計らって問いかけた。

　さっきのように〝話しかけるなオーラ〟が出ている時もあれば、〝ツッコんでほしいオーラ〟が出ている時もある。これらを間違えると不機嫌になってしまうのが鮫島一家なのだが、十年以上一緒に暮らしている私は、オーラを見分ける能力は達人並みだと自負している。

　推測通り、星羅は勝ち誇ったような笑みをこちらに向ける。

「コースの最後に出てくるひと口デザートのことよ。あのレストランは宝石箱みたいな木箱の中に可愛いデザートが詰まってて、どれでも好きなだけ選べるの」

「へえ、すごいね」

「可愛すぎて深春ちゃんには似合わないかも～」

　にっこり笑って一ミリの遠慮もなく嫌みを口にされ、私の心に一瞬ピシッとひびが入った。が、これも日常茶飯事なので表面上は至って平静だ。

　星羅は食後でも潤っている桃色の口元に、わざとらしく片手を当てる。

「あっ、勘違いしないでね！　どっちかと言えば綺麗系ってことよ。黒くてまっすぐな長い髪は味つけ海苔みたいだし、田舎っぽい顔もメイクすればちょっとはマシになりそうだし」

　よくまあそんなに嫌みが出てくるなと、今ではいら立ちを通り越して感心するほどだ。確かに私はストレートロングの黒髪で、目は二重だとはいえアイドルのようにぱっちりしているわけではないし、平凡であか抜けない顔だけれど。

　こういう時は相手にせず、こちらも軽い嫌みで返すようにしている。にこりと微笑んで「綺麗だなんてありがとう」と言うと、星羅は面白くなさそうな仏頂面になってそっぽを向いた。

　その時、ミラー越しに私を見る恰幅のいい叔父が口を開く。

「今度、深春も一緒に行くか？」

「えっ」

　意外すぎるひと言が投げかけられ、思わずブレーキを踏んでしまいそうになるほど驚いた。この人に高級レストランどころか普通の食事にすら連れていってもらったことなんて、一度もないのだから。

　なにか裏があるのでは、とすぐに疑う私に気づいているのかいないのか、彼は意地悪く片方の口の端を上げる。

「フルコース三万円を四人分払えるならな。かれこれ十年も面倒見てやってるんだから、これくらい出してもらわなきゃ」

「そうねぇ。本当の家族じゃないのに苦労させられているんだもの」

　やはり単純に誘われたわけではなかったようで、叔母も心ない言葉を続け、狭い車内に三人の悪魔のような笑い声が響いた。

　叔父たちは後見人ではあっても養子縁組をしていないから、確かに正確には家族ではないかもしれない。それはおそらく、鮫島家の財産を私に譲りたくないからだろう。叔父様、叔母様と〝様〟をつけて呼ばされているのも、一線を引かれていると感じる。

　なぜこんな扱いを受けているのかというと、根本の原因は両親にある。

　本来なら叔父の兄に当たる私の父が、祖父の町工場を継ぐはずだった。しかし、私を産んだ母は都会暮らしのストレスもあって産後うつになってしまい、一家で田舎へ引っ越したのだ。

　父はとても申し訳なく思っていたのだが、無理やり跡を継がされた叔父にしてみれば、父に対しての恨みは相当だったのだろう。両親が亡くなって私の後見人にならざるを得なくなると、その恨みが私に対して向けられるようになった。

　叔母も急に居候することになった私が単純に邪魔らしい。彼らの気持ちもわからなくないし、都合のいい時だけ利用され、あとは邪魔者のように扱われる生活も致し方ないのかもしれない。

　それでも、三人と家族になりたいと思う時期もあった。言うことを聞いていれば、いつか私も本当の娘のように大事にしてもらえるんじゃないか。そう願って、どれだけ理不尽な扱いを受けても耐えてきたのだ。

　今はもう、そんな望みは捨ててしまったけれど――。

　ハンドルを握る手に無意識に力を込めていた私は、軽く息を吐いて気を落ち着かせる。そしていつものように平気なふりを決め込んで、口元に笑みを作る。

　この人たちの意地悪にまんまと傷ついていたら、どんどん落ちていくだけだとわかっているから。

「じゃあ、私が家を出る時が来たらごちそうするね」

　高校を卒業するまで援助してもらったのは確かだ。その恩返しと、檻のような家から抜け出す対価だと思えば、皆のフルコースを払うくらいどうってことない。

　私は『お前にかける余分な金はない』という理由で、大学や専門学校には通わせてもらえなかった。星羅は進学して四大に通っているというのに。

　高校卒業後、家を出ることも働くことも認められず、奴隷のように家事をさせられ続けている。高校三年の頃に就職先を探していたら、勝手に履歴書を処分されてしまった。彼らは面倒事を任せられる人間を、ずっと家に置いておきたいらしい。

　しかし、家にいながらできることもあると考えて、私は家庭菜園を始めた。鮫島家が持て余していた庭で育てた数種類の野菜を、定期的にファーマーズマーケットで販売しているのだ。

　もちろん自分たちの食卓にも並べている。叔父たちにとっても損はないので、幸いなことに反対はされていない。

　それで稼いだ微々たる収入を、これまでこつこつ貯めてきた。両親が遺したお金は学費にあてられていたので残高はわずかだけれど、いつかひとりで生活できるくらいのお金を貯めて、鮫島家を出る。それが私の今の目標だ。

　とはいえ、簡単には実行できそうにないのだが。案の定、叔父が〝くだらない〟と言うように片方の眉をぴくりと上げたのがミラー越しに見えた。

「家を出る？　ひとり暮らしは認めないと言っただろう。それとも、結婚する予定でもあるのか？」

「深春ちゃんに結婚できる相手なんていないでしょう。寄ってくるのは野良猫くらいで、男っ気なんて全然ないもん」

　星羅がバカにした口調で言い、後ろのふたりも嘲るように笑った。

　学生時代に彼氏ができた経験もないし、ほとんど家にいる今の生活で出会いなんてない。でも人生なにが起こるかわからないから、私はとりあえず今を精一杯生きようと思う。

　彼女の攻撃を意に介さず、口角を上げてみせる。

「野良猫に好かれるのは優しい人なんだって。知らない？」

「なにそれ。迷信でしょ」

　さもつまらなそうにする彼女に笑いかけて、目線を前に戻す。

　星羅とは、お互い小学生の頃はそれなりに仲よくしていたんだけどな。両親の影響を受けて私を邪険にするようになったのだろうと思うと、やっぱり切なくなる。

　心から幸せだと感じる日々が自分に訪れるのだろうか。三人の声をぼんやり耳に入れつつ、狭い車窓から七夕の夜空を見上げた。




　約一週間が経った今日も、本格的な夏の到来を感じながら畑で汗を流している。長い髪はひとつに縛って麦わら帽子を被り、首にはタオル、手袋とアームカバーを装備した姿で。

　トマトを始め、なすやきゅうりといった夏野菜が毎日じゃんじゃん採れるので、消費しきれない分はファーマーズマーケットへ売りに行く日々だ。

　家の裏に十坪ほどの庭があり、そこをすべて畑にしている。一家で消費するだけなら二坪くらいでも十分なので、かなりの量が採れる。

　この一軒家は、祖父が亡くなった時に譲り受けたものだそう。しかし誰も家庭菜園には興味がなく、外から見えにくいこともあって庭はずっとそのまま放置されていた。

　雑草で荒れたそこを使いたいとダメもとで申し出ると、家事も手を抜かないならという条件つきでＯＫがもらえて今に至る。野菜の育て方なんてまったく知らなかった私が、庭を整備するところからここまでよくやったなと自分でも思う。

　梅雨も明けたので、もう少ししたら秋野菜を植える予定だ。その前に、梅雨の間に伸びてしまった雑草を処理しなければ。

　三連休初日の今日は来客があるというので、朝から掃除やら草むしりやらを黙々とこなしている。当然、こういった汚れ仕事は私の役目だ。

　叔母と星羅は、来客用のお茶菓子を買いに人気の洋菓子店へ向かっていった。普段は私が買いに行かされるのに珍しいなと思いつつ、抜いた雑草をごみ袋に詰めていく。

　お客様が来る時間の午前十時が近づいてきたので、そろそろ終わりにする。すでに気温は三十度を超えていてかなり暑く、顔回りに滲む汗を手の甲で拭った。

　だいぶすっきりしたなと、しゃがんだまま辺りを見回した時、門の向こうにひとりの男性がいるのに気づく。例のお客様だろうかと、そっと観察してみる。

　ブルーのネクタイとスーツベストを身につけ、ワイシャツを腕まくりしているビジネスマン。身長は百八十センチほどあるんじゃないだろうか。すらりとスタイルがよく、長めの前髪が自然に流された髪型はなんだか色気を感じる。

　そしてなにより、顔がいい。凛々しい眉も切れ長の瞳も、高い鼻も薄めの唇も。男性らしいのに美しい、創作の世界から抜け出してきたのではと錯覚するほど容姿端麗な人だ。

　ところが、彼は周辺を確認するように見回したり、私たちの家を見てなにかメモを取ったりしている。あんなイケメンさんが、なにやら不審な動きを……？

　妙だなと思い様子を窺っていると、今度は私たちの家にスマホを向けて写真を撮り始めた。ギョッとした私は慌てて立ち上がり、小走りで門へ向かう。

「ちょっと、なにしてるんですか!?」

　警戒しつつ声をかけると、男性はスマホを持った手と共にこちらに視線を下ろした。間近で見たら、顔の端正さがさらに際立つ。

「ああ、写真を撮らせてもらっている。声をかける必要はないと思ったんだが」

　滑らかな低い声も素敵だけれど、あまりに堂々と返されたので少々面食らってしまう。家を撮影するのは違法ではないかもしれないが、こちらとしてはいい気はしない。

　叔父たちも嫌がるんじゃないかなと考えながら、私も落ち着いて話す。

「勝手に撮影されるのは、あまり気分がよくありません。というか、どうしてこの家を撮ろうと……？」

「別に個人的に興味があったわけじゃない。これも仕事なんでね」

　意外なことを言う彼はバッグにスマホをしまい、代わりに名刺を取り出す。それを門越しに私に差し出してきた。

「私は不動産会社の者だ。今日ここへ来ると聞いていないか？」

「えっ」

　うそ、じゃあこの人がお客様？

　受け取った名刺をまじまじと見て、私は目を見開いた。〝黒くろ凪なぎ奏そう飛ひ〟という名前と、さらに〝代表取締役社長〟と記されていたから。

「しゃっ……社長!?　あの、『黒くろ凪なぎ不ふ動どう産さん』の!?」

　まさかそんなに高い地位の方とは予想外で、すっとんきょうな声をあげてしまった。

　おそらく三十歳くらいだと思うが、社長様だなんて……。しかも黒凪不動産といえば、日本の経済をけん引しているかの有名な財閥、黒凪コンツェルンの中核を担っている企業じゃないか。この人は黒凪家のご子息なの？

　あんぐりと口を開けて驚愕する私に、彼は淡々と説明する。

「この家と土地を売却したいと鮫島さんから相談を受けていたから、写真を撮らせてもらうのも了承済みだ。これから家の内観も見せてもらって査定を行う」

　――はい？　ちょっと待って、今なんて？

　さらっと口にされた発言を、もう一度頭の中で反芻する。数秒固まった後、重大すぎる問題を理解して思わず前のめりになった。

「家と、土地を売る!?」

　またしても声をあげる私を、黒凪さんは少しの驚きを含んだ訝しげな瞳で見下ろす。

「まさか聞いていないのか？」

「聞いていません、なにも……」

　いつ、どうして売るのかも、次に住む場所はどこなのかも知らない。

　この家は、元は優しかった祖父のもので、幼い頃遊んでもらったところだから思い入れがあるのに。唯一の心の拠り所である菜園もなくなってしまうのだろうか。そんな大事なことを教えてくれないなんて。

　衝撃を受けてただ唖然とする。もちろん黒凪さんも信じられないらしく、凛々しい眉をひそめている。

「そんなはずがないだろう。君は鮫島さんの娘ではないのか」

「私は姪です。一緒に暮らしてはいるんですが……家族とは思われていないので」

　表情は強張り、声はどんどん暗くなっていく。初対面の人に話す内容ではないと思いながらも、つい口からこぼれてしまっていた。

　ショックでなにも言えなくなる私を、黒凪さんは事情を察したのか険しい顔で見つめている。その時、庭のほうから誰かの足音が聞こえてきた。

「深春！」

　名前を呼ぶ、やや怒気を含んだ声は叔父のものだ。反射的に背筋を伸ばし、「はい！」と返事をして振り向く。

「いつまで庭弄りをしているんだ。さっさと中に――」

　不機嫌そうにやってきた彼は、門の外側に黒凪さんがいるのに気づいてはっとした。そして、瞬時に人当たりのいい笑顔に変わる。

「ああ、黒凪社長！　いらしていたんですか」

「すみません、少し早く着いてしまって」

「そうでしたか。どうぞお入りください」

　すぐにこちらへやってきた叔父は、私を押し退けるようにして門を開け、低姿勢で黒凪さんを中へ促した。彼が何事もなかったかのごとく敷地内へ入った直後、叔父が私の耳のそばで口を開く。

「お客様の対応もできないのか。役立たずめ」

　軽蔑するように小声で吐き捨てられ、私はぐっと拳を握った。

　いろいろと言いたいことはあるが、それより家の売却のほうが大問題だ。私も後に続いて家の中へ入ると、叔母と星羅がキッチンで珍しくティーカップやお茶菓子を用意しながら浮き立っている。

「黒凪社長、三十歳になったばかりらしいわよ。若い上に噂で聞いていた以上にイケメンじゃない！」

「あんなハイスぺ男子がいるなんて……！　大学の男子たちが芋に見えてくるわ」

　リビングに通された黒凪さんの姿を見て興奮しているらしい。まあ、あの容姿なら騒ぎたくなるのもわかる。

　とりあえず私も手伝わなければまた文句を言われると思い、手早く麦わら帽子やアームカバーを取ってキッチンに入ると、叔母が小声で言う。

「今日は私たちがお茶の用意をするから。あなたはそのまま外にいていいわよ」

「そうそう。そんな汚い格好を社長にお見せしたくないし」

　畑仕事をしたままの田舎っぽさ全開の私を、星羅は蔑むような目で眺めて言った。

　もうバッチリ見せてしまったけど……と思いつつ、彼女たちがお茶の用意を率先して行っているのは、相手が黒凪さんだからかと納得する。あんなに素敵な男性だもの、いい印象を与えたいよね。

　それは構わないが、とにかく家について聞きたくて叔母に近づく。

「叔母様……この家、本当に売るの？」

「だから黒凪社長が来ているんじゃない。ここはお義父さんが亡くなって仕方なく相続したようなものだし、もっといい家に住みたいと思ってたのよね。売るなら今がいいみたいなのよ」

「そういう大事なことは、私も教えてもらわないと」

　さすがに黙っていられなくて物申すと、彼女の表情がすっと冷たく変化する。

「あなたになんの関係があるっていうの？　どこへ行ってどんな家に住もうが、私たちの勝手でしょう。あなたは外で働いているわけじゃないから職場を気にする必要もないし、住む場所が変わってもやるべきことは今と同じなんだから」

　――ああ、私は家族どころか、同居人だとすら思われていないのか。この人たちにとって、私はただの便利な道具にしかすぎないのだ。

　言葉を失って立ち尽くす私に、星羅がスイーツを載せたお皿を手にして近づく。

「新居には畑なんて田舎臭いものは作らないからね。今のうちに楽しんでおきなよ」

　意地の悪い笑みを浮かべてこそっと言い、リビングへ歩いていった彼女は、黒凪さんにはとても愛想のいい笑顔を向けている。

　和やかに話し始める皆から顔を背け、私は絶望感を抱いてその場を去ろうとした。が、自分の部屋に戻ってじっとしていても、むしゃくしゃしてくるだけなのはわかっている。

　いろいろどうでもよくなった時、私がするのは野菜のやけ食いだ。冷蔵庫からもろみ味噌を取り出して玄関から庭へ回り、まだ若干若いきゅうりをもぎ取った。

　真夏の照りつける太陽から逃れられる屋根つきのウッドデッキに座り、洗ったきゅうりにもろみ味噌をつけて丸かじりする。

　暑さでじわじわと汗が滲み出てくるのに、心は驚くほど冷えている。今回のことはさすがに許せない……。やけ食いで収まるだろうか。

　立派に育っている野菜の葉をぼんやり眺めながら、もろきゅうをボリボリと貪ってどのくらい経ったのか、足音が近づいてくるのに気づいてはっとする。

　ぱっと振り向くと、なぜか黒凪さんがこちらへ向かってくるところだった。すらりとした長身でモデルのように歩く彼を、私はぽかんとして見上げる。

「黒凪さん……？」

「外観と庭を見せてもらいに来た。鮫島さんたちには中で待ってもらっている」

　彼はそう言い、あろうことか隣に来て「座ってもいいか？」と問う。私はごくんときゅうりを飲み込んで頷いた。

　まったく構わないけれど、高級そうなスラックスが汚れてしまうんじゃないかと思い、とりあえずレジャーシートを敷いてその上に座ってもらう。

　……なんだか、奇妙な状況に。財閥一族である高貴な彼と、こんなところで肩を並べているなんて。

　若干緊張しつつちらりと隣を見やる。所作にはどことなく気品を感じるし、腕時計や靴も光り輝いていてお高そうだし、まったく畑が似合わなくてちょっぴりおかしい。

　なんとなく身を縮めてじっとしていると、彼が畑を眺めて口を開く。

「ここの野菜は君が育てているのか？」

「はい。夏野菜にさつまいも、冬はほうれん草や白菜も採れます。この畑だけは、私のテリトリーなんです」

「そうか」

　まあ、それもじきになくなりますが……と、現実を思い出して肩を落とした時。

「深春」

　突然名前を呼ばれ、ドキリと胸が鳴る。しかし目を見開いて固まった直後、「というんだな、君の名前は」と続けられた。

　びっくりした……呼び捨てにされたかと。内心動揺したのを隠し、平静な顔をして頷く。

「あ、ええ。そうです」

「綺麗な名だ」

「なっ……名前だけは」

　名前だとしても、男性から綺麗だなんて言われた経験がないからどぎまぎしてしまう。どれだけ免疫がないんだ、私は。

「そんなことはない。君自身も美しい」

　さらに空耳かと思うような言葉をかけられ、私は俯うつむき気味になっていた顔をバッと彼のほうに向けた。

　ブラックダイヤのように美しく、そこはかとない色気を感じる瞳に捉えられてドキリとする。魔法にでもかけられたかのごとく目を逸らせずにいると、黒凪さんの手が私の頬骨の辺りに伸ばされる。

　軽く触れられ、心臓と共にビクッと肩が跳ねた瞬間……。

「顔に土がついていても、ね」

　まぬけなひと言が聞こえ、私は目をしばたたかせた。彼の指は、頬の汚れを拭うように動いている。

　まさか、さっき汗を拭った時に土がついていたの!?　星羅の言う通り汚い格好だし、汗臭いかもしれないし、やっぱり私なんかが黒凪さんの隣にいてはいけないんじゃ!?

　急激に恥ずかしさと劣等感を覚え、真っ赤になっているであろう顔を両手で覆う。

「記憶から消してください……！」

「畑仕事を頑張った証拠だろう。なにかに一生懸命な人は綺麗だ」

　黒凪さんがやや柔らかな声色でさらりと告げ、私の鼓動が大きく乱れた。

　これまで畑仕事をして褒めてもらえたことなんてない。特に彼のような御曹司様は、私みたいな底辺の人間に優しい言葉をかけるイメージがなかったから驚いた。

　胸の奥がじんわりと温かくなるのを感じつつ、そういえばさっきのことを謝っていなかったと思い出し、彼に向き直る。

「先ほどは、大変失礼いたしました。完全に不審者だと勘違いしてまして……」

　縮こまって頭を下げると、彼は今度はおかしそうにククッと喉を鳴らした。クールで余裕を漂わせる大人の男という印象だけれど、意外と普通に笑うんだな、なんて当たり前のことを思ってしまう。

「別に気にしていない。それより気になるのは君のことだ」

　黒凪さんはすぐに表情を真面目なものに変え、私をしっかりと見つめる。

「鮫島さんたちに大切にされていないようだが、大丈夫か？」

　ストレートに図星を突かれ、一気に心が強張った。

　これまでのやり取りで察したのだろうとすぐにわかり、私は力なく苦笑を浮かべる。

「……気づきましたよね、やっぱり」

「そりゃあな。家族だと思われていないと自分で言っていただろう。それに、同居している人間に家を売ることについてなにも知らせていないだなんてあり得ない」

　黒凪さんはわずかに表情を歪め、声にそこはかとない怒りを含ませてさらに話を続ける。

「鮫島さんは、一度こちらが提示した売却の価格が低いと言ってなかなか納得しなかった。普通、個人宅の査定をしに来るのは担当の社員だが、こういった客は例外だ。社長である俺が自ら足を運んで説得するのが一番スムーズに話が進む」

「そうだったんですね」

　中小企業の不動産屋ならまだしも、黒凪不動産ほど名の知れた企業の社長がここに来るなんて不思議で仕方なかったが、そういう理由だったのか。いや逆に、こうした真摯な対応をしてきたからこそ長年その地位を保っているのかもしれない。

　それにしても大手の会社に対しても楯突くとは、叔父の強欲さには呆れてしまう。

「ここまで交渉が難航した個人の客は久々だからね。ここへ来る前に鮫島さんの人となりについてはある程度推測していたが、予想以上に問題があったようだな」

　黒凪さんの瞳がやや鋭くなり、嫌悪感を滲ませているように感じた。知られているなら黙っている必要はないだろうと、私も口を開く。

「叔父は、なにより自分の利益になるものを求める人です。私も、ただ都合よく使われているだけなので。この家や庭を売るのも、どこへ引っ越すかも、私の意思は関係ありません」

　現状を吐露すると、こちらに目を向ける黒凪さんの表情がますます険しくなる。

「そんな無情な人たちと、なぜずっと一緒にいる？　脅されたり、暴力で押さえつけられたりしていないだろうな」

「暴力なんて！　一度もありませんよ」

「じゃあ、罵られたりはしていないか？　それも立派な言葉の暴力だぞ」

　きっぱりと言い放たれ、私は口をつぐむ。

　学生時代は先生に何度か相談した。でも、叔父たちは当然外面をよくしているので取り合ってもらえなくて、逆に『余計なことを言うな』と怒られるだけ。

　ご飯を与えられていないわけでもなかったし、学費などもちゃんと払ってもらっていたから、私が我慢すればいいだけだろうと思い、誰かに助けを求めるのはやめた。友達に話を聞いてもらって、慰めてもらうだけで十分だった。

　いつしか、この生活が私にとっての〝普通〟になっていて、家政婦のように扱われるのにも疑問を抱かなくなっていた。

「……仕方ないんです。私は歓迎されていない厄介者だから。罵られるのにも、もう慣れてしまいました」

「そんなのに慣れる必要はない。許せないなら怒っていいんだ」

「そうしたところで、なにも変わらないので」

　無理に口角を上げるのはやめ、空虚な瞳で視線を宙に向ける。そんな私を、黒凪さんは憐れむでもなくただまっすぐ見つめ、小さく息を吐き出す。

「君の心は、まるで干上がった湖のようだな。いくら水を与えても足りないくらいだろう」

　彼の言う通りだ。乾いて、ひび割れて、痛いのに涙も出ない。どうしたらこの渇きを癒せるの――。

　力なく目線を落とすと、いつの間にか茶色の子猫が一匹入り込んできていた。この庭によく来る野良猫で、とても人懐っこく私にすり寄ってくるのだ。

　今日もこちらにちょこちょことやってくる子猫を見ていると、自然に笑みが生まれるし、少しだけ気持ちが明るくなる。私もこの子みたいに、自由に生きていける日が来るかもしれないって。

「私には潤いもなければお金もないし、頼れる人もいません。でも、どんなにつらくても生きていかなくちゃ。この野良猫みたいに、強く」

　足にすり寄る子猫をひと撫でし、力を取り戻した気分で言った。

　数秒の沈黙が流れた時、強めの生ぬるい風が吹いてザッと植物の葉を揺らした。我に返った私は、慌てて黒凪さんのほうを振り向く。

「すみません、お仕事中なのに！　しかも、こんな暑い中付き合わせてしまって……」

「話しかけたのは俺のほうなんだから気にするな。でも、そろそろ行くよ」

　そう言っておもむろに腰を上げる彼の足元に、私から離れた子猫が近づいていった。彼は追い払うでもなく、ただ静かに見下ろしている。

　野良猫に好かれる人は……黒凪さんは、きっと優しい人。慰めたり励ましたりするわけではないけれど、私の問題について見て見ぬふりをしなかった。

　私の事情に気づいても正直面倒だろうし、初対面の人間なのだから知らんぷりすればよかったのに、彼はそうしなかったから。『大丈夫か？』と、ただひと言心配してくれただけで、私は嬉しかった。

　干上がった湖で一輪の花を見つけたみたい。ほんの少しだけ安らぎを感じながら私も腰を上げると、子猫を見下ろしたまま黒凪さんがなにげなく言う。

「昔からなぜか野良猫に好かれるタチでね。猫を飼うのは許されなかったのに、ついてくるから心苦しかった覚えがある」

　そこで話を区切った彼は、ふいに視線を上げて私を見つめる。

「深春さんもついてくるか？　俺に」

「え――」

　力強い眼差しで捉えられると同時に思わぬ問いかけをされ、ドキリと胸が鳴った。

「今の俺なら、君に足りないものを与えてあげられる」

　私は目を見張ったまま、その言葉の意味を考える。

　私に足りないものって、お金とか安らげる居場所とか？　それを黒凪さんが与えてくれるって？

　いや、これはきっと冗談だよね。私が野良猫みたいだから茶化しているだけなのだろう。でも、もし救いの手を差し伸べてくれるとしたら……。

「ついていきたいですね。幸せになれるなら」

　ほんの少し口角を上げて答えた。今より不幸にならなくて済むのなら、迷わずこの家を出てついていく。鮫島家に未練などない。

　黒凪さんは私としっかり目を合わせてゆっくり頷くと、こちらにすっと手のひらを差し出す。

「なら、行こう」

「へ？」

「俺が幸せにしてみせる」

　ドクン、と心臓が大きく揺れ動いた。

　私だけをまっすぐ映す美しい瞳、本当に差し伸べられている大きな手、頼もしい言葉。どれもが自分に向けられているものだとすぐには信じられず、どうしたらいいかわからない。

　硬直していると、黒凪さんは「暑いから早く」と言って私の手を取った。男性に触れられるのに慣れていなすぎて息を呑んだ私は、そのまま歩き出す彼に戸惑いまくる。

「ちょ、ちょっと……!?」

「話を聞いていたら、鮫島一家にひと泡吹かせてやりたくなった。君も、泣き寝入りは嫌だろ」

　ひと泡吹かせるって、一体なにをするつもり？

　黒凪さんの考えが読めなくてただあたふたする私に、彼は振り向いて不敵な笑みを浮かべてみせる。

「これから誰もが羨むほど幸せになって、見返してやれ」

　夏の太陽と、それに負けないくらいの強さを湛える彼の姿が、見開いた私の目に飛び込んできた。

　くらりとするほど眩しいのに不快ではなく、むしろ私の未来が照らされた気がして清々しい。こんな言葉をかけて、無理やりにでも連れ出してくれる人がいたなんて。

　彼の真意はわからない。けれど、私の人生が今この瞬間に確かに変わり始めた。

　一歩足を進めるごとに自分の意思を取り戻していく私を、野良猫が応援するかのごとく可愛い鳴き声をあげて見送っていた。










２．シンデレラの魔法は半強制的にかけられる




　突然現れた財閥御曹司は、私の手を引いて再び玄関へ向かう。インターホンを押す彼の表情は、汗が滲んでいても涼しげでセクシーだ。

　この人と、これからなにをするのだろう。叔父たちにひと泡吹かせるってどうやって？　私が黒凪さんと一緒にこうして並んでいるだけで文句を言われそうな気がするのだけど……。

　ひやひやしつつ考えを巡らせていると、玄関のドアが開いて叔父が姿を現した。彼は一瞬私を見て〝お前はなにをしているんだ〟というような顔をしたが、すぐに私の存在などないもののようにシカトする。

　上品な営業スマイルを浮かべる黒凪さんは、私と話していたことなど感じさせない。

「外観や庭もすべて拝見いたしました。綺麗に保たれていますね」

「ありがとうございます。外壁は二年前に塗り直しましてね……」

　話しながら中へ上がるふたりの後を、私は縮こまってついていく。すると、リビングに入る前に黒凪さんがさりげなく私に顔を近づけ、「深春さんはここで待っていて」と耳打ちした。

　言われるがまま、リビングでまとめの話をする三人を廊下からこっそり眺めていた。時刻は午前十一時を回ろうとしている。

　数分で話を終えたらしく、黒凪さんが姿勢を正して軽く頭を下げる。

「今日はお時間をいただき、ありがとうございました。改めて査定額を算出し直して、後日お伝えにあがります」

「はい。よろしくお願いいたします」

　三人も同様に頭を下げて皆が腰を上げた時、黒凪さんが「それと、個人的なお願いがあるのですが」と切り出した。

　首をかしげる三人をよそに、黒凪さんがこちらへ向かってくるのでどぎまぎしてしまう。彼は隠れていた私の背にそっと手を当ててリビングへ促し、一緒に三人のほうへ向き直る。

「今日一日、深春さんをお借りしてもよろしいでしょうか？　帰りは遅くならないうちに送り届けますので」

　まさかの宣言に、皆が一瞬ぽかんとした。数秒の沈黙の後、叔父が戸惑いの声をあげる。

「み、深春を？　借りるって……」

「なにかお手伝いすることでも？　それでしたら、娘の星羅を――」

「いえ、深春さんがいいのです」

　叔母の言葉を遮り、黒凪さんの凛とした声が響く。

「彼女をデートにお誘いしました」

　鮫島家の三人と同様に、私もギョッとした。まさか、これからデートするなんて。

「デートぉ!?」

「ど、どうして……なんでよりによってそんな子と!?」

　叔母に続いて、星羅が悲鳴にも似た声で本音を漏らした。黒凪さんはまったく動じず、笑みを絶やさずに言う。

「汗を流して働く彼女の姿が、とても魅力的だと感じたからです。もっとお話をしたいと思いまして」

　……これは、きっと上辺の言葉にすぎない。そうわかっているのに、魅力的だなんていうのも初めて言われたから胸がくすぐったくなる。

　頬が火照るのを自覚して俯き気味になる私。一方の星羅は、顔を歪めてかなり不服そうにしていた。

　黒凪さんは意味深に口角を上げて問いかける。

「この後、ご家族で出かける予定などありましたか？」

　私も入れて皆で出かけることなど絶対にないとわかっていて、あえて聞いたのだろう。もちろん、叔父は動揺を露わにしつつ首を横に振る。

「い、いえ……」

「では問題ありませんね。これで失礼いたします。行きましょう、深春さん」

　自然に肩を抱く仕草から、女性をエスコートするのにも慣れているのがわかった。私はドキドキしっぱなしだけれど、リードしてもらえる頼もしさに少し気が大きくなっていく。

　自分からもなにか言っておかなければと思い、三人に向かって口を開く。

「食事の用意、できなくてごめんね。いってきます」

　勇気を出したにもかかわらず、口にしたのはたいして威力のない言葉だったが、これまで自分の用事で家事を怠る時はなかった私にとってはすごいこと。

　黒凪さんもそれを察したのか、どこか満足げに微笑んで私を玄関のほうへ促す。

　叔父たちは言葉を失った様子で、出ていく私たちをただ呆然と目に映していた。




　鮫島家を後にした私たちは、黒凪さんの車を停めてあるという近くのパーキングに向かった。

　普段は運転手がつくことが多いが、今日は本来なら休みだったので自分ひとりで来たらしい。彼の車は黒光りする高級車で傷ひとつなく、もう数年は乗っているらしいが新車のように綺麗だ。

　緊張しながら、上品で高級感があるレザーシートの助手席に乗り込み、運転席に座る彼を見やる。半ば勢いでついてきてしまったので、行く場所も目的もわからなくて落ち着かない。

「黒凪さん、これからどこへ行くんですか？　お仕事は……」

「今日は鮫島さんの都合に合わせて来ただけだから、これで終わりだ。腹は減っているか？」

「いえ、あまり。もろきゅうをやけ食いしていたので」

　正直に答えると、黒凪さんは「経済的なやけ食いだな」とおかしそうに少し笑った。そして、車をゆっくり発進させながら言う。

「じゃあ、このまま行こう。君をシンデレラにしてくれるところへ」

　昔憧れた、かの有名な童話のお姫様の名前を出されると、なぜかいくつになっても胸がときめく。私がシンデレラにしてもらえるって、抽象的すぎて向かう場所は見当もつかないのだが。

　とりあえず、どこへ行くにしても今の自分の格好はよろしくない。

「私、汗だくだし、こんな土っぽい格好で恥ずかしいんですが……」

「心配いらない。すぐ脱ぐことになるから」

　ぬっ、脱ぐ!?

　聞き捨てならない発言がさらりと飛び出し、私はギョッとして隣を見やる。ハンドルを握る彼の横顔は至って平静で、その頭の中はやはり覗けない。

　まさか、売り飛ばされたりしないよね……？などと縁起でもない考えをよぎらせつつ、座り心地のいい車に揺られること約二十分。到着したのは南みなみ青あお山やまにある洗練された建物の前だった。

　モノトーンでシックな印象の外壁に、ゴールドで『aileronエルロン』と書かれている。一見、宝石店か美容室のようだが、店名の下に小さく書かれた〝Beauty〟の文字に気づいて黒凪さんを振り仰ぐ。

「ここって、エステサロン？」

「ああ、俺の友人が経営している店だ。ここでシャワーも浴びればいい」

　脱ぐってそういうことか！と納得したのもつかの間、すぐに怖気づいてしまう。こんな高級そうなエステサロン、縁がない場所すぎて足を踏み入れるだけで勇気がいる……！　それにスマホしか持ってきていないんだけど、お金はどうすれば!?

　躊躇していた時、お店のドアが開いて芸能人かと思うほどスタイル抜群の美女が出てきた。

　続いて現れたのは、ふんわりしたショートカットの人物。すらりとした女性に見えるが、パンツスタイルなので綺麗な男性のようにも思える。

「ありがとうございました。またのお越しをお待ちしております」

　去っていく美女に、声も中性的なその人がうやうやしく頭を下げた。姿勢を戻した直後、黒凪さんを見て目を丸くし、後退りする勢いで驚きを露わにする。

「奏飛！　なにしに来た!?」

「売り上げに貢献しに来たんだよ。この子を磨き上げてやってほしい」

「いや、急に来られても。うちは完全予約制だって――」

「二割増しで色つけるから」

「まいどー！」

　ふたりは砕けた調子で話していて、親しいのが見て取れる。黒凪さんは次いで彼女（彼？）を手で示し、私に紹介してくれる。

「高校の同級生で、店長の翼つばさ。ちなみに女性だ」

「ちなみにって」

　軽くツッコむ翼さんに、やっぱり女性だったと少々ほっとする私。彼女は私に「よろしく～」と笑いかけ、毛穴の見当たらない美しい小顔をずいっと近づける。

「へえ、あんたの周りにいる女と全然違うタイプの子だね」

「貴重だろう。大切に扱ってくれ」

　ふっと口角を上げる黒凪さんを、翼さんは驚いたように見上げた後、「ふーん、了解」と承諾した。

　あれよあれよと話が進み、どうやら私はエステを受けることになったらしい。もしかしたらこれは、多少なりとも綺麗にしてもらって叔父たちを見返してやろうという、彼の思惑のひとつなのかもしれない。

　ただただ彼らにお任せしていると、黒凪さんが私の肩にぽんと手を置く。

「俺は適当に昼食を済ませてくる。終わる頃にまた来るよ」

「え、あ、黒凪さん!?」

　彼はさっさと歩き出す。行っちゃうの!?と、なんとなく心細くなって手を伸ばしかける私の両肩を、今度は翼さんががしっと掴んだ。そのままくるりと店のほうに向きを変えられる。

「さあ、入って入って～。名前なんていうの？」

「あ……鮫島深春といいます。すみません、私エステ初めてで」

「そっか！　大丈夫、怖くないよ。優しくするから」

　そこはかとない色気を感じるイケボで、彼氏さながらのセリフを囁かれる。女性に対してドキドキするのも初めてだ……。

　なんだか危うい世界に流されそうな感覚を抱きつつ入った受付には、白く可憐な百合の花が飾られていた。

　軽く事情を話して先にシャワーを浴びさせてもらい、カウンセリングを受けた後、お任せのコースで一時間施術してもらった。

　海や温泉以外で他人に無防備な身体をさらすのも初めてだったので緊張したけれど、そのうち気持ちよさのほうが勝って、最後にはうとうとしそうなほどリラックスしていた。

　翼さんは予約のお客様がいたようで、私を担当してくれたエステティシャンはまた別の綺麗な女性だった。その方から聞いた話では、翼さんの腕前は芸能人にも人気で、お忍びで通う人がたくさんいるのだそう。

　中性的なルックスから、単純に翼さんに会いたがるファンも多いらしい。激しく納得する。

　そんな彼女は、施術が終わった私を個室のメイクルームに案内してくれた。翼さん直々にハーブティーまで淹れてもらえるのは、おそらく黒凪さんの紹介だからだろう。

　お姫様の部屋にありそうなおしゃれなドレッサーに座らされ、鏡越しに翼さんから話しかけられる。

「どうだった？　初エステ」

「すっごく気持ちよかったです……！　なんか身体が軽くなった気が」

「よかった。今度は私が施術してあげたいな」

　彼女はそう言うと、たくさんの道具が入ったメイクボックスを取り出し、生き生きとした顔でこちらを振り返る。

「ねえ、ちょっとメイクしてみてもいい？　私、この店を始める前はメイクアップアーティストやってたんだ」

　子供みたいに目をきらきら輝かせるものだから、私の気分もさらに明るくなる。断る気はなく、ふふっと笑って頷いた。

「こんな顔でよければ、お願いします」

「よっしゃー。なにもしなくても可愛いけど、深春ちゃんはメイク映えする顔だと思うんだよね。血が騒ぐわ～」

　翼さんはわくわくした様子でさっそく小物を選び始める。私は普段、最低限のメイクしかしないから、どんな風になるのか自分でも楽しみだ。

「肌綺麗だねぇ。髪もさらさらで痛んでないし。羨ましい」

　まずファンデーションの下地を手際よく塗りながらそう言う翼さんは、なにげない調子で問いかける。

「ところで、深春ちゃんは奏飛とどういう関係なの？」

　そりゃあ気になるだろうな。あんな風に連れられてきたら。でも……私たちってなんの関係もないよね。

「私にも説明できないんです。今日、初めて会ったばかりで」

「んっ!?　初対面でここに連れられてきたの!?　なんじゃそりゃ！」

　ピンと背筋を伸ばしてすっとんきょうな声をあげる翼さんの気持ちはよくわかる。

　私もいまだに謎だらけだ。さっき車の中でどうしてここまでしてくれるのか尋ねてみたものの、『詳しい話はまた後で』とはぐらかされてしまったから。

　とりあえず今日の出来事をかいつまんで説明すると、黒凪さんの行動に驚いたり、私の家庭事情に憤慨したりと、翼さんは百面相をしていた。

　ひと通り聞いたところで、彼女は一旦メイクする手を止めて腕を組む。

「じゃあ奏飛は、深春ちゃんにいい思いをさせて家族をギャフンと言わせてやろうと協力してる、ってとこかな？」

「たぶんそうなんじゃないかと。でも、どうして初対面の私なんかにそこまでしてくれるのかがわからなくて」

「そうだねぇ……。奏飛ってモテまくるくせに、女どころか人に興味がなさそうだったから、誰かひとりに対して親身になるのってすごく意外。ここに女の子連れてきたのも初めてだし」

　黒凪さんの人となりが少しだけ明かされ、私はメイク途中の目で翼さんを見上げる。

「黒凪さんって、結婚されてないんですね」

「うん。容姿も財力もズバ抜けてるのに独身の三十路男なんてそうそういないけど、あの家はかなり特殊だからねー。嫁入りするってなると逃げちゃう女性が多いのかも」

「特殊？」

　その意味が気になって聞き返すと、彼女は鏡の中の私としっかり目を合わせる。

「知らない？　日本三大財閥家の階級制度」

　財閥家の階級制度……？

　なにやら重々しそうな響きで、私は眉をひそめた。翼さんはアイシャドウを選びながら説明する。

「三大財閥が黒凪家と藤ふじ堂どう家、矢や神がみ家っていうのは知ってるよね？　その御三家には共通のピラミッドがあって、各財閥の当主が一番上の上流階級に属して、絶対的な権力を持ってる。詳しいことはわからないけど、奏飛たちはその下にいて、それぞれの階級に見合った振る舞いをしなきゃいけないんだって」

　一族の中でそんな階級が定められているの？　にわかには信じられない話で唖然としてしまう。

　翼さんは苦笑交じりに、「住む家の規模が違ったり、財産の分け前が変わったりするらしいよ」と付け加えた。まるでイギリスか、昔あった華族制度を彷彿とさせる。

　でもそれと違うのは、家と家ではなくて個人に適用されるという部分だろうか。

「じゃあ、親と子の間にも階級があるってことですか？」

「そうそう。一般家庭からは想像できない世界でしょ。そんな一族の中で育ったら家族を家族と思えなくなりそうだし、普通の感覚を失くしちゃいそうだよね」

　確かに、一族の中で権力争いが起こりそうなイメージだ。親や兄弟との間でも足の引っ張り合いや駆け引きがあるんじゃないかと思うと、ちょっとゾッとする。

「奏飛は昔からどこか一線を引いてる感じがしたし、周りとも深く関わるのをあえて避けてるみたいだった。根本の部分を見せてくれないっていうか。きっと家庭環境がそうさせたんじゃないかな。友達としてはそこが寂しいよ」

　そう話す翼さんの表情には、やりきれない切なさが滲んでいるように見えた。

　黒凪さんも家庭環境で苦労しているのかもしれない。だから私に共感して、手を差し伸べてくれたんだろうか。

　そう考えると納得できると同時に、家族の中で生きづらさを感じているのは自分だけじゃないのだと、少しだけ孤独感が埋められるような気がした。

　二十分ほどでメイクを終え、下ろした長い髪も整えてもらって翼さんと一緒に受付に出ようとすると、黒凪さんがソファに座って待っていた。長い脚を組み、口元に軽く手を当ててタブレットを見下ろしている姿はドラマのワンシーンのよう。

　そんな彼の両脇を美人なお姉様方が陣取り、うっすら頬を染めて話しかけている。あれは明らかに口説かれているよね……黒凪さんが。

　壁の死角に隠れる翼さんは、呆れ顔でひとりツッコミをする。

「ここはキャバクラじゃないっつーの」

「さすが、女性が放っておかないですね……」

「でも見ててよ。あいつ、本気で興味のない相手には目すら合わせないから」

　彼女が小声でこそこそと言うので、とりあえず様子を観察してみる。

「黒凪社長、これを機に連絡先を――」

「個人情報は教えられません」

「じゃあ、今度ぜひパーティーに――」

「結構です」

　すべてのお誘いを食い気味に、そして無慈悲に断る彼に、美女ふたり組は撃沈している。確かに彼の視線はずっとタブレットに向いたままだ。

　翼さんがくるりとこちらを向いて苦笑する。

「ね？　仕事関係の人や仲間以外にはあんな調子なの。他人は基本どうでもいいんだってさ」

「そんなに薄情な性格だったんですか……」

　なんだか、私が抱いた印象とは違う。クールだけれど冷たいというより落ち着きがある感じで、会ったばかりの私にも寄り添ってくれるから、誰に対しても優しさを持つ人なのだと思っていた。

　どうして私にここまでしてくれるのか、ますます謎が深まっていくものの、翼さんは意味ありげに微笑む。

「でも、それは自分に正直とも言えるよね。深春ちゃんに対しても、奏飛はありのままの心で接してるはずだよ。あいつが初対面でこんなに世話を焼く女の子はまずいないし、深春ちゃんは相当特別なんだと思う」

　特別、という響きに胸がざわめいた時、私たちに気づいた黒凪さんと目が合った。

　まだ食い下がろうとする美女ふたりに構わず、彼はおもむろに腰を上げてこちらにやってくる。まるで彼の中から彼女たちの存在が消えているかのごとく。

「終わったか？」

「うん、もうバッチリ。メイクもしちゃった。どうよ」

　得意げな翼さんに肩を抱かれ、これ見よがしに黒凪さんの前に立たされる。注目されると恥ずかしいんですが……。

　無意識に俯き気味になる私の顎に、ふいに大きな手が添えられる。

〝よく見せて〟と言わんばかりにくいっと上を向かされ、否応なく整った顔が視界に飛び込んできた。先ほどの美女たちが、控えめに「えぇっ!?」と困惑の声をあげている。

　彼の瞳に映るのは、変身した私。肌はパールメイクで艶っぽく、目は淡いピンクとパープルのアイシャドウで可愛く儚げに、唇はローズベージュのリップでヌーディーに仕上げた……と、翼さんが言っていた。

　多少なりともさっきとは変わっているであろう顔を、彼はしばしじっと見つめる。その視線にいたたまれなくなっていると、彼の口角が上がり唇が動く。

「君はなにをしても綺麗だな」

　ひとり言のようにこぼれた声が、私の心臓を大きく揺らした。

『ありのままの心で接してるはず』

　翼さんが言っている通りなら、私にかけた言葉はどれも本心ということになる。私なんかよりあの女性陣のほうがずっと綺麗なのに、どうして目もくれないのか不思議で仕方ない。

　きっと叔父たちを見返すという目的の他に、なにか理由があるはず。美女たちの〝なにあの女!?〟と言いたげな悲鳴が聞こえるも、私は彼の頭の中を覗くように見つめ返していた。




　翼さんに見送られてエステサロンを後にした私たちは、再び車に乗り込んだ。帰り際に『奏飛とその後どうなったか、また今度教えてね』と楽しそうに耳打ちされて。

　彼女が期待するようなことがあるとは思えないが、車が走り出すのは家とは違う方向なので、とりあえずまだデートは終わらなそうだ。

　次はどこへ行くのだろう。つい今しがた、エステの一時間コースの料金が十万円超えだと知って放心状態なのだけど……。その額をさらっと支払ってしまう黒凪さんの財力にも、改めて驚愕した。

　その衝撃が消えぬまま次に連れてこられたのは、有名な高級ファッションブランドのショップだった。私はきらびやかなそのお店を見上げて、あんぐりと口を開ける。

「今度はブティック……!?」

「さすがにＴシャツとジーンズでは星がついたレストランに入れないからな」

　堂々と掲げられたブランドの名前から、涼しげに言う黒凪さんへと勢いよく視線を移す。

　高級レストランにまで行くつもりなの!?　今日だけで私のために一体いくら使う気なんだろうか。

　唖然とする私は、有無を言わさずショップの中へ連れていかれ、レディーススーツに身を包んだ女性スタッフ陣からうやうやしい歓迎を受けた。

　彼は「君に似合いそうなものは……」と呟いていくつかの服を私にあてがい、よさそうなものを渡してくる。私は流されるまま受け取って、試着室に入った。

　その時目にした値札にはゼロがたくさんついていて、予想はしていたがクラッとしそうになった。しかし、黒凪さんは当然買う気でいるようなので見なかったことにしておく。

　上品なハイネックのノースリーブワンピースに着替えて試着室のカーテンを開けると、待っていた彼がこちらをまじまじと見て口元を緩める。

「いいね。さらに魅力的になった」

　褒められるのはやはり慣れなくてどぎまぎするも、自分でもこの服が一番気に入った。適度な露出で、細部のレースのデザインが可愛らしい。

「私も、パーティードレスの中ではこういうのが好みです。実際に着る勇気も、機会もなかったですけど」

「そうか。これからはきっとたくさん着る機会がある」

　いや、それはどうかな……と曖昧な笑みを返した。黒凪さんは私を励ます意味でポジティブな言葉をかけてくれるのかもしれないけれど、未来の自分がそうなっているとは想像できない。

　なのに、彼は「フォーマルな服も持っておいたほうがいい」と、一階よりかっちりした雰囲気の二階に私を連れていく。そこでさらに、きちんとした場に見合う服も一着購入した。

　ここまでしてもらわなくてもいいのに！と何度も遠慮したが結局止められず、黒凪さんは大きな紙袋を手にして店を出た。

　私は揺れるミモレ丈のワンピースのすそと、可愛いパンプスのアンクルリボンを見下ろしてひとつ息をつく。

　またしてもすごい額を払わせてしまった……。彼にとってはきっと微々たるもので、返せとも言われないだろうけれど、借金を作ったような後ろめたさを感じる。

　こんなに女らしい格好をしたことはないからなんだかそわそわするし、ヒールがある靴も歩き慣れない。でも、自分が本当にシンデレラのように生まれ変わったみたいですごく新鮮だ。

　現実味はなくてもいい気分で、まだ明るいうちに銀座のレストランにやってきた。叔父たちが来ていたのとはまた別の店だが、洗練された外観は見るからに格式が高そうで尻込みしてしまう。

　磨かれた鏡面のような壁に私たちの姿が映り込んだ瞬間、忘れていた劣等感が舞い戻ってきた。いくら外見を綺麗にする魔法をかけたって、中身は〝灰かぶり〟のままなのだと。

　不安げにする私に気づいたのか、黒凪さんが柔らかな口調で言う。

「マナーは教えるから心配するな」

「はい……でも、やっぱり緊張します。私にはすべてが釣り合わなくて」

　高級レストランに入るのも、黒凪さんの隣にいるのも、私には相応ふさわしくないだろう。

　俯き気味に髪を耳にかけると、彼がその手を取って自分の腕に絡ませる。ぐんと密着して心臓が大きく音を立てた。

「堂々としていろ。見た目も中身も、君はどの女性にも引けを取らない」

　頼もしい声が降ってきて、心がじわじわと熱を持つ。翼さんに言われたせいもあって、黒凪さんの言葉は取り繕っているように感じない。

　ほんの少し自信が湧いてきて、私は絡ませた彼の腕をきゅっと掴み、レストランの中へと足を踏み入れた。

　きらきらとした明かりがこぼれ落ちそうなシャンデリア、重厚な存在感のある調度品、料理を引き立てるキャンバスのようなオフホワイトのテーブルクロス。

　ヨーロッパの宮殿を彷彿とさせる空間で、黒凪さんのお任せで頼んでもらったワインとディナーをいただく。

　お酒は家でもこっそり飲んでいるけれど、こんなに高価なワインはもちろん初めて。正直味の違いはよくわからなかったが、これまで飲んできたものとは一線を画した芳醇な香りには驚いた。

　芸術的で見た目も楽しめるフレンチは本当に美味しくて、キャビアやフォアグラをひと口含むごとに感動する。

　いつの間にか緊張から解放されて料理を存分に堪能する私を、すでにメインを食べ終えた黒凪さんはどことなく優しい眼差しで眺めている。

「君は美味しそうに食べるな。見ていて気分がいい」

「こんな高級食材をいただいたのは初めてなので」

　食べているところを見られていたと思うとちょっぴり恥ずかしくて、ナプキンで口を拭きつつ照れ笑いを浮かべた。

「でも、こういうのはたまに食べるからいいんでしょうね。毎日贅沢していたら、この感動を味わえなくなりそう」

　普段、質素な食事にしているからこそ特別感が得られる。私はそれで十分だ。

　最後のサーロインステーキを口に運び、口の中でとろける脂の旨味に舌鼓を打っていると、黒凪さんはなぜか表情を硬くする。

「確かに、君にとってはそうだよな……。もう少し高級食材を使う頻度を減らすよう専属シェフに言っておくか」

「はい？」

　顎に手を当ててぶつぶつ呟き出す彼に、私は首をかしげた。ほどなくして彼は目線を上げ、姿勢を正してこちらをまっすぐ見つめる。

「これまで君のような女性には巡り会わなかった。君を逃したらおそらく次はない。きっと今日だけでなく、この先も一緒に過ごしていける気がする」

　なにやら真剣な表情で、形のいい唇が言葉を紡ぐ。

「深春さん、俺の妻になってくれ」

　――瞬きすること数秒、その意味を理解してこれでもかというほど大きく目を見開いた。

「つっ、妻ぁ!?」

　つい叫んで周囲からの注目を一身に集めてしまい、慌てて「すみません……！」と頭を下げる。ナイフとフォークを落とさなかっただけマシだ。

　いきなりなんてことを言うのだ、この御曹司様は。ステーキの余韻が薄れるほどの衝撃を受けたわ。

「さすがに冗談ですよね？」

「冗談でこんなに時間と金をかけたりはしない。なんの得にもならないからな」

「でも、私を妻にって……！」

　それこそなんの得があるの!?と、眉をひそめて奇妙なものを見るような目をする私。彼は冷静な表情のまま、ひと口ワインを口に含んでひと呼吸置いてから話し出す。

「俺の一族は特殊でね。普通の家庭からは想像がつかないだろうが……」

「階級があるんですよね？　翼さんから少し聞きました」

　黒凪さんの考えも、階級についても詳しく知りたくて、私はナイフとフォークを置いて姿勢を正した。彼は「そうか」と頷き、説明を始める。

「明治維新後、複数の財閥ができて競争が激しくなっていった。それにつれて好き勝手に取引したり、いわゆるネームバリューを乱用する者も多く出てきた。品位が損なわれると危惧した当主たちは、財閥一族に一流の人間としての意識を持たせるために独自の階級制度を作ったんだ」

　財閥の中で階級を作ってしまうなんて、さすがやることが普通とは違う。

　唖然としつつも頷くと、黒凪さんは「これがまた独特でね」と続ける。

「当主の中に英国愛の強い人がいてイギリスの階級をモデルにしたらしい。大きく分けると上流のアッパー、中流のミドル、下流のロウワーの三層になるが、中流はさらに三つに分けられる。つまり、階級の種類は全部で五つあるということだ」

　中流だけは細かく分けられているのか。それはどうすれば上がっていくのだろう？と、単純な質問をする前に彼が教えてくれる。

「独立する前、基本十八歳までは皆ロウワーで、就職や結婚といったステータスを手に入れることで階級も上がっていく。職を失ったり離婚したりすれば下がるし、各階級を行き来するのがイギリスとは別物だな」

「そういうのって、ヒエラルキーって言いましたっけ」

「ああ。一般の会社にも役職というヒエラルキー構造があって、昇進したり降格したりするだろう。あれと似たようなものだ」

　別次元の話についていけなくなりそうになるも、頭の中でピラミッドを作ってなんとか理解できた……気がする。

　ステータスで決まるというのも露骨だな、なんて思っていると、黒凪さんはおもむろにネクタイにつけていたピンを取り外し、テーブルの上に置く。

「どの階級に属しているかは、このネクタイピンやラペルピンを見ればすぐわかる仕組みになっている。ついている石の色が違うんだ」

　注目すると、確かにシルバーのピンに透明感のある緑色の小さな宝石がついている。

「綺麗……。緑色の宝石といえば、エメラルド？」

「正解。上流から順にダイヤ、ルビー、エメラルド……という風に決まっていて、これも全部で五種類ある。ビジネス界では周知されているから、これを見るだけで取引先に自分の地位をアピールできるし、相手も付き合う人間を選べるわけだ」

　なるほど、そういうメリットもあるのか。階級制度を作った当時の人たちは、ステータスを上げれば仕事も優位に行える仕組みにしたということなんだろう。

「黒凪さんはどの位置にいるんですか？」

「社長ではあるが、未婚だからミドル・ミドルという地位だ。結婚するとアッパー・ミドル、子供が生まれれば最高位のアッパーになる」

「その階級の種類を覚えるだけでひと苦労しそうですね……」

　すでに混乱し始めている私に、黒凪さんはネクタイピンをつけ直して「苦労はそんなもんじゃない」と言う。

「財産の分け前は階級によって変わるし、住む家の規模も決められていて、自分の地位に見合った暮らしをしなければいけない。それに、妻が働きに出るのは夫の稼ぎが低いからだと見なされてしまうから、女性は専業主婦を余儀なくされる」

　階級によってかなり生活に差があるのだとわかり、私の表情が強張った。翼さんが『嫁入りするってなると逃げちゃう女性が多いのかも』と言っていたのは、こういう制限があるからだったのか。

　黒凪さんは、ややうっとうしそうな面持ちになって続ける。

「一族の人間にとっては昔からこれが当たり前だが、俺はこんなものに縛られるなんてくだらないと思っている。制度を廃止するには当主の承認が必要だが、アッパーにならなければ父と交渉すらできない」

「……そのために階級を上げたいから、黒凪さんは結婚を望んでいるんですね？」

　目を見張って確認すると、彼は軽く頷いた。

　てっきり最高権力者になって周囲に力を知らしめたいとか、財産をひとり占めしたいとか、単純にそういう理由なのかと。わりとがめつい人なのかな……なんて思ったけれど、決してそうではなかったみたい。

　いろいろと徐々に理解してきたものの、やはりいまだにわからないのはなぜ私に求婚したのかだ。

「でも、どうして私なんですか？　結婚相手には家柄も関係してくるんじゃ……」

「幸い、規則の中に結婚相手に干渉したものはない。どんな立場の相手と結婚して、どんな生活を送ることになろうと自分の責任になるからだ。もしそれで一族に迷惑をかける事態になったとしても、自分が降格されるだけ」

「それじゃなおさらおかしいですよ。私みたいな女と結婚したら、黒凪さんだけでなくご家族も周りになんて言われるか。庶民より、奴隷と呼ぶほうが合っているような生活をしてきたのに」

「だからだよ」

　即座に返され、私は口をつぐむ。奴隷がいいとは、どんな物好きなのだ。

「黒凪の嫁もそれなりの振る舞いが求められる。娯楽も上流貴族に倣ったものに限定されて、様々な嗜みを学ばなければならないし、パーティーにも同行して今みたいに豪華な料理を食べたり気を遣う場面も多い」

　彼の目線が私の手前にあるお皿に落とされ、つられて私も見下ろす。もしかして、今日いろいろな高級店に私を連れ回したのは、上流階級の〝普通〟を教えるためでもあったのだろうか。

　黒凪さんは再び目線を上げる。こちらをまっすぐ見つめる力強い瞳には、迷いは感じられない。

「これまで苦しい生活を耐えてきた深春さんなら、そんな環境でもやっていけるはずだ。君のような女性は他にいない。干上がった湖から遺跡を発見した気分だったよ」

「遺跡って」

「褒め言葉だ」

　つい茶々を入れた私に彼はそう補足するが、あまり褒められている気がしない……。

　こんなにハイスペックな彼に選ばれたのは光栄なのかもしれないけれど、なんとも言えない虚しさがかすめる。

「君もあの生活から逃げ出したかったんだろう。お互いにとって悪くない話じゃないか？」

　交渉するような調子で言われ、この結婚話がただの手段でしかないのだと実感する。黒凪さんにとっては階級を上げるための、私にとっては今の暮らしを変えるための。

　そうか……私を特別扱いする理由がよくわかった。虐げられている私に同情するわけでもなく、ただ一族の中での生活も我慢できそうな女だからというだけだったんだ。

　黒凪家に嫁いだとしても階級に縛られるなら、今とあまり変わらない気がする。今日素敵な体験をさせてもらえたのだって、決して私自身のためではなかったのだから。

「……結局、私は都合のいい存在なんですね」

　肩を落とし、伏し目がちに力なく呟くと、黒凪さんがぴくりと反応を示した。

「鮫島家を出れば自由になれると思っていました。あなたについていったら、なにかが変わるかもしれないとも。でも、鮫島家にいようが黒凪家に行こうが、私の意思は関係ないんですよね。どこへ行っても同じ」

　自嘲するような笑みをわずかに浮かべて、本音を吐露した。

　自分の人生は自分でなんとかしないといけないのに、いつの間にか勘違いしていたみたい。彼の手がとても温かくて、頼もしい言葉をくれるから、救い出してもらえるんじゃないかって。そんな王子様みたいな人、簡単に現れるわけがない。

　ウェイターによって下げられる空のお皿をぼんやり眺める私に、黒凪さんはほんの少し眉根を寄せて言う。

「同じなんかじゃない」

「同じですよ。だって――」

「俺がいるだろう」

　私の反論を遮って、やや強めの声が響いた。

　はっとする私の目に、私だけをまっすぐ捉えた真剣な面持ちの彼が映る。

「俺が君を守ると約束する。我慢はさせてしまうかもしれないが、鮫島家でのような悲しい思いはさせない」

　彼の言葉は重みを持って、胸の一番奥のほうに届いた。

　これが嘘だったら誰も信じられなくなりそうなくらい、冗談めかしているようには感じられない。愛のない結婚だとしても、夫として妻を守るという気持ちは本物なのだろう。

「一緒に幸せにならないか？」

　切実そうな彼を見ていたら、乾いた心に泉が湧き上がってくるような感覚を覚えた。

　私と一緒に生きていこうとしてくれる人がいる。理由がどうであれ、私を道具ではなく人として見てくれていることが、胸が震えるほど嬉しかった。




　それから食べたデザートは、なんだかとても甘く感じた。すべて綺麗にいただき、十分満足して再び車に乗り込む。

　黒凪さんの衝撃のプロポーズに、私は『少しだけ時間をください』と返した。

　心はほぼ決まっているが、叔父たちの同意が得られない可能性は十分にある。説得がうまくいかなかった場合、黒凪さんに迷惑をかけてしまうかもしれないし、できればちゃんと認めてもらってから家を出たいので、彼らに話してから返事をしようと思ったのだ。

　家まで送り届けてもらった私は、緊張しながらリビングダイニングへ向かう。一度深呼吸をし、気を落ち着けてからドアを開けた。

「ただいま」

　ダイニングテーブルに座り、おそらくデリバリーで頼んだピザを食べていた三人は、こちらを振り返ってカチッと固まった。

　着飾った私の姿に一番驚いた顔をしていたのは星羅だ。数秒してから我に返り、ぎこちなく笑っていつもの調子を取り繕う。

「ど……どうしちゃったの～？　いつもの格好のほうがお似合いだよ、深春ちゃん」

「黒凪社長にはこういう趣味があったのか？」

「金持ちの遊びね」

　言いたい放題の皆に構わず、私はダイニングテーブルのそばに立ったまま「あのね」と切り出す。

「さっき、黒凪さんにプロポーズされたの。私も結婚したいと思ってる」

　思いきって言うと、三人は再び唖然として固まった。

　少しの沈黙の後、星羅がぷっと噴き出し、皆がそれに続いて大声で笑い出す。

「深春ちゃん、かわいそー。遊ばれてるって気づいてないのね」

「本当よ。日本で三本の指に入る財閥の御曹司が、本気であなたを選ぶわけないじゃない」

　母子からバカにするように笑われるも、不思議と不安にはならなかった。たぶん、黒凪さんを信じる気持ちのほうが強いからだ。

　すると椅子にふんぞり返った叔父が、腕を組んで口を開く。

「好きにすればいい」

「え……？」

　意外なひと言を告げられ、私は少々面食らった。これまで家を出るのは許さないスタンスだったのに、こんなにあっさり認めるなんて。

　半信半疑な私に、叔父夫婦は意地悪な笑みを浮かべる。

「出ていって構わないぞ。むしろそのほうがいいんじゃないかと話していたところだ」

「ここは部屋数が余っていたからよかったけど、新居にこの子の部屋を割り当てるのは……ねえ？」

「ああ。やっぱり家族だけで住むのが一番だ」

　平然とそう話すふたりを見て、心が一気に凍ってひび割れるような感覚を覚えた。

　家族ではないと切り捨てられ、居場所すら与えられない絶望感と虚無感でいっぱいになる。

　鮫島家を出ていくのを認められたら、きっとスッキリするだろうと思っていた。なのに実際は、ただただ虚しいだけ。

　……そうか、今になって気づいた。私はたとえ雑用係だとしても、皆に必要とされていたかったんだ。

　人形になったかのごとく無表情で立ち尽くす私に、星羅がいたずらっ子のような笑みを向ける。

「フルコース食べに行かないとね。出ていく時におごってくれるんでしょ」

　軽い調子で言われた言葉が耳を通り抜けていった、その時。

「いくらでもごちそうしますよ、私が」

　背後から聞こえてきた声にはっとして振り返ると、リビングのドアから黒凪さんが姿を現した。

　私以外は皆一様に目を見開いて、椅子からひっくり返りそうになっている。

「くっ、黒凪さん!!」

「いつからそこに……!?」

「勝手にお邪魔して申し訳ありません。深春さんを送り届けると約束しましたので」

　気品漂う所作をして平然と言う彼だけれど、目がまったく笑っていない。

　実は先ほど、まず叔父たちに話して了承をもらいたいという旨を伝えると、黒凪さんは難しい顔をしてこう言った。

『君がきちんと話しても、彼らは本気にせず話し合いにならないかもしれない。かと言って、俺がいたら本性を現さないだろうから……盗み聞きするか』

　穏やかじゃないひと言にちょっぴりギョッとしたけれど、彼が考えたのは陰で私が話す様子を窺い、見かねる状況になったら助けに入るというもの。彼の予想通りの展開になってしまったわけだ。

　黒凪さんは私の隣に歩み寄ると、叔父たちを見るその表情に嫌悪感を露わにする。

「あなた方の驕きょう慢まんな態度は目に余りますね。これまでもずっと深春さんに心ない言葉をぶつけていたのですか？」

「い、いやっ、そんなことは……」

　青ざめた顔でたじたじの叔父に、黒凪さんは「少し事情をお聞きしました」と明かし、口調を厳しいものに変える。

「確かにあなた方は、深春さんとは望んで暮らしていたわけではないのでしょう。それでも彼女は、押しつけられた家事や面倒事を鮫島家のために文句なくこなしてきた。彼女に罵詈雑言ではなく、労いや感謝の言葉をかけることはできないのですか」

　毅然と非難する彼に、三人は返す言葉を失くして黙り込んだ。そこで私もはたと気づく。

「……感謝を伝えていなかったのは、私も同じです」

　ぽつりと呟くと、皆の視線が集まる。

「これまで、この家に住まわせてくれてありがとう。学校に通えたのも叔父様たちのおかげだから、本当に感謝してる。でも」

　三人を見回して偽りのない感謝を口にした後、震える手をぐっと握る。

「私だってひとりの人間だから、冷たい態度はたくさん傷ついたし、悲しかった」

　私の意思なんて関係ないからと、ずっと我慢していた本音をやっと言えた。

　皆、怖気づいたような顔で私から目を逸らす。反省しているわけではなく、黒凪さんという第三者の前で咎められる決まりの悪さからかもしれない。だとしても、私は気持ちを伝えられただけでいいと思えた。

　黙って見守っていた黒凪さんは、その大きな手で守るように私の肩をそっと抱く。

「好きにすればいいとおっしゃっていましたので、さっそく深春さんはいただきますね。これから彼女は、私の大切な家族です」

　凍った心を一気に温めてくれるようなひと言に、私は目を見開いた。

〝大切な家族〟――そう認めてもらえることが、こんなに嬉しいなんて。戸籍上そうなるというだけの意味だとしても、嬉しい。

　急激に込み上げてくるものを堪えて俯く。いつぶりだろう、目頭が熱くなるのは。

　叔母と星羅は今の今まで信じていなかったらしく、鳩が豆鉄砲を食ったような顔をしている。

「ほ、本当に結婚するつもり……!?」

「うそよ、深春ちゃんが玉の輿に乗るなんて……！　勝ち組になるなんて許せない」

　嫉妬心をむき出しにしてぶつぶつと文句を言うふたりに構わず、黒凪さんは私の肩を抱いたまま歩き出す。その瞬間、弾かれたように立ち上がった叔父が「待ってください！」と呼び止めた。

「家の売買の件は、予定通り黒凪さんが進めてくださるんですよね？　他社よりもいい条件で買い取るという約束は……！」

　不安と焦りが交ざった顔をする彼は、おそらく私を虐げていたと知られて取引がご破算になるのを恐れているのだろう。

　……ああ、この人はどこまでも自分本位だ。この期に及んで、まだお金の心配をしている。私の存在はこれっぽっちも残っていないんだね。

　もうショックすら受けないが、黒凪さんは一瞬ものすごく怖い表情を見せた。しかし振り返った彼は、口元にだけわずかに笑みを作って答える。

「それにつきましては真摯に対応しますのでご安心を。結納金代わりに気持ち上乗せしてさしあげましょう」

　叔父はあからさまにほっとするも、彼に向ける黒凪さんの視線がナイフのように冷たく鋭いものに変化する。

「ただ、私はあなたを人として心底軽蔑します」

　闇へ突き落とすような声で吐き捨てる彼の迫力に、叔父は凍りつき、叔母と星羅も縮み上がっていた。

　昼間とほぼ同じシチュエーションでふたりで外に出ると、生ぬるい夜風に出迎えられた。月明かりが穏やかで、まるで別世界のよう。

　門を出たところで私の肩から手を離した黒凪さんは、穏やかさを取り戻した声色で言う。

「悪い、また連れ出して。今日のところは君を帰すつもりだったんだが、到底あのまま置いてはおけなかった」

「いいんです、これで。ありがとうございました」

　幾度となく救ってくれたことに感謝していると、彼はふいに足を止めて少し驚いたように私の顔を覗き込む。そして、長い指で私の目の下に触れた。

　彼の指と自分の頬が濡れていて、私も泣けたんだなと実感する。

　黒凪さんは両手で私の頬を包み、そこはかとなく憂いを帯びた面持ちで涙を拭う。

「つらかったな」

「いえ……これは嬉し涙です」

　小さく首を横に振ると、彼はキョトンとした。私がずっと欲しかった言葉をくれたのに、本人には特別なことを言った自覚はないのだろう。

　この人がそばにいてくれたら、私の未来はいい方向へ変わる気がする。干上がった心に緑が芽吹くような希望を抱き、潤んだ瞳で彼を見上げる。

「私を、黒凪さんの家族にしてください」

　きちんとプロポーズの返事をすると、端正な顔が柔らかくほころんだ。クールな彼が時々見せる貴重な微笑みは、なぜか鼓動のスピードを速めさせる。

　次の瞬間、彼の胸に頭を引き寄せられ、胸がさらに早鐘を打つ。こつんとおでこをくっつけた状態の私の耳に、「よろしく」という温かな声が届いた。

　たった一日で、運命はこうも変わるものなのか。私にかけられたこの魔法がどうか永遠に解けないでほしいと、願わずにはいられなかった。










３．新妻は初夜に手解きされる




　黒凪さんの妻になる決心をした私は、文字通り身ひとつで鮫島家を後にした。見えないガラスの靴を履いたまま。

　服や小物などは、後日皆がいない時間を見計らって取りに行くつもりだ。もちろん荷造りなどしていないが、もともと私物も大事なものも少ないのですぐにまとめられるはず。合鍵も持っているから、それも置いてこなければ。

　心残りなのは育てた野菜たちと、あの野良猫に会えなくなることだけ。タイミングよく姿を現したら、ちゃんとお別れがしたい。

　様々な思いを巡らせながら連れられてきたのは、六ろっ本ぽん木ぎにある高級ホテル。黒凪家側に結婚の承諾をもらえるまで、今夜からひとまずホテルに泊まることになったのだが……。

　車窓からラグジュアリー感たっぷりなエントランスを見た私は、目が点になる。

「まさか、このホテルに泊まるんですか？」

「なにか問題でも？」

　涼しげな調子で聞き返す黒凪さんのほうを、勢いよく振り向く。

「もったいなさすぎます！　安いビジネスホテルで十分ですから」

「ここは俺たちが所有しているから、泊まらない選択肢はない。この辺り一帯も黒凪の庭だしな」

　圧倒的な財力を見せつけられたようで、私は開いた口が塞がらなかった。

　いくらお金持ちとはいえ、さすがにもう余計なお金は使わせられないと思ったのだが、そう言われるとなにも反論できなくなる。本当に超庶民の私についていけるのか……。

　さっそく不安がよぎるも、気怠げにハンドルに手をかけたセクシーな彼が流し目を向けてくる。

「それとも、今夜から俺の家に来るか？」

　さらりと問いかけられ、心臓が飛び跳ねた。さすがにしょっぱなから自宅にお邪魔するのは無理！

「俺は一向に構わないが」

「ここでお願いします！」

　即座にそう答えると、彼は面白そうに小さく笑った。

　ホテルのロビーで座っているよう言われ、おとなしく待っている間に黒凪さんがカウンターで受付を済ませてくれた。幸いキャンセルが出て部屋を取れたというので、ありがたく宿泊させてもらう。

　しかし、この部屋というのがまた驚きだ。ホテルマンに案内されたその中へ入った私は、東京の夜景が一望できる広々としたリビングと、その奥にあるベッドルームをぐるりと見回して呆気に取られる。

「まさか、これが俗に言うスイートルーム……!?」

「空いている部屋がここしかなかったんだ。ひとりでは持て余すかもしれないが、まあゆったり過ごせていいだろう」

　わざわざ部屋までついてきてくれた黒凪さんが、淡々とそう言った。またしてもお金のことを考えると白目になりそうだし、ゆったり過ごせるどころか逆に落ち着かない気が……という本音は心の中だけに留めておく。

　遠慮がちに部屋の中を探索し出す私に、黒凪さんがざっと設備の説明をしてくれた。バスルームにはどうやって使うのかよくわからないシャワーもあるし、アメニティーすらも高級そうでため息がこぼれる。

　彼は説明を終えると、「なにか必要なものがあったらルームキーを使って」と言い、さっさとオートロックのドアのほうへ向かう。ホテル内での支払いはルームチャージでしてくれ、ということだろう。私は恐縮しながら、彼を見送るためについていく。

「また明日進捗を報告するから、それまで好きに過ごしていていい。ルームキーは絶対に失くさないように」

「わかりました」

　しっかり頷き、彼が帰ってしまわないうちに「あの」と呼び止める。

「今日は本当にありがとうございました。ものすごく目まぐるしかったですけど、黒凪さんのおかげで人生がいい方向に変わりそうな気がします」

　服や食事をごちそうしてくれたのはもちろん、私の新しい未来を切り開いてくれたことに、なにより感謝したい。

　明るい声で伝えると、黒凪さんは優しい瞳でしばし私を見下ろす。

「俺の名前、覚えてる？」

　次いで返ってきたのはそんな問いかけで、私はキョトンとしつつ頷く。名刺に書いてあったし、翼さんが何度も口にしていたから。

「はい。えっと、奏飛、さん……」

　なんとなく名前を呼ぶのが気恥ずかしくて、ぎこちなくなってしまった。しかし、彼の表情はどことなく満足げだ。

「これからはそう呼んでくれ。君も黒凪になるんだから」

「あ、そっか。そうですね」

　当たり前のことを忘れていて、私はへらっと口元を緩めた。まだまだ実感が湧かないけれど、私も同じ苗字になるのだと思うとちょっぴりくすぐったい。

　練習をするように、もう一度「奏飛さん」と口にしてみる。今度はちゃんと言えたのでにこりと微笑むと、私を映す彼の表情もほころんだ。

　ふいに彼の手がこちらに伸びてきて、私の頭にぽんと乗せられる。

「おやすみ。深春」

　髪を撫でられながらそう呼ばれただけで、胸がときめいた。一気に親密感が増したように感じる。

　私も「おやすみなさい」と返し、彼は部屋を出ていく。ひとりになると、心にはなんとも言えない寂しさと、けれどぽかぽかとしたものが入り混じっていた。




　いろいろあって疲れていたのか、肌触りのいいベッドに横たわるとすぐに眠りに落ち、翌朝も心地よく目覚めた。豪華なスイートルームは、起きた瞬間からお姫様気分にさせてくれる。

　朝食も奏飛さんが予約したと言っていたので、レストランでビュッフェをいただく。ひとりでいる気まずさを感じたのは最初だけで、焼きたてパンやその場で作ってくれるオムレツの美味しさをしっかり味わった。

　その後、彼から《明日、チェックアウトの時間に迎えに行く》と連絡が来て、この日は準備期間の一日となった。ありがたくお金を使わせてもらい、ホテル内で最低限必要な服や雑貨をひと通り揃える。

　食事も『いいものを食べろ』と言われたけれど、貧乏性の私はコンビニ飯で済ませた。もう十分いい思いをさせてもらったので、普通のおにぎりが恋しかったのも本音である。

　そして迎えた月曜日、私はいよいよ黒凪家の皆さんに挨拶をする。世間では三連休なので奏飛さんも休みだし、皆さんも集まってくれるのだそう。

　朝からシャワーを浴び、襟とベルトがついたネイビーのＡラインワンピースに着替える。このきちんとした服も、一昨日のブティックで一緒に買ってくれたもの。この間よりも甘さは控えめで大人っぽい感じだ。

　顔合わせのために購入したのだと納得したけれど、私がプロポーズを断っていたらそのままプレゼントするつもりだったらしい。彼の財力には本当に感服する。

「さっそく黒凪家にお邪魔するのか……」

　パウダールームで曇りのない鏡に映った自分と目を合わせ、ひとつ息を吐はく。

　すでに私の事情を説明して一応結婚も認めてもらえたらしいが、上流階級の方々にどんな風に迎えられるのか想像もできなくて不安しかない。

　朝食を済ませた後、そのまま七階にあるサロンへ向かう。ここも、きちんとしたヘアメイクをするために奏飛さんが予約しておいてくれたのだ。至れり尽くせりで恐縮してしまう。

　髪は適度に抜け感のあるシニヨンに、メイクは落ち着いた仕上がりにしてもらってロビーへ降りると、ひと際人目を引く容姿の男性がソファに座っていた。今日はスーツではないが、スマートカジュアルなセットアップもとても洗練された印象を受ける。

　奏飛さんと会うのはまだ二回目だし、姿を見るだけで緊張してしまうのは致し方ないだろう。ひとまずフロントに鍵を返してから、そわそわしつつ彼のもとへ歩み寄る。

　すぐに私に気づいて腰を上げた彼と挨拶を交わした。

「ちゃんと休めたか？」

「はい。お部屋も食事も堪能させていただきました」

「それはなにより。今日の姿も可愛いよ」

　挨拶の一環のような感じでさらっと褒めるものだから、リアクションはまったく可愛くなく挙動不審になる。そんな私に、彼はふっと笑みをこぼした。

　支払いをしてチェックアウトを済ませた黒凪さんは、自然に私の荷物を持って歩き出す。いつでも紳士的で、パーキングに来ると車のドアまで開けてくれるので、それくらい自分でしますよと言いたくなってしまうくらいだ。

　おとなしくされるがままになっておくのも上流階級のマナーなのかもしれないと思いつつ、今日も助手席に乗り込んだ。

　運転席に座った奏飛さんが、シートベルトをしながら口を開く。

「さっそく婚姻届を出しに行きたいんだが」

「えっ、もう!?」

「結婚の承認は得たからな。それを覆されないためにも早く手続きを済ませておく」

　それって、私と会ったらご両親の意見が変わる可能性もあるということなんだろうか。ますます怖いな……。

「その前に、深春のご両親がいる霊園を教えてくれるか」

　不安が増幅するも、予想外のひと言に私はぽかんとする。

「お墓、ですか？」

「ああ。君をもらうのだから、一応挨拶しておこうと思って」

　奏飛さんはエンジンをかけて当然のように言った。

　わざわざお墓参りをしてくれるんだ……。

　亡くなった両親への敬意も忘れない彼を、私は人として素敵だと純粋に思う。本当に他人に興味がない人だったら、ここまでしないんじゃないだろうか。

　やっぱり彼は優しい人。胸が熱くなるのを感じ、「ありがとうございます」と心から感謝を伝えた。

　霊園は練ねり馬ま区にある。花屋に寄って買った白いカーネーションと、水を入れた桶を持って両親が眠る場所へ向かう。

　毎年、命日だけはここへ来るのを許されていたが、お墓参りをするのは私だけだったから誰かと来たのは初めてだ。今日も暑い日差しが降り注ぐ中、奏飛さんと一緒に掃除をして、綺麗になった墓前にふたりで並んで手を合わせる。

　……お父さん、お母さん。私はこの人のお嫁さんになるよ。

　私たちの間に愛はない。でも、何年も一緒に暮らしてきた親戚よりも、昨日出会ったばかりの彼のほうが、私を大切に扱ってくれる。こうやって、お父さんたちに手を合わせてくれる人なの。

　たとえ階級を上げるためだけの結婚だとしても、私は精一杯彼のために尽くそうと思う。

　妻として添い遂げる覚悟を新たにゆっくり目を開け、黒い石に刻まれた大切なふたりの名前を見つめた。




　お墓参りを終えた後は、いよいよ婚姻届を提出する。私が戸籍謄本を取らなくてもいいように、私の本籍地の区役所へ向かった。

　証人は黒凪家に仕える執事と家政婦長にお願いしたそう。いつの間にか印鑑が不要となっていたようでびっくりしたけれど、判子は持ち歩いていなかったから助かった。

　婚姻届には奏飛さん側はすでに埋められていて、残るは私だけ。間違えないように丁寧に記入したそれを時間外受付に提出する。「おめでとうございます」とひと言もらい、奏飛さんと目を合わせた。

　無事に受理されれば今日が結婚記念日になるのだ。誕生日でも、語呂がいい日でもないただの祝日。だけど、今日から毎年特別な一日になる。




　カジュアルなレストランで昼食を食べた後、いよいよ黒凪家にやってきた。

　白しろ金かねの閑静な高級住宅街の中、まるで迎賓館のような立派な邸宅が建っている。門の中へゆっくり進む車の中からそれを見上げ、素晴らしさに圧倒される。

「ここで両親が暮らしている。大正時代からある先代の屋敷に少しずつ手を加えて、この状態になった」

「すごい……！　レトロさを感じる素敵な洋館ですね」

　白い壁に焦げ茶色の枠組み、格子状の窓が重厚な雰囲気を醸し出している。ヨーロッパの建築様式を取り入れた、まさに大正ロマンな豪邸だ。

　車を降り、手入れが行き届いている庭を通って円形の玄関ポーチへ向かいながら奏飛さんが言う。

「今日は両親と弟たちが集まってくれている。よそ者に対して警戒心の強い人たちだから、あまりいい気持ちにはならないかもしれない。覚悟しておいてくれ」

「大丈夫です。慣れていますから」

　こういう時のために私が妻に選ばれたんだから、と気合いを入れて返すと、彼はちらりと私を見下ろしてわずかに口角を上げた。

　インターホンを鳴らす彼の隣で、深呼吸して気を落ち着ける。すぐにドアが開かれ、使用人らしき初老の男性が姿を現した。

　整った白い髭と優しそうな顔立ちが印象的なその人は、「おかえりなさいませ、奏飛様」とうやうやしく頭を下げて迎える。その様子を目の当たりにして、さすが御曹司……！と心の中で唸ったのは言うまでもない。

　彼はにこにこしながら私にも「深春様、お待ちしておりました」と声をかけてくれて、ちょっぴり心が和んだ。

　案内されて美術館のような廊下を進み、黒凪家の皆さんが待つダイニングに通される。明るい日差しが存分に差し込む広いサンルームが繋がっていて、各々がソファに座っていた。

「お待たせしました」

　笑みもなく、儀礼的にといった感じで奏飛さんが挨拶をすると、ダイニングチェアに座っていたお義母様らしき女性が立ち上がり「いらっしゃい」と返した。

　彼女の隣に、六十歳くらいのロマンスグレーの男性が並ぶ。顔立ちが奏飛さんと似ていて、お義父様だとすぐにわかった。

「まさか奏飛が結婚相手を連れてくるとはね。ようこそ、黒凪家へ」

　にこりと微笑むお義父様に思いのほか穏やかな調子で迎えられ、私も丁寧にお辞儀をする。

「はじめまして。深春と申します」

「奏飛の母です」

　続いて自己紹介してくれたお義母様は、長い髪を後ろですっきりとまとめ、ボルドーの口紅が似合うとても綺麗な人だ。が、目が笑っていないように見えるのは気のせいだろうか。

　美の迫力もあり若干怖気づきそうになる私に、彼女はやや眉を下げて話しかける。

「あなたの事情は聞いたわ。ご両親を亡くして、つらい思いをされたのね」

　同情されているのかと思ったのもつかの間、美しい顔がすっと冷たく変化する。

「だから、奏飛との結婚を決めたのかしら？　黒凪家の財産が目当てで」

　敵意を孕んだ眼差しに突き刺され、私は言葉を喉に詰まらせた。さっそくの先制攻撃は、ショックより驚きのほうが大きい。

　奏飛さんはぎゅっと眉根を寄せ、表情に呆れと怒りを入り混じらせる。

「母さん、俺が半ば強引に求婚したのだと説明したでしょう」

「お金にも困っていたなら、さぞかし都合のいい話だったでしょうね。飛びついたって不思議じゃないわ」

　お義母様はグラデーションネイルが施された手を肘に添えて、猜疑心たっぷりな様子でそう言った。

　それに続いて、サンルームのひとり掛けソファに座っている眼鏡をかけた二十代後半くらいの男性が口を開く。

「半端な気持ちでは、この家では生きていけませんよ。黒凪一族に限らず、他の財閥家からの妬みやっかみに悩まされるのは想像にたやすい。早めに引き返したほうがあなたのためです」

「瑛えい司じさん……！」

　抑揚がなく冷めた口調の彼にも攻撃を食らわされて固まっていると、隣に座るセミロングの髪の女性が嗜めた。

　奏飛さんは不機嫌そうにしながらもふたりを紹介してくれる。

「弟の瑛司と、妻の香か苗なえさんだ」

　瑛司さんは私を一瞥して、座ったままほんの少し会釈をした。スクエアフレームの奥の瞳はとっても冷徹そうで、静かな圧を感じる。

　一方、香苗さんはすっと腰を上げてふわりと微笑む。

「私はお嫁さんが来てくれて嬉しいです。仲よくやっていきましょう」

「香苗さん、よろしくお願いします」

　瑛司さんとは対照的に彼女はとても愛想がいいのでほっとするも、今の状況では返す笑顔がぎこちなくなってしまった。

　香苗さんは癒し系の雰囲気で、顔も声も可愛らしい。彼女も嫁いできたのだし、これから悩みを相談できる相手になってもらえたらいいのだけど。

　なんて頭の片隅で考えていると、彼女の左隣のソファに座っている、私と年が近そうな男性が軽い口調で言う。

「香苗さんの言う通り、母さんも瑛司兄ちゃんも初日くらい優しくしてあげましょうよ。深春ちゃんにはこれからたくさんの嫁いびりが待ってるんだから」

　さらっと怖いことを言う彼は、私ににっこりと笑顔を向ける。緩く波打つふわっとした髪に中性的な顔立ちで、アイドルみたいだ。

「三男の歩あゆむです。僕は優しいから安心してね」

「説得力ないですよ、歩」

　瑛司さんが眼鏡を押し上げながら淡々とツッコむ。私は口の端を引きつらせて「よ、よろしくお願いします」と返すしかなかった。

　個性的な人たちだな……。とりあえずわかったのは全員美形だということと、私はあまり歓迎されていないということくらいだろうか。あと、皆さんが敬語を使っているところからして、ご両親が権力を持っているのがよくわかる。

　やっぱり手厳しい初対面となって俯き気味になる私の耳に、憤りを抑えるような奏飛さんのため息が聞こえてくる。

「深春はあなたたちが思っているような、金にがめつい女性じゃありません。彼女と接していればそんな汚い人間ではないと、きっとすぐに気づきます」

　フォローしてくれる彼は、皆さんを見回しながら「それと」と補足する。

「彼女を侮辱するのは俺を侮辱するも同然です。これからは、俺の妻だということを肝に銘じて発言してください」

　その声はやや怒気を含んでいたけれど、『俺がいる』と言っていた通り、私はひとりじゃないと実感させてくれるものだった。自然に目線が上がり、背筋も伸びる。

　奏飛さんの態度が気になったのか、瑛司さんが怪訝そうに見上げる。

「ずいぶん彼女に入れ込んでいますね。女性関係には無関心な兄さんにしては珍しい。それでは清純さを演じられていても見抜けないのでは」

「瑛司……今、俺が言ったこと聞いていなかったか？」

　瑛司さんは単純に思ったことを口にしているように感じるけれど、奏飛さんの怒りがむくむくと膨れ上がっているのがわかる。私が黙ったままでは皆さんを疑心暗鬼にさせるだけかもしれない。

　思いきって「あの！」と声をあげると、彼らは口を閉ざしてこちらに視線を向けた。ひとつ息を吐き、落ち着いて嘘偽りのない思いを口にする。

「私は、皆さんの生活レベルとはかけ離れた家庭で育ちました。財産に興味はありませんが、結婚すれば暮らしが少しでもよくなるんじゃないかと思ったのも事実です」

「深春……」

「でもそれ以上に、奏飛さんと家族になりたいと思ったんです。私の手を取って、新しい道へ連れ出してくれた、他の誰でもない彼と」

　私を嗜めようとしたのであろう奏飛さんだったが、私が言葉を続けるとその目を見張った。

　黒凪家ほどの富豪なら、不純な目的で寄ってくる人も少なくないだろう。でも、自分は違うのだとわかってもらいたい。

　一瞬、その場がしんと静まり返った。背筋を伸ばして前を見据えていると、厳しい表情のままのお義母様が「深春さん」と呼ぶ。

「結婚には承諾したけれど、まだあなた自身を認めたわけじゃない。黒凪家の一員として、奏飛の妻として相応しいと判断するまではね。これからの振る舞い次第では、離縁してもらう可能性もあると頭に入れておいてちょうだい」

　離縁という重いひと言が、ずしりと心に投げ込まれた。私は唇をきゅっと結ぶも、奏飛さんの意思はぶれない。

「離縁などしませんよ。俺は深春の人生を預かったんですから。簡単に手放すようなマネはしません」

　頼もしい彼の言葉に奮い立たされ、私もぐっと手を握る。

「私も、奏飛さんと一生添い遂げると覚悟してまいりました。黒凪家の名に恥じぬよう、精進していきます」

　しっかりと宣言して、「よろしくお願いします」と深く頭を下げた。

　すると、ずっと静観していたお義父様が口を開く。

「なかなか骨のありそうなお嬢さんじゃないか。私は気に入ったよ」

　好意的な言葉が意外で顔を上げると、お義父様は穏やかに微笑みかける。

「深春さんの生い立ちやご家族について、少し調べさせてもらったよ。悪い虫がつくと困るんでね。不安要素は先に排除しておきたいから」

　笑顔とは裏腹に怖い単語を並べられ、私の顔がカチッと強張った。やっぱり、お義父様も決して優しい人ではなさそう……。

「あなたの親代わりの鮫島さんは人間性に難があるようだが、彼の町工場は黒凪不動産が契約している建設会社とも繋がりがあるし妥協することにした。結婚を機に深春さんが縁を切れば、わが家への悪い影響は特にないだろう」

「縁を切る……」

　重いひと言が胸に投げ込まれて、思わず怯んでしまった。あんな人たちでも唯一の親族との縁を切るというのは、無性に不安に駆られる。

　奏飛さんは私の気持ちを察したのか、宥めるような声をかける。

「縁を切るというと大袈裟だが、もう関わらないようにすれば大丈夫だ。俺もそのほうがいいと思っている」

　叔父様たちを実際に見た彼の言葉には説得力がある。

　そう、今大事なのは黒凪家に迷惑をかけないこと。私も関わる気はないし、あちらも望んではいないはずなので、納得して「はい」と答えた。

　お義父様は終始愛想のいい笑みを浮かべ、私にアッパー・ミドルの証となるルビーがついたブローチを差し出す。

「野良猫同然のあなたが、階級社会の狼の群れの中で揉まれながらどう生きていくのか、見るのが楽しみだ。黒凪家に新しい風を吹き込んでくれることを期待しているよ」

　表情と発言との差がありすぎて、私は口の端を引きつらせつつブローチを受け取った。この家族……やっぱりクセが強い。

　とりあえず挨拶が一段落したところで、家政婦らしき女性たちと、先ほど案内してくれた男性が用意してくれた本格的なアフタヌーンティーをいただくことになった。

　初老の彼は、この家の執事で佛ほとけさんというらしい。証人のひとりになってくれたのも彼だし、まったく悪意がなさそうなものすごくいい人で、その名の通り仏のよう。黒凪家にもあなたのような方がいるんですね……！と拝みたくなる。

　広いテーブルの上にそれぞれ二段のケーキスタンドが用意され、ホテルに来たみたいで私は密かに胸をわくわくさせていた。クロテッドクリームを塗ったスコーンも、小さなデザートの数々も、香りのいい上質な紅茶もすべて美味しくて大満足だ。

　そこでは比較的和やかに話をして、奏飛さんの兄弟について知ることができた。

　瑛司さんは二十八歳で黒凪不動産の専務を務めており、階級は最高位のひとつ下のアッパー・ミドルになる。奏飛さんも結婚したので同じ階級に上がったのだが、これまで会社での地位は奏飛さんのほうが上にもかかわらず階級は下だったというのが、やはり独特だ。

　奥様の香苗さんは二十六歳で、彼女も裕福な家の出身だそう。お父様が黒凪コンツェルンのビジネスパートナーで、最初は奏飛さんとお見合いをする予定だったのだが、彼が断ったため瑛司さんが手を挙げたのだとか。

　歩さんは私と一番歳が近い二十四歳。黒凪コンツェルンのひとつである『黒くろ凪なぎ商しょう事じ』で、部長として経験を積んでいる最中らしい。階級は下から二番目のロウワー・ミドルになるが、本人はそれについてはまったく興味がなさそうだ。

　瑛司さんは冷静沈着なインテリ系、歩さんは無邪気な小悪魔タイプ、といった人となりがなんとなくわかった頃にお開きとなった。

　各々が席を立つ中、お義母様がこちらに近づいてきて、先ほどよりさっぱりとした調子で言う。

「深春さん、さっそく明日ここに来てくださる？　まずは階級の決まりについてと、黒凪家の家訓を学んでもらいますから」

「家訓があるんですか」

　なにやらしょっぱなから難関そうで身構える私に、帰ろうとしていた歩さんが足を止めて教えてくれる。

「黒凪家のお嫁さんはこの勉強をしなきゃいけないんだってさ。校長の話くらい長くて死ぬほどつまらないけど。まあ、通過儀礼みたいなもんだと思って」

「歩！」

　にょきっと角を生やしたようなお義母様は、息子を叱る普通のお母さんといった感じでちょっぴりほっこりする。歩さんは意に介さず、私にひらひらと手を振って帰っていった。

　家訓とか本当にあるんだ。すごいな……。でも勉強するって、まさかテストとかしないよね？

　不安になりつつお義父様にも挨拶して、瑛司さん夫妻と一緒に部屋を後にする。奏飛さんと瑛司さんが歩きながら仕事の話をし始めると、香苗さんが私の隣にやってきた。私のほうが年下なのと、食事会で打ち解けたおかげでフランクに接してくれるようになったのだ。

　ふわりとフローラル系の香りを漂わせる彼女は、声をひそめて話し出す。

「通過儀礼、私もやったわ。何度眠りに落ちそうになったことか」

「香苗さんもですか。財閥の家って、すべてが現実離れしていてすごいですね……」

「最初は戸惑うけど、この家に嫁いだからには受け入れるしかないのよね。私も相談に乗るから、一緒に頑張りましょ」

　にこっと微笑んで優しい心遣いをしてくれる彼女は、まさに天使だ。心強い存在を嬉しく思い、私も「ありがとうございます」と笑みを返した。

　その直後、香苗さんはなにかを思い出したように言う。

「あ、でも明日の勉強会の前に大事な課題があるじゃない。まずそれを頑張らないといけないわね」

「課題？」

　なにかあっただろうかと首をかしげる私の耳元に、彼女がさらりと髪を揺らして顔を近づける。

「初夜よ。今夜、夫婦になって初めて奏飛さんと夜を過ごすんでしょう？」

　囁かれた瞬間、ぼっ！と頬が熱くなった。

　そうか、初夜……！　今夜から奏飛さんと寝食を共にするってこと、すっかり頭から抜けていた。まだ家の中も見ていないけれど、夫婦なんだからきっと寝室は一緒だよね？

　急に焦り始める私は、香苗さんの腕にしがみつきそうな勢いで問いかける。

「初夜にもなにか決まりとかあるんですか……!?」

「黒凪家の嫁は、子孫を残すことも重要な役目なの。だから、初夜には契りを結べという暗黙のルールがあるって、瑛司さんに教えられたわ」

〝契りを結べ〟というのは、もしかしなくても身体を重ねろという意味？　男性とひと晩過ごすだけでも初めてなのに、そんなのハードルが高すぎる！

　政略結婚だった香苗さんたちも、忠実にルールを守ったんだろうか。

「じゃあ、香苗さんも瑛司さんと――」

　しまった、いきなりプライベートな話を……！と口をつぐむ。一瞬目を丸くした香苗さんは、ぽっと頬を染めてしおしおと俯く。

「わ、私は瑛司さんがすごく優しくしてくれたから……素敵な初夜だったわよ」

　恥じらいつつも幸せそうにする彼女を見て、私はぽかんとしてしまった。

　あの瑛司さんが？　冷血そうに見えて実はフェミニストなのか、意外。香苗さんも彼が好きなんだろうなとなんとなく感じて、口元がだらしなく緩む。

　ふたりを交互に見てふむふむと頷くと、香苗さんが「なに暴露してるんだろ、私」と顔を両手で覆って照れまくる。先を歩く男性陣は、私たちを振り返って不思議そうな顔をしていた。




　豪邸を後にして、ついに奏飛さんの自宅へ向かう。家族は皆近くに暮らしているようで、奏飛さんの自宅も実家から車で五分ほどの距離にあった。

　階級によって住む家の規模が違うという話の通り、瑛司さん夫妻は奏飛さんよりもさらに広い邸宅で、歩さんはマンションで暮らしているらしい。

　とはいえ、奏飛さんの自宅も一般的なひとり暮らしのレベルを遥かに超えている。大企業の社長様なのだから当然か。アッパー・ミドルになったので近々新しい家が用意されるという話だが、ふたりで暮らすにも今のままで十分すぎる。

　鮫島家より断然広い一軒家で、シックかつモダンな外観はとても大人っぽく上品。なのに、思わず目を奪われる魅力的なデザインだ。

　外から玄関が見えない造りになっていて、隠れ家レストランさながらのアプローチを通って中へ入る。

　ここでも家政婦の女性が出迎えてくれた。階級が上がるごとに家政婦を雇える人数も増えるそうで、今奏飛さんが雇っているのはひとりだけ。

　玄関を上がると、黒いブラウスとスラックスに、フリルのついた白いエプロンを身につけた彼女が挨拶をする。ショートボブの髪はややボーイッシュな印象で、私と同じくらいの年に見える。

「身の回りのお世話をさせていただく沢さわ木きです。よろしくお願いいたします。わからないことがあったり助けが必要になったりした際は、なんなりとお申しつけください」

　笑みはないが、かと言って無愛想なわけでもない彼女は、綺麗な所作でお辞儀をした。仕事をきっちりこなす、できる人なのだろうと直感した。

　私も今日何度目かの自己紹介をした後、奏飛さんが補足する。

「沢木さんはカレンダー通りの勤務だ。今日は祝日だが、深春が来ると言ったらわざわざ出てきてくれた」

「奥様にご挨拶したかったですし、お洋服やお部屋をご用意しなければと思いまして」

「そうだったんですね！　ありがとうございます」

　なにからなにまで至れり尽くせりで、少々申し訳なさを感じつつお礼を言った。

　奏飛さんはさらに続ける。

「深春も一緒にいる時間が長くなるだろうからよろしく。食事はシェフに頼む時もあるが、基本沢木さんが作ってくれている。今日の夕飯は軽めにしてくれ」

「かしこまりました」

　主人の要望を聞き、さっそくキッチンのほうへ向かう彼女の姿は、まるでこれまでの自分を見ているみたい。待遇はまったく違うけれど。

　沢木さんが家事をやってくれるなら、この家での私の役目はなにがあるだろう。

　ふとそんな考えがよぎったものの、奏飛さんが部屋の案内を始めたのですぐに意識は逸れていく。広々としたリビングに入ると天井の高い吹き抜けになっていて、二階の部分に立派なグランドピアノが置いてあるのが見えたからだ。

「ピアノがある！　奏飛さん、弾けるんですか？」

「多少ね。黒凪家では強制的にピアノを習わされるから、瑛司たちも弾けるよ」

「すごい……！」

　ピアノが弾ける男性は知り合いにいなかったから、ちょっぴり感激する。しかもこの奏飛さんだもの、ビジュアルがよすぎる。

　もう高級レストランの外で漏れ聞こえる音に耳を澄ませなくてもいいんだ。あの演奏もとてもよかったけれど、奏飛さんが奏でる音色もぜひ聞いてみたい。

「私は全然弾けないけど、聞くのは好きなんです。今度聞かせてください」

「〝ねこふんじゃった〟でいい？」

「できれば違うものが」

　正直に返すと、いたずらっぽい顔をしていた彼はふっと自然な笑みをこぼした。

　なにげない会話を楽しみながら、モデルルームのように綺麗な部屋をざっと案内してもらう。

「今日は疲れただろう。黒凪家の皆は強烈だから」

「あ……はい、洗礼を受けたって感じでした」

　階段を上りながら、私は先ほどのご家族を思い返して苦笑を漏らした。二階に着いたところで、なにげなく問いかけてみる。

「奏飛さんは弟さんたちと仲がいいんですか？」

　途端に、奏飛さんの表情に影が落ちたように見えて気になった。

「さあ……どうだろうな。競争し合うのが普通の家だから、よくはないと思う」

　そう答える口調もどこか暗い。彼も、決して家族と円満というわけではなさそうだ。

　私たちは、これから人並みの夫婦になれるんだろうか……。

　すべての部屋を見せてもらいながら、ここで自分になにができるかを再び考え始めていた。奏飛さんのために、家事以外で力になれることはなんだろうかと。

　しかし、具体的に思い当たるものは今のところひとつしか出てこない。たぶん、初夜の話を聞いたせいだ。私にできることが子作りしか浮かばないなんて……！

　男性と付き合うどころか、恋すらした経験がない私には最大の試練だ。ちょっとエッチな漫画で覚えた知識くらいしかないというのに、一体どうしたらいいものか。

　ひとり悶々と悩んだ末、夕飯を終えて帰ろうとしている沢木さんを呼び止める。香苗さんには聞きそびれてしまったし、もう頼れるのは彼女しかいない。

「沢木さん！　すみません、どうしてもお聞きしたいことが」

「なんでしょう」

　玄関ホールで足を止め振り返った彼女に、声をひそめて単刀直入に言う。

「黒凪家での、その……初夜について詳しく知ってますか？」

「はい？」

　沢木さんの無表情がぐにゃりと歪むも、切羽詰まっている私は質問を止められない。

「女性側はどうしたらいいんですかね？　お風呂から上がったら、寝室で待っているべきなんでしょうか。まず、ルームウェアを着るのかバスローブのままのほうがいいのか……」

「なにを聞いてるんですか、なにを」

　棒読みでツッコんだ彼女は、ものすごく呆れた様子でため息を吐き出す。

「わからないことはなんなりと、とは言いましたが、まさかこんな赤裸々な質問をされるとは。深春様の頭の中には煩悩が隙間なく詰まっていらっしゃるんでしょうか」

　丁寧な言葉遣いにもかかわらず内容は辛辣で、私はギクリとしつつ気づいた。あ、この人毒舌だ、と。

「ただの家政婦に答えられるわけないでしょう。そんなに奏飛様に気に入られたいのですか？　財産をモノにするために。あざといですねぇ」

　腕組みをして私の顔を覗き込んでくる沢木さんは、お義母様と同様に私を疑っているみたいなので、慌てて首を横に振る。

「いやいや、違います！　財産なんて興味ありません。人間の扱いをされて生きていける居場所があればそれでいいんです」

「それはまた極端な」

「ただ、本当にどうすればいいかわからなくて……男の人と一夜を過ごすこと自体初めてだから」

　冗談じゃなく困っている私は、勢いをなくして俯き気味になっていく。顔が熱くなるのを感じていると、沢木さんは訝しげに片眉を上げる。

「純情ぶってます？」

「違いますって！」

　私はバッと顔を上げて即座に否定した。毒舌家政婦さん、本当に遠慮がない。

　彼女は半信半疑な様子で、腕を組んだまましばし思案してから口を開く。

「悩む必要はございませんよ。奏飛様は跡継ぎを残すために深春様とご結婚されたのです。子作りは義務のようなものですから、あなたがなにもせずとも、抱きしめるなり押し倒すなりしてくるはずです」

　現実を突きつけてくる沢木さんの発言に、私の心も表情も強張った。

　……そうだ、忘れかけていた。私は彼の階級を上げるためだけに必要とされているのだ。

　初夜にだって愛は必要ない。私があれこれ悩もうが奏飛さんには関係なくて、ただ行為ができればそれでいいのかもしれない。

「とはいえ、奏飛様はきっとベッドでも紳士的でしょうから、愛されていると錯覚させてくれるかもしれません。どうぞ、素敵な初夜を」

　沢木さんは、嫌みなのかただ単に事実を言っているだけなのかわからないアドバイスを残し、綺麗に一礼して玄関を出ていった。心の中には虚しさと落胆の色が広がっていく。

　奏飛さんは私を大事に扱ってくれるから、普通の夫婦みたいになれるんじゃないかって勘違いしそうになっていた。そんな風に思っているのは、私だけかもしれないのに。

　肩を落としてリビングに戻ると、奏飛さんに先にお風呂に入るよう促された。

　大きな窓が開放的で温泉のような広いお風呂に浸かっても、気分は沈んだまま一向に上がらない。沢木さんが用意してくれた、女子力高めのレースチュールのネグリジェに着替えても同じ。

　どうしてこんなに落ち込んでいるのだろう。素敵すぎる家でこれまでと正反対の待遇を受けさせてもらって、ちゃんと自分の存在意義はあるのに。

　私の役目は奏飛さんの階級を上げるため、彼の子供を産むこと。いい暮らしをする引き換えに、この重大な任務を全うしなくては。初めてだとか気にしている場合ではないのだ。

　寝る準備を整え、リビングのソファに座って気持ちを落ち着ける。甘い考えは捨てて、今一度〝黒凪家の嫁〟としての意識を強く持つ。

　しばらくして、入浴を終えた彼がやってきた。セットされていない無造作な髪と、ラフな部屋着姿さえも色気を感じる。

「深春、おいで。これからの夜の嗜みについて教える」

　手を差し出されると共にそう言われ、いよいよかと胸がざわめき出す。

　意を決して手を重ねると、エスコートされて二階の寝室へ向かう。そしてラグジュアリーなその部屋にメインで置かれた、キングサイズのベッドに並んで腰を下ろした。

　いくら腹を括ったとはいえ、この状況で緊張しないのは無理だ。どんどん心拍数が上がっていく私とは対照的に、彼は冷静に話し始める。

「今夜から、毎晩ここで一緒に眠る。子供を作るのは早いに越したことはない」

　真っ先に言われたのは、やはり子作りについて。また胸に空洞が空くような感覚を覚える。

「黒凪家には昔から、夫婦となったふたりが初めて過ごす夜には契りを結ぶものだという決まりがあった。俺たちも、今夜がその初夜になるが――」

「わかっています。子供を授かることが、私の役目だと」

　なんとなく最後まで聞きたくなくて、彼の言葉を遮った。小さく深呼吸をして、こちらを見つめる彼に身体を向ける。

「覚悟はしています。どうぞ、抱いてください」

　心臓はバクバクと鳴っているが、なんとか平静を装い彼を見上げて告げた。

　奏飛さんはすぐに返答はせず、じっと目を合わせたまま。その数秒がやけに長く感じる。

　次の瞬間、膝の上で握っていた手に触れられ、ビクッと肩が跳ねる。

「こんなに震えていては抱けやしない」

　包み込む大きな手は温かいのに、彼の口から放たれたひと言は突き放されたようで、体温が一気に奪われていく気がした。

　抱いてもらえないなんて……私の存在意義がまたなくなってしまう。どうしよう、奏飛さんの力になれることはこれくらいしかないのに。

　ショックで目線が下がっていく。その時、垂れた髪をそっと掻き上げられ、そのまま優しく頬に手をあてがわれた。

「心配するな。俺が一から教えるから、徐々に慣らしていこう」

「……え？」

　意外な言葉が聞こえ、再び目線を上げた。奏飛さんの表情は変わらないが、瞳にはそこはかとない熱が帯びている。

「君には俺の子を産んでもらいたい。でも、怖がっているのに無理やり抱いて苦しめたりはしたくない」

　私に失望したわけではなく、むしろ気遣ってくれたのだとわかって目を見張った。

　彼の思いやりは嬉しいけれど、契りを結ばないのはルール違反になるんじゃないだろうか。

「でも、初夜の決まりが……」

「あれは何十年も昔の話だ。今でも忠実に守る者はいないだろう。妻を自分のものにする口実として使う男はいるかもしれないが」

　ん？　それってまさか、瑛司さん？　香苗さんと結ばれたくて、今もルールが厳格に守られている体を装っていたということだろうか。

　だとしたら彼は結構な策士だし、相当香苗さんに惚れているんじゃ。冷血そうに見えて中身は情熱的なのね……小籠包みたい。

　なんて変な考えはさて置き、とりあえず初体験は延期になったようでほっとする。

「じゃあ、今夜必ず……というわけではないんですね」

「ああ。だがさっきも言った通り、早いに越したことはない。どちらかに問題がある可能性もあるからな」

　確かに、妊娠できるかどうかは行為をしてみなければわからない。もし不妊症だったりしたら病院に通わなければいけないだろうし、その分時間もかかる。

　不妊のせいでお役御免になる場合もあるんだろうか。離婚となれば階級が下がるからそれは避けられるかもしれないが、とにかく私にとっても妊娠が重要であるのは確かだ。

　身体を重ねる日はきっとすぐなんだろう。でも彼は、『徐々に慣らしていこう』と言ってくれた。それだけで不安は薄れていく。

　奏飛さんは再び私の頬に手を添え、情熱を孕んだ瞳で見つめる。

「まずはキスからだ。唇だけなら、俺を受け入れられるか？」

　律儀に問いかける彼に、怖さは感じない。胸を高鳴らせつつこくりと頷くと、美しい顔がゆっくりと近づいてくる。

　まつ毛を伏せた直後、唇に柔らかなそれが触れた。初めての感覚に、息が止まる。

　少し離れて、またくっついて。想像以上に優しくて甘い触れ合いとは逆に、心臓が激しく動いて苦しい。

　完全に唇が離された途端、水から上がったかのごとく肩で息をすると、奏飛さんはクスッと笑う。ちょっぴり面白がるように「今度は息を止めないでごらん」と言い、もう一度唇を重ねた。

　繰り返されるうちに強張っていた身体から力が抜けてきて、キスに夢中になっていく。次第に濃密さも増して、なんだか身体の奥のほうが疼くようなもどかしい感覚を覚える。

「ん、ふ……っ」

「そう、上手。声も甘くなってきた」

　キスの合間に吐息交じりの官能的な声で囁かれ、恥ずかしさとゾクゾクとした快感でいっぱいになる。こんなに気持ちよくなるなんて、まるで――。

『奏飛様はきっとベッドでも紳士的でしょうから、愛されていると錯覚させてくれるかもしれません』

　沢木さんの言葉が蘇り、とろけ始めていた心にほろ苦さが入り交じる。

　キスをしても、身体を重ねても、私たちの間に愛はない。そう思うとどうしようもなく寂しさが押し寄せてきて、彼のシャツを遠慮がちにきゅっと握りしめていた。










４．恋愛処女は抱かれて愛を知る




　奏飛さんの妻となって二日目の今日、私は言われた通り彼の実家へお邪魔している。

　応接間のような一室で、私の向かいではお義母様が〝財閥階級規則〟なる書物を手に話し続ける。一対一で勉強するこの状況は家庭教師さながらだ。

　彼女の背後の壁には、金縁の額に入れられた家訓が堂々と掲げられている。十五条まであり、先ほどまでこれを教えられていたのだが、まだ三つくらいしか覚えられていない。

　今はお義母様が話す階級の規則についてメモを取っているところ。それもなかなか頭に入ってこないのは、規則がややこしいだけじゃなく……どうしても昨夜のキスが蘇ってきてしまうから。

　初夜はセックスせずに終わったとはいえ、キスだけでも私には相当刺激の強いものだった。舌を入れられるのはもちろん、丁寧に指南する奏飛さんの声や言葉がものすごく官能的だったおかげで。

『舌の力を抜いて、絡めて。……ほら、気持ちいいだろ』

　あああ、ダメダメダメ。ディープキスの快感と、彼のセクシーボイスを鮮明に思い出してしまう……！

「深春さん！　ちゃんと聞いているの!?」

「は、はいっ」

　悶えたいのを堪えて俯いていた私は、お義母様のお怒りの声で我に返り、シャキッと背筋を伸ばした。

　いけない、上の空になりすぎていた。冷や汗を掻く私に、彼女はじとっとした視線を向けて問題を投げかける。

「規則の第二十一条よ。規定にかかわらず特別に昇格が認められるのはどんな時？」

「えー……世のため人のためになにかしらの貢献をした時……？」

「ふわっとしすぎよ、ふわっと！」

　キーッと怒り出すお義母様に、私は「申し訳ありません！」とおでこをテーブルにつけそうな勢いで謝り倒した。

　どうやら企業を急成長させただとか、ものすごい利益を出したとか、功労賞をもらった人は特例が認められるらしい。人命救助をして感謝状をもらった人なんかもそれに当たるので、あながち間違いではなかったみたいだが。

　お義母様はあからさまにため息をつくと、パタンと書物を閉じて腕を組む。

「まったく……集中力が途切れているのが目に見えてわかるわ。庭の草むしりでもして頭を冷やしてきてちょうだい！」

　庭の草むしり。今やっている勉強より遥かに楽しい仕事を告げられ、私はぴくりと反応して顔を上げた。

　私のカップに紅茶のお代わりを注ごうとしていた佛さんが一旦手を止め、心配そうな表情でお義母様を見やる。

「奥様、この暑さでは頭を冷やすどころかのぼせてしまいますよ」

「そうなる前に戻ってきなさい。大人なんだから、自分の限界くらいわかるでしょう」

　嗜めてくれた佛さんに、彼女はツンとして言い放った。

　おそらく、お義母様は罰を与えるつもりで言い出したのだろうが、私にとってはなんら苦ではない。むしろ内心喜んで「承知しました」と答えた。

　とても心配そうにする佛さんに、私は何度も「大丈夫ですよ」と言い、麦わら帽子とタオルをお借りして意気揚々と外へ出た。

　真夏の午後二時の屋外は痛いほどの日差しが降り注いでいるが、ちゃんと日焼け止めも塗っているから問題ない。さっそく雑草を抜きながら、豪邸の周りを歩く。

　庭仕事から離れたのはほんの数日なのに久しぶりな気がして、気分転換になる。上流階級の暮らしより、やっぱりこのほうが合っているなとつくづく思う。

　三十分を過ぎたくらいだろうか。気持ちのいい汗を掻きつつ、体調も問題ないので草取りを続けていた時、玄関のほうから誰かの足音が聞こえた。

　振り向くと、やや焦った様子のお義母様が小走りでやってくる。

「ちょっと深春さん、いつまでやっているの!?　本当に熱中症に――」

　そこまで言いかけた彼女は、伸びかけの髭のように生えていた雑草がすっきりとなくなった周辺を見回して目を丸くする。

「ものすごく綺麗！」

「なんと……！　こちら側まで手が回らず、外から見えない場所なので後回しになっていたのですよ。とっても助かります。本当にありがとうございます」

　素直に驚くお義母様と、深々と頭を下げる佛さんに私はふふっと笑う。「全体的に雑草は少なかったですよ。佛さんたちが日頃からよく手入れしていらっしゃるんですね」と言うと、佛さんは恐縮しまくっていた。

　私がここまできちんと整備するとは思っていなかったのか、お義母様はぽかんとしている。数秒後、はっとした彼女は表情を引きしめて腕を組む。

「こっ、この辺にはハーブを植えてあるのよ。雑草と間違えて抜いてないでしょうね？」

　フンと鼻を鳴らして指摘されるも、ちゃんと把握していたのでその心配はない。

「素敵なハーブがたくさんありますよね。あ、ついでにバジルの花穂を摘み取っておきました。花を咲かせると香りや風味が落ちるので」

「深春様……！　素晴らしいお心遣いをありがとうございます！」

　感激する佛さんの隣で、お義母様は再び呆気に取られていた。罰を与えたはずがうまくいかなかったせいかな、となんとなくわかる。

「あの、お義母様」

「……なんでもないわ。さっさと戻るわよ」

　遠慮がちに顔を覗き込むと彼女は仏頂面に変わり、小言はもうなにも言わずにくるりと踵を返す。私は佛さんと目を見合わせ、お互いに苦笑を漏らした。




　スパルタ勉強会は午後四時頃までみっちりと続き、とりあえず重要な昇格の仕方については理解した。

　階級はすべてで五段階。まず学生までのロウワーから始まり、就職したらロウワー・ミドル、役員クラスに昇進したらミドル・ミドル、結婚したらアッパー・ミドル、子供が生まれたらアッパーという順に上がっていくのが一般的らしい。

　仕事で昇進しなくても結婚したり子供が生まれたりすれば階級は上がるそうだが、給料が伴わないので苦労することが多いのだと聞いた。能力が伴わないまま階級が上がってしまうのを防ぐため、特別な支給などはないらしい。

　これらをひと通りざっくりと教えられたところでやっと解放された。

　今日は家まで佛さんが送迎してくれる。奏飛さん付きの運転手は彼の仕事のほうに回っているので、代わりに佛さんが買って出てくれたのだ。車さえあれば自分で運転するのに……と思うのも、庶民の感覚なのだろう。

　イギリス製のクラシックな高級車に乗り込み、ようやく人心地がついた。私はシートにもたれて脱力するも、佛さんはどこか晴れ晴れとした様子だ。

「奥様の意地悪な仕打ちを嫌な顔ひとつせず、完璧にこなす方は初めて見ました。お嫁さんだけでなく、邪よこしまな思いを抱いて黒凪家に近づくお客様にも容赦がないので」

「そうなんですね。今回はたまたま私にできることだったからですよ」

　それに、鮫島家での扱いに比べたらなんのその。軽く笑う私に、佛さんは運転しながら弁解するように言う。

「ですが、奥様も根っからの意地悪ではないのですよ。黒凪家とご子息方を守らなければというお気持ちが強く、少々行きすぎてしまわれる時があるのです」

　私も、外へ追いやったわりに熱中症を心配してやってきたり、素直に『綺麗！』と褒めたりする彼女は、憎めない人だなと感じる。思い返して含み笑いしつつ、「なんとなくわかります」と返した。

　黒凪家の敷地を出た車は、やや日差しが弱くなってきた街を優雅に走っていく。

「明日は奥様には呼ばれていらっしゃらないようですね。鮫島様のお宅にお荷物を取りに行くよう奏飛様から仰せつかっておりますので、深春様のご都合がよろしければ参りましょうか」

「ああ、よろしくお願いします！　でもいいんですか？　佛さんはお義父様たちの執事なのに」

「大丈夫ですよ。黒凪家のお方でしたら、どなたのご用命でもお引き受けいたしますから」

　快くそう言ってくれる彼に、私は「ありがとうございます」と心から感謝した。

　荷物か、そういえば鮫島家に置いたままだったな。この数日でいろいろなことがありすぎて、家を出たのがずいぶん前のような気がする。

　明日も平日だから、午前中に行けばきっと皆いないはず。〝お世話になりました〟とひと言メッセージを書いて、鍵はポストに入れておこう。

　こんな風に家を出て、皆はどう思っているんだろう。厄介者がいなくなって清々しているかな。万が一タイミング悪く会ってしまったらどんな言葉をぶつけられるか、ちょっとだけ怖い。

　すっかり奏飛さんを頼りにしていて、ひとりであの家に行くのを怖気づいている。そんな私の心情を察したかのごとく、佛さんが温かい声を投げかける。

「ご安心ください。深春様はもう黒凪家の大事なご家族ですから、奏飛様がいらっしゃらない時には代わりに私がお守りいたします」

　頼もしい言葉に、思わずじんとした。佛さんのファンクラブを作りたい……！

「佛さん……どうしてそんなによくしてくださるんですか」

「奏飛様がお選びになった、大切な奥様ですから。私はとても嬉しいんですよ。奏飛様が人生の伴侶を見つけられたことが」

　彼はとても穏やかに微笑み、奏飛さんへの思いを語る。

「こう言ったら失礼ですが、私にとって黒凪家のご子息たちは孫のような存在です。特に、奏飛様にはいつか素敵な女性と幸せになってほしいと願っていました。私が昔から一番気にかけていたのが彼だったので」

　佛さんの優しさは、三兄弟を孫のように思っているから溢れるものなのかもしれない。その中でも、奏飛さんを一番気にかけていたということは……。

「奏飛さんって、実は昔やんちゃだったとか？」

「いえいえ、落ち着きがある優等生でしたよ。ただ、それが逆に心配で。人に頼ったり甘えたりしない子でしたから、もっと子供らしくしていいのにと切なくもなりましたね。彼の境遇を思えば、仕方ないのかもしれませんが……」

　バックミラーに映る佛さんの表情に、ふと影が落ちた気がした。

　奏飛さんの境遇って、重圧を背負う財閥家の長男に生まれたということ？　それとも、なにか別の意味があるのだろうか。

　少し引っかかって問いかけようとするも、佛さんはミラー越しに私を見ていつもの笑みを浮かべる。

「すみません、おしゃべりがすぎました。年寄りの戯言だと思って聞き流してくださいませ」

　なんとなく詮索されるのを避けている気がして、深掘りするのはやめた。深い意味はないのかもしれないし、本人以外のところで探るのもあまりよくないだろう。いつか奏飛さんにさりげなく話を振ってみようかな。

　それからすぐ家に到着し、また明日迎えに来てもらう約束をして佛さんは帰っていった。ひと息つく間もなく今度はシェフの方がやってきて、慣れた様子でキッチンに向かい今夜の夕食を用意し始める。

　沢木さんは昨日来てくれていたので、今日はお休みだ。彼女がいない日はシェフが来て料理を作ってくれるらしい。

　今夜は新鮮な魚や旬の食材を使った御膳料理だった。これも高級感たっぷりだったけれど、ここのところ洋食をいただいていたから和食は嬉しい。

　私たちが食べ終えた食器も片付け、シェフは帰っていった。私は残っていた自分のグラスをアイランドキッチンで洗いながら、食後のお酒を嗜んでいる奏飛さんに話しかける。

「高級料亭で出るようなご飯でしたね。すごく美味しかったです」

「飽きていないか？　しばらく贅沢が続いているが」

　そういえば、初めて食事をした時に『毎日贅沢をしていたら、感動を味わえなくなりそう』と言ったっけ。気にしてくれる彼にふふっと笑い、「大丈夫です」と答えた。

　こんなにいい料理を毎日いただいておきながら飽きたなんて言うのは、それこそ贅沢だよなぁ。なんて思いつつ水を止め、ちょっと考えていたことを提案してみる。

「でも、ひとつお願いが。沢木さんがお休みの日は、私がご飯を作ってもいいですか？」

　一瞬キョトンとした奏飛さんは、すぐに「ああ、構わない」と頷いた。よかった、子作り以外でも少しは役に立てそう。

　彼は腰を上げ、空になったグラスを持って私のすぐ隣にやってくる。

「食事を用意するのは俺は面倒だと思うが、よくやろうという気になるな」

「料理は好きなので。それに、やるのが当たり前だったから、今はなんだか物足りないというか」

　そう答えてグラスを受け取った私は、ほんの少し考えを巡らせる。料理をしたい一番の理由は、もっとシンプルなものだ。

「単純に、奏飛さんに作ってあげたいんです。他の誰かじゃなくて、私が作ったご飯を食べてもらいたいなって」

　私が彼を喜ばせたい。そんな気持ちが徐々に大きくなってきている。

　優しい眼差しを私に向ける彼をちらりと見上げ、「田舎料理ばかりですけどね」と茶化して笑った。

　洗い物を再開しようとした次の瞬間、背後から彼の手が腰に回され、ドキッと心臓が飛び跳ねる。

「っ……奏飛さん？」

　な、なに？　なんで急に……！　ハグされるのも初めてだし、不意打ちすぎて固まってしまう。

　危うく落としそうになったグラスをそっとシンクに置く。そろそろと後ろを向くと綺麗な顔が視界いっぱいに映り、唇を塞がれた。

　今日ずっと思い返すだけだった感覚が現実のものになって、鼓動が激しさを増していく。ついばむようなキスをした後、彼は私の唇を親指でなぞる。

「手料理もいいが、今はこれを食べたくなった。君の唇も甘くてうまい」

　色気を迸ほとばしらせてそんな風に言うものだから、全身が沸騰しそうなほど熱くなる。でも、全然嫌じゃない。

「私……キス、下手なのに？」

「関係ない。そのほうが教え甲斐もある」

　わずかに口角を上げた彼は、再び唇を寄せて深いキスを仕掛けてきた。

　昨日の教え通り、侵入してきた舌に自分のそれを絡める。お互いの吐息が漏れ、頭がぼうっとするくらい気持ちよくなってきて、自然にシンクに腰を預けていた。

　またしても愛があると錯覚してしまいそうなシチュエーション。奏飛さんにとっては子作りのための準備にすぎないのだと思うと、胸の高鳴りが苦しさに変わる。

　――それからベッドに入った後も、いつの間にか眠りにつくまで何度もキスをした。

　唇を重ねるのは心地よいのに、胸は締めつけられてばかり。なぜこんなに苦しくなるのか、今は説明できそうにない。




　翌日、約束通り迎えに来てくれた佛さんと鮫島家へ向かった。

　叔父の車はないので仕事に行っているのだろう。あるのは私が使っていた車だけだが、これは叔父の名義だし好きに使ってもらえばいい。

　そーっと鍵を開けて中の様子を覗くと、人の気配はなくしんと静まり返っていた。

　誰もいなくてほっとしつつも、自室で素早く荷物をまとめる。ついでにいらないものは思いきってごみ袋に詰め、家具以外はなるべく残らないようにした。

　がらんとした部屋を一度眺めてから一階へ下り、短いメッセージを書いてダイニングテーブルに置いておいた。

　そして、畑に出て最後にひと仕事。今採れるだけの野菜はすべて収穫し、三人で食べられそうな分を冷蔵庫に入れておく。残ったものは家に持って帰ろう。

　せっせと作業していると、あの野良猫が隣家の塀の上を歩いているのが見えた。その首に赤い首輪がついているのに気づき、私は目を見開く。

「あの子も新しい家を見つけたのかな……」

　ぽつりと呟いて口元を緩める。どうか大切にされて、幸せな日々を送れますように。

　心残りをなくした私は、大きなバッグを持って家を出る。玄関前で「お世話になりました」と頭を下げ、郵便受けに鍵を落とした。




　自宅に戻ると、なんだかほっとした。まだ暮らし始めたばかりなのに、ちゃんとした自分の居場所があるだけで安心感が半端ない。

　今日は出勤の沢木さんが掃除をしてくれている中、私はひとまず持ってきた野菜をどうするか考える。

　黒凪家の皆さんにあげれば、きっと食べてくれるよね。沢木さんや佛さんもご家族がいるだろうから分けてあげたい。あと漬物も作っておこう。

　キッチンに立ち、意気揚々と作業をしてしばらく経った時、二階から戻ってきた沢木さんが不思議そうにこちらに近づいてくる。

「深春様、なにをしてらっしゃるんですか？」

「あ、シンクの掃除。漬物作って生ごみが出たから、ついでに――」

「おやめください！」

　掃除用のスポンジを手にした腕を勢いよくガシッと掴まれ、びっくりした私は「なぜ!?」と声をあげた。

　沢木さんは私からスポンジを取り上げ、やや険しい表情で言い放つ。

「掃除なんて奥様にさせられません。私が仕事を怠けていると見なされて評価が下がり、私の階級にも関わってきますので」

　ここでも階級の話が出てきて、私は目をしばたたかせた。

「家政婦さんにも階級があるんですか？」

「ええ。財閥家に仕える私たち独自のものですが、それによって給与額が変わります。奏飛様の位が上がったので私もアッパー・ミドルになりましたが、仕事ぶりが見合わないと判断されていたらミドル・ミドルのまま、その階級の家に飛ばされていたでしょうね」

　ちょっぴり誇らしげに見せられたエプロンの胸元には、確かに奏飛さんたちと同じ赤いルビーが輝くブローチがついている。私たちがつけるものより小さめのものだ。

　沢木さんも昇級したというわけか。やっぱりできる人なんだなと納得する。

「というわけで、家事は極力お控えください。あと、敬語も使わなくて結構です。私のほうが年下ですし」

「年下なんだ！」

「麗しの二十歳でございます」

「おお……」

　そんなに若かったとは。星羅と同い年なのに、沢木さんのほうが大人びている。老けているとかじゃなく、すごくしっかりしているからそう見えるのだ。

　星羅の嫌みをすでに懐かしく感じていると、沢木さんが冷蔵庫の中を覗いて言う。

「それにしても、大量にお野菜を持ってこられましたね。消費が追いつきません」

「だよね。だから、黒凪家の皆さんにおすそ分けしようかなと思って。もろきゅうにすれば結構食べられ――」

「あの方々はもろきゅうなんか存在すら知りませんよ」

「うそっ!?」

　言い終わる前に呆れた調子でぶった切られ、私は目を見開いた。もろきゅうを知らない人なんているの!?

　唖然とする私に、彼女はなぜか納豆とお肉のパックを取り出して説く。納豆は沢木さんが休憩中に食べると言っていたものだ。

「庶民が納豆だとするなら、黒凪家は高級和牛。価値観にも雲泥の差があるんです。もろきゅうなんてお出ししたら〝虫になった気分だ〟って一蹴されます。絶対」

「美味しいのに……。でも、奏飛さんなら食べてくれるかも」

「諦めてください」

　食い気味に否定されて私はがっくりとうなだれた。

　本当にダメだろうか。だって、奏飛さんはもろきゅうの存在を知っていたよね。出会ってすぐ、私が庭で食べまくっていたと話したら『経済的なやけ食いだな』と言っていたもの。

　なんとなく腑に落ちないまましょぼんとしていると、沢木さんが一瞬ふっと笑った。初めて彼女の笑みを見て、心がほっこりする。

「……深春様は変わってらっしゃいますね。お嫁に来られるのは、もっと高飛車な方だと思っていたのに」

　すぐに笑みは消えていたけれど、声にも刺々しさはなくなっていた。

　今のは嫌みではないよね……？と前向きに捉えていると、彼女は食材を冷蔵庫に戻しながらなにげなく切り出す。

「そういえば、どうでしたか？　初夜は」

　問いかけられてドキッとした。みるみる頬が火照るのを感じつつ、自分からあれこれ聞いたのだから結果を伝えなければと、正直に答える。

「沢木さんの言う通り、心配はいらなかった。私に心の準備ができるまで待ってくれてる」

　彼女は奏飛さんが行為をしなかったことを意外に思ったのか、やや丸くした目を私に向けた。

「へえ……。それにしては〝子宮の奥までオンナにされた〟みたいな顔になっていますよ」

「どんな顔!?　いや、まあ、毎日キスだけはしてるけど……」

　うわ、口に出すと余計恥ずかしい。

　両手を頬に当てると、沢木さんは数秒固まった後、なぜか気の毒そうな表情になる。

「深春様のガードを緩めるラブグッズでもご用意しておきましょうか」

「いらないよ！」

　そこまでお世話しなくていいから！と、即行でツッコんだ。

　周りはきっと早く跡取りが誕生することを望んでいるのだろう。にもかかわらず、私のペースに合わせてくれる彼は、やっぱり優しさと余裕を秘めている人だと思う。




　奏飛さんと暮らし始めてからあっという間に一週間が経ち、セレブな生活にも慣れてきた。さっそく結婚式の式場も予約し、結婚指輪もオーダーした。黒凪家の嫁になったのだという実感も徐々に湧いてきている。

　お義母様には時々呼び出され、セレブな嗜みを教えられている。先日は香苗さんも一緒に刺繍を行った。昔の上流階級では裁縫が習い事の定番だったらしい。

　裁縫も鮫島家で日常的にやってきたので慣れてはいる。面を糸で埋めていくサテンステッチをさくさくやっていると、お義母様が『なんでできちゃうのよ!?』と驚いていた。

　沢木さんとは、あまり気を遣わずに接することができるようになった。彼女の毒舌は健在だし家事も手伝わせてもらえないが、悪い人ではないとわかったので心穏やかに過ごせている。

　結局、野菜は黒凪家の家政婦さんたちに渡すだけにしておいた。佛さんから『新鮮で味のいい野菜だと、皆喜んでいましたよ』と言われ、お世辞だとしても嬉しかった。

　一方、夜の営みのほうはいまだにキスより先に進めていない。といっても、ベッドに限らずあらゆるシチュエーションでキスをしてみたり、徐々にスキンシップが多くなってきたりはしている。

　昨夜も、ベッドに入ったら突然奏飛さんが私に覆い被さってきて、ものすごくドキドキした。

『押し倒されてするキスはひと味違うんじゃないか？』

　彼は私の中に眠る欲情を引き出すかのごとく、扇情的にそう囁いてキスをした。唇だけじゃなく、首や耳にも。

　彼の言う通り、組み敷かれてするといつもより淫らな気分になる。昨日はそこからさらに一歩進んで、服の上から胸を触れられて心臓が飛び出そうになった。

　思わず小鳥みたいな声をあげる私を、彼は確かめるように見つめて言う。

『これだけでも感じているな。ここ、どうなってる？』

　そろそろと胸から下りてきた手が足の間に触れ、私は軽くパニック状態に。恥ずかしくてたまらなかったけれど、正直に答えた自分を褒めたい。

『あ、熱い、です……』

『それは俺を迎え入れる準備ができている証拠だ。……このまま抱くか』

『えっ!?』

　まさかの展開になるのではとギョッとする私に、奏飛さんは『冗談だよ』と余裕の笑みをこぼした。

　でも、たとえ最後までする流れになったとしても、きっともう怖さで震えたりはしない気がする。奏飛さんなら嫌なことはしないと信じられるし、正直……キスの先を体験してみたいとも思う。

　夕闇迫る街を走る車の中、車窓に映る物欲しげな顔をする自分と目が合って、なんだかいたたまれなくなる。これから重要なパーティーに出席するのだから、こんなことを考えている場合ではないのに。

　今夜は財閥の家系に限らず、かつて爵位を持った一族が集まるパーティーが開かれる。年に一度行われる、簡単に言えば交流会のようなものらしい。

　私は奏飛さんと一緒に結婚の挨拶をして回る。結婚式や披露パーティーは数カ月後に行う予定なので、今日はひとまずご報告するといった感じだ。

　セレブな方々ばかりなんだろうな。こういう場は初めてだし、やっぱりとてつもなく緊張する。

「深春」

　薄闇に呑み込まれ始める街を眺めていると、一緒に後部座席に座る奏飛さんに名前を呼ばれた。「はい」と返事をして振り向こうとするも、両肩をそっと掴まれて窓のほうに身体を向けられる。

　なに？と不思議に思った次の瞬間、髪をアップにして露わになっているうなじの辺りに彼の手が触れた。

　それだけで反応してしまい、心臓と共にビクッと肩が跳ねる。が、彼はなにやら私のパーティードレスを弄っている模様。

「ホック、留めてなかったぞ」

「あっ!?」

　言われて気づいた。どうやら背中のファスナーを上げただけで、スプリングホックを留めていなかったらしい。

　デコルテの部分やひらひらとした袖がレースになっていて、ふんわり揺れるロングスカートのドレス。これを完璧に着ることすらできない自分が情けないけれど、気づいてくれて助かった。

「ありがとうございます！　恥ずかしい……。こんな調子で粗相をしないか不安です」

「なにか問題が起こっても、俺がフォローするから心配いらない。それより、周りの奴らのほうが気になる」

　私のドレスと同じすみれ色のポケットチーフを忍ばせ、アッパー・ミドルの証であるルビーのネクタイピンをつけた奏飛さんは、今日も頼もしくて素敵だ。

　しかし、『周りの奴ら』と言うその顔に笑みはない。

「基本的に俺が一緒にいるから大丈夫だと思うが、君に悪意を向けてくる人がいないとも限らない。黒凪家だけでなく、他の財閥一族にも階級が上がる者に対する妬みや僻ひがみを持つ人間が少なくないから」

「ですよね……」

　そう、いろいろな考えの人が今日の場に集まる。奏飛さんはただの御曹司ではなく、三大財閥のひとつである黒凪家の長男だ。その妻となった私に向けられるものは、決していい感情ばかりではないだろう。

　最初から承知していたが、どんな目を向けられても屈しないようにと改めて気合いを入れ直す。

　私の胸元にもつけている赤いブローチを見下ろしていると、仮の指輪を嵌めた私の左手に、しっかりと彼の手が重ねられる。

「もし俺の目の届かないところで嫌なことをされたらすぐ言ってくれ。相手には然るべき罰を与える」

「そ、そこまでしなくていいですよ」

　すっと冷たい表情になる彼にギョッとしてツッコむと、私たちのやり取りを聞いていた運転手さんがクスクスと笑っていた。

　会場は外資系高級ホテルの宴会場を貸し切っている。受付を済ませて中へ入ると、立食形式のそこではすでにたくさんの方々がウェルカムドリンクを手に談笑していた。

　会場の中心に、数人のシェフを囲むようにして料理が並べられている。彼らがその場で提供する料理や、ひとつひとつが芸術品のようなアミューズ、きらきらと輝く色鮮やかなデザート、すべてが魅力的だ。

　挨拶を無事終えて、この料理をしっかり味わえるといいのだけど。

　そわそわしつつ、まずは黒凪家の皆さんに挨拶をした。そうしているうちに財閥一族が続々と姿を現してきたようなので、さっそく結婚の報告をしに向かう。

　財閥家の方々は、やはり階級に応じた色のネクタイピンやブローチをつけているのでわかりやすい。

　最初に対面したのは、お義父様の弟である叔父様。アッパーの証であるダイヤモンドのネクタイピンが存在感を放っている。

　顔だけでなく和やかな雰囲気がよく似ているが、なにせお義父様が笑顔で辛辣な物言いをする人なので、私は内心警戒している。

「おお、奏飛くん！　久しぶりだね」

「ご無沙汰しております。お電話でお伝えさせていただきましたが、先日きちんと籍を入れました。妻の深春です」

　奏飛さんの言葉に続いて、私は落ち着いた笑みを浮かべて綺麗に一礼する。おどおどせず、凛然と。

「はじめまして。深春と申します」

「ご丁寧にどうも。素敵な奥さんを見つけたじゃないか。おめでとう」

　奏飛さんと一緒に「ありがとうございます」とお礼を言い、いつ飛んでくるかわからない嫌みをやり過ごせるよう、笑顔を絶やさないでおく。

　しかし、無条件に祝福してくれる叔父様は、それからも毒を吐いたりはせず終始穏やかだった。本当に兄弟？と疑ってしまうほど。

　とても愛想のいい彼のおかげで身体から余計な力が抜け、その後の挨拶も順調にいった。政治家や弁護士などハイスペックな職に就いている人も多く、圧倒されてばかりだったが。

　途中、主催者である旧華族の当主のスピーチで本格的にパーティーが始まったものの、私たちの食事は後回し。三十分以上かけて、やっと主要な人への報告が済んだ。

　歓談する人たちから少し離れたところに移動し、奏飛さんが言う。

「疲れただろ。俺たちも食べよう」

「はい。もしお仕事の話があるなら、私のことは気にせず行ってくださいね」

「ああ、ありがとう」

　ひとまずミッションは完了したので、あとは存在を消して料理を楽しんでいたい……。なんて考えていると、奏飛さんはひとつため息を吐く。

「でも、俺も疲れた。早く帰りたい」

　彼らしからぬ幼げな発言がこぼれ、私は思わずぷっと噴き出した。

「子供みたいですね」

「こういう場はあまり好きじゃないんだ。どうしても仕事以外の話に付き合わなきゃいけないからな。他人の家族や趣味の話とか、正直どうでもいい」

　言葉尻はかなりそっけないもので、私の顔から笑みが消えていく。

　そして、ふと思い出した。『他人は基本どうでもいいんだって』という、翼さんの言葉を。

　奏飛さんは誰に対しても優しいわけじゃないんだっけ。今も、楽しそうに歓談している方々をどこか冷めた瞳で眺めている。どうしてそんなにドライになってしまったんだろう……。

　小さな疑問を抱いて整った横顔を見つめていると、彼は私を見下ろし「料理、好きなもの取っておいで」と優しく声をかける。とりあえず今はパーティーに集中しないと、と切り替えて言われた通りに料理を取りに向かった。

　どれもとても美味しそうで、一気に空腹感に襲われる。目移りしてしまうそれらを直感で取っていると、後ろからぽんと肩を叩かれた。

　振り向いた私に、普段より大人っぽいスーツ姿の歩さんがにこっと笑いかける。

「深春ちゃん。楽しんでる？」

「歩さん！　正直、まだ楽しめるほどの余裕はないです」

「ははっ、だよね」

　無邪気に笑う彼からは、私に対しての敵意や悪意を感じないのでほっとする。年も近いし気さくに接してくれるから、黒凪家の中で一番打ち解けている人かもしれない。

　にこにこしながら「これ美味しいよ～」と言う歩さんは、一緒にいたら楽しいだろうし絶対にモテるだろう。喜怒哀楽を素直に表すし、子供みたいで可愛い人だ。

　こんな風にしている間にも、同じくらいの歳の知り合いらしき男女に話しかけられている。目上の人に声をかけられれば、すっと空気を変えて品よく接しているし、やっぱり御曹司なんだなと思わされる。

「歩さんはお友達が多そうですね」

「どうだろねぇ。まあ、兄ちゃんたちより多いのは確実」

　いたずらっぽく口角を上げる彼につられて私も笑った。

　料理を取り終わって奏飛さんのもとへ戻ろうとすると、歩さんはやや真剣な面持ちで声をひそめて言う。

「ね、結婚生活はどう？　特殊な家だし、大変でしょ」

「まあ、それなりに……」

　正直かなり特殊だけれど、その一族のひとりである彼に失礼な気がして曖昧に笑って濁した。

　歩さんはその大きな瞳で心配そうな眼差しを向けてくる。

「特に奏飛兄ちゃんって僕たちといる時ほとんど笑わないし、ものをはっきり言うくせに無駄な会話をしないから、深春ちゃんつらくないかなと思って」

　確かにご家族の前ではいつもそっけないし、冷たい雰囲気が漂っている気がする。階級社会が気に入らないからなのか、はたまた別の理由があるのか。

　なぜかはまだわからないけれど、ひとつだけ確かなことがある。

「奏飛さんは優しいですよ。初対面の時からずっと」

　嘘偽りのない笑みを浮かべて見上げると、歩さんは驚いたように少し目を丸くした。

　彼の向こうで奏飛さんが私を探しているのに気づき、「じゃあ、また」と告げて離れる。歩さんはなにか言いたげにしているようにも見えたが、引き止められはしなかった。

　それからは、豪華な料理を堪能しながら奏飛さんとお相手の話を聞いたり時々交ざったりして、有意義な時間を過ごした。会場の空気にはだいぶ慣れたものの、皆のセレブエピソードには驚愕してばかりだ。

　会が終了するまであと三十分ほどのところで、奏飛さんに「ちょっとお手洗いに行ってきます」と声をかけて会場を出た。

　廊下にはほとんど人がおらず、静かでほっとする。何事もなく終わりそうだなと、最初に比べて軽くなった足取りで化粧室へ向かう。

　しかし奥へ進もうとした瞬間、パウダールームから話し声が聞こえてきて足が止まった。

「黒凪家の奏飛さん、結婚して昇格されたんですってね」

「ええ。これまで誰も寄せつけなかった孤高の狼がスピード婚だなんて、なにか裏がありそう」

　おそらく中年の女性ふたりが、棘のある口調で奏飛さんについて話している。私にも関係ある話なので中に入っていけず、その場に立ち尽くす。

「黒凪家の財産って、アッパーにならないと取り分がかなり減るって話でしょう。それが目的なんじゃないの」

「だからって、あんな田舎臭い子と結婚する？　いい家柄でもない超庶民みたいだし、納得いかないわ。うちの娘だって、何回もお見合いしてやっと名家に嫁いだっていうのに」

　ものすごく不満そうにしているので、私はめちゃくちゃ気まずくなって頭を抱えた。やっぱりよく思わない人もいるよね……。

　このまま盗み聞きしていてもいいことはないだろうし、一旦会場に戻って出直そうとしたその時。

「まあ、いいんじゃない？　いくら足あ掻がいたっていずれ会長の座に就くのは、きっと瑛司さんだもの」

「そうよねぇ。だって、生粋の黒凪家の長男は彼なんだし」

　彼女たちの口から不可解な内容が飛び出し、私は眉をひそめる。

〝生粋の黒凪家の長男〟って？　それが瑛司さんってどういう意味？

　理解できなくて固まっていると、彼女たちが動き出す気配を感じた。慌ててトイレを出てすぐの死角になる場所に隠れ、静かにじっとする。

　出てきたふたりは、先ほど挨拶した時は愛想よくしていた財閥一族の奥様方だ。彼女たちは私に気づかず話し続ける。

「黒凪不動産の社長だって、本当は相応しくないと思わない？　会長の愛人の子だっていうのに」

　――愛人の子？

　衝撃的なひと言が耳に飛び込んできて、心臓がドクンと音を立てた。

「きっとお情けで与えられた地位なのよ。さすがに次期会長の座は瑛司さんに渡すでしょう」

「気の毒なこと」

　ふたりは嘲るように笑いながら通り過ぎていく。なんとかやり過ごせたものの、私は身をひそめた格好のまま動けない。

　その時、私のすぐそばに人が現れたので、驚いてひゅっと息を呑んだ。同時に肩をすくめ、ダークグレーのストライプスーツを着こなした長身の男性を見上げる。

「淑女とはほど遠い下品な奥様方ですね。こちらまで聞こえてきましたよ」

「瑛司さん……！」

　去っていった女性たちに軽蔑するような視線を突き刺しているのは、今の話にも名前が出ていた瑛司さんだった。

　きっと彼もお手洗いに行っていたのだろう。これはこれで気まずい状況で、なんと言おうか頭を悩ませたのもつかの間、彼が眼鏡を押し上げながら口を開く。

「出生について明かしましたか？　兄さんは」

　瑛司さんから切り出してくれた。私は「いいえ」と首を横に振り、聞いていいものだろうかと若干迷いながらも尋ねてみる。

「愛人の子って……奏飛さんが？」

「正確には愛人ではないかもしれません。母と結婚する少し前に、父と親しかった女性が密かに兄さんを産んでいたそうです」

　そうだったんだ……まさかお義母様とは血が繋がっていなかったなんて。彼が家族の前で冷たい空気を漂わせるのは、そのせいだったのだろうか。

　瑛司さんは窓のほうへゆっくり足を進めるので、私もそちらに歩み寄る。

「私が小学三年生になる時に、兄さんは黒凪家に来ました。母親の女性が亡くなり、父が引き取ると決めたんです。とても貧相な格好で、痩せ細っていて、貧しい生活をしていたのは明らかでした」

　まばゆい夜景を見下ろして話す彼は淡々としているけれど、こちらは聞いているだけで胸が痛くなる。奏飛さんがそんな幼少期を過ごしていたとは、想像もしなかった。

　この前、佛さんが『昔から一番気にかけていた』とか、『彼の境遇を思えば仕方ない』と言っていたのもこういう理由だったのだろう。

「うちに来てからの兄さんは品位と知識を身につけて、財閥一族の名に恥じない男にみるみる成長していきました。ですが、今みたいに出生のことで陰口を叩かれるのは日常茶飯事だと思います。そういった環境のせいか、彼は周りと極力関わろうとしないんですよ」

　クールな瑛司さんの表情にも、わずかに影が落ちているように見えた。

　奏飛さんがどれだけ努力をしたかは想像にたやすい。周りから忌避されるつらさも、私にはよくわかる。そしてきっと、彼も私と会って同じように感じただろう。

「奏飛さんが私を選んだのは、自分と同じく恵まれない境遇だったからなのかもしれません。だから私が欲しい言葉を与えて、優しくしてくれるんですね……」

　ずっと不思議だった。どうして会ったばかりの私を気にかけて、ここまで大切にしてくれるのか。

　でも、彼の生い立ちを聞けば納得できる。私はただ、同情されていただけだったのだと。

　理由がわかって、心が重く沈んでいく。

「あの奥様方のような輩やからを見返そうと、兄さんは父の座を自分のものにしようとしているんでしょう。そのために、あなたは利用されているだけなんです」

　いつの間にか視線を落としていた私に、瑛司さんの容赦ない声が突き刺さる。

「兄さんは、私たち兄弟にも心を許しているとは思えません。きっとあなたのことも愛さない。それでも、彼の妻でい続けられますか？」

　再び覚悟を試されているような問いかけに、私はすぐに答えられなかった。『あなたのことも愛さない』というひと言が、想像以上に胸を抉えぐる。

　答えを出せないうちに、瑛司さんはおもむろに会場へと足を踏み出し、私も少し経ってからようやくお手洗いに向かって歩き出した。頭の中では、瑛司さんや歩さんの言葉がぐるぐると回っている。

　思えば、奏飛さんは私にも心を開いているわけではないだろう。大切にされているのは伝わってくるけれど、彼は暗い地中に隠れた根っこのような部分を見せてくれていない。

　階級を上げるための結婚だと割り切っていたはずだったのに、やっぱり夫婦の間に愛情がないのは寂しいと思う。それは覚悟できていないということになるんだろうか。

　用を足して浮かない気分で会場へ戻ると、奏飛さんは参加者の男性と話をしているところだった。仕事の話をしているなら邪魔しちゃいけないよね、と遠目で見ていた時、ふと視線を感じて振り向く。

　そこにいたのは、先ほどお手洗いで話していたひとりの中年女性。三大財閥のひとつ、『藤ふじ堂どう不ふ動どう産さん』社長のご婦人だったので、一気に警戒心が高まる。

　彼女は「黒凪さん」と私を呼び、こちらへ近づいてきた。綺麗だが少々きつめの顔立ちの彼女は、どこか胡散臭い笑みを浮かべて私を見下ろす。

「一度あなたとお話してみたかったの。お互い不動産会社社長の妻としてよろしくね」

「はい、よろしくお願いいたします」

　内心なにか裏がありそうだと勘繰りつつも、表面上は愛想よく返した。

　しばし世間話をしてから、彼女は意味深に口角を上げて話を変える。

「そうそう、代だい官かん山やまエリア再開発の件、あなたはどうお考えかしら？　参考までに意見を聞かせてほしいわ」

「再開発……？」

　おそらく奏飛さんの仕事についてなのだろうが、それ以外はなんのことやらわからず、小首をかしげる。

　その瞬間、冷笑を湛える藤堂さんの瞳が悪意を含んだものに変わった。

「あら、まさかご主人の仕事内容を把握していらっしゃらないのかしら？　社長夫人たるもの、働く旦那を陰から支えるのが常識ですのに」

　ねっとりとした嫌みっぽい声が纏まとわりつく。しかし、この挑発に乗ってはいけないとぐっと堪え、なるべく穏和に下手に出る。

「すみません、至らないことばかりで」

「ああ、謝る必要はないのよ。まだ嫁いだばかりだものねぇ」

　気遣う言葉が聞こえてきたのもつかの間、彼女は私を蔑むように見下す。

「でも、あなたのような人がどうして娶めとられたのかは疑問だわ。奏飛さんもお父様と一緒で、捨てても構わないような女性に惹かれるのかしら」

　聞き捨てならない発言に、いよいよ私の表情が強張る。

「なにを、言ってるんですか……？」

「奏飛さんも災難ね、ってことよ。愛人にしかなれなかったお母様のもとで育ったから、こんな結婚をしてしまったのね」

　明らかな雑言に、私の中でストッパーとなっていた糸がぷつりと切れる。

　そしてすぐに察した。この人は私たちの階級が上がるのも、私自身のことも気に食わなくて攻撃する機会を窺っていたのだろうと。

　先ほどから言いたい放題の彼女に黙っていられず、ぐっと手を握って向き直る。

「お言葉ですが、主人を侮辱するのはおやめください」

「事実を言っただけじゃない」

　ふっと鼻で笑った藤堂さんは腕を組み、挑発的な目をした顔を私に近づけてくる。

「忠告しておくわ。家柄や出生は関係ないなんて決められているけど、アッパー層の人たちはまったく歓迎していないってこと。あなたたちのような異端者が上の階級にくるのは目障りなの。このブローチも、あなたには不釣り合いよ」

　彼女は冷たく言い、私のブローチを指で軽く弾いた。対する彼女の胸には、ダイヤモンドが輝くアッパーの証が存在を放っている。

　こうやって私を貶おとしめれば奏飛さんとうまくいかなくなって、結果降格させられるとでも思っているのだろうか。どうやら立ち向かわなければならない時が来たらしい。

　ひとつ息を吸って気を落ち着かせ、藤堂さんを正面から見据えてにこりと微笑む。

「ご忠告ありがとうございます。ですが、私たちの階級は財閥家の決まりに則って正式に与えられたものですので、相応しいかどうかはその時に判断されているはずです」

　なるべく棘のない口調で、かつはっきりと物申した。

　藤堂さんから笑みが消え、一瞬怯んだ様子を見せた。しかし、彼女も当然このまま引き下がるわけがなく、嘲るように片方の口角を上げる。

「やぁね、負け惜しみかしら。もっともらしいことを言っているけど、逆に見苦しいわよ」

「私たちの名誉を守っているだけです。〝上流は下流を蔑んだり見下したりせず、敬意を持って接する。下流は上流の前でも自らを卑下したり、卑屈な態度を取ったりしない〟……と、義母から教えられましたので」

　私も嫌みを込めてしまったが、勉強会の時にお義母様に指南されたのは本当だ。それぞれの立場を認め合って生きていくのが階級社会なのだと。

　藤堂さんの余裕の表情が、みるみる不満げに変わる。いら立ちが伝わってくる様子で数秒考えを巡らせた彼女は、なにかを思いついたらしく無表情で口を開く。

「相応しいのであれば、あなたもこのルビーに恥じない嗜みができるんでしょうね？　あのピアノを弾いてくださる？」

「えっ」

　会場の隅に置かれたグランドピアノを指差され、ギョッとした私は思わずまぬけな声を漏らした。

　そ、そうきたか！　ピアノなんて〝ねこふんじゃった〟くらいしか弾けないんですけど……！

　内心どぎまぎしながら、パーティーに参加すると決まった時にお義母様に言われたことを思い出す。

『上位中流階級の人間だというのを肝に銘じて、品位のある行動をするように。くれぐれも、黒凪家に泥を塗らないでちょうだいね』

　ここで正直に断るか、〝ねこふんじゃった〟を披露するか、どちらが泥を塗らないかといったら確実に前者だろう。

　なにを言われても仕方ないと覚悟してお断りしようとした時、藤堂さんは一緒にお手洗いにいたもうひとりの女性に声をかける。

「ねえ、奏飛さんの奥様にピアノを弾いてもらいましょうよ」

「あ～いいわね！　アッパー・ミドルになるくらい教養のある方なら、弾けて当然ですもの」

「あの、私は……！」

　こちらの言い分も聞かず、藤堂さんはピアノのほうに向かって私の背中を押す。きっと私の反応を見て弾けないと確信したのだろう。恥をかかせるにはもってこいだ。

　ここで抵抗すると余計に注目が集まると思い、私は誘導されるがまま椅子に座らされてしまった。

「さあ、どうぞ。あなたとご主人の名誉のために」

　両肩に手を置かれ、耳元で悪魔のように囁かれた。

　白黒の鍵盤を見下ろすも、そこに手を乗せる自信がない。さすがに無理だ。やっぱりピアノは弾けないと認めるべきだろう。

　冷や汗が滲むのを感じながら口を開きかけたその時、誰かの腕が私とピアノの間に割り込んできた。驚いて振り仰ぐと、長めの前髪が垂れる綺麗な顔があり、私は目を見開く。

「奏飛さ――」

　名前を呼ぶ間もなく、彼の長い指が迷いなく鍵盤に下ろされる。

　力強い和音を鳴らされた瞬間、私は咄嗟に邪魔になると思い椅子から立ち上がった。奏飛さんは立ったまま、激しい音を奏で始める。

　冒頭からいきなり暴れるように動く左手からは、低音の嵐が繰り出される。その速さと、ひとつひとつの音がしっかり際立つ演奏に息を呑んだ。

　激情を表すようなこのメロディーは、曲名は知らなくてもおそらく誰もが一度は耳にしたことがあるだろう。

　美しいのに、まるで怒りを叩きつけているみたいな怒涛の旋律。これは奏飛さんの気持ちの表れ？

　プロ並みの演奏が目の前で繰り広げられ、瞬きすら忘れる。私も藤堂さんも、会場にいるすべての人が呆気に取られていた。

　あっという間に演奏が終わり、しんと静まり返った会場にピアノの余韻が残る。誰をも唸らせる腕前を披露した奏飛さんは、呆然とする藤堂さんのほうを振り返った。

「これでご満足いただけましたか？」

　ナイフさながらに鋭い視線を突きつけられた藤堂さんは、さすがにまずいと思ったのか顔が若干青ざめている。

「藤堂さん、なぜ私の妻にピアノを弾かせようと？　彼女が自ら弾くと言ったとは思えませんので」

　怒りを滲ませる奏飛さんのひと言で屈する気はなくなったのか、藤堂さんはその顔に意地の悪い笑みを作る。

「あら、弾けないのかしら？　ごめんなさいね。でもアッパー・ミドルの人間として当然の嗜みができないなんて、上位中流階級の名に恥じるんじゃありません？」

　負けじと嫌みを返す彼女だが、奏飛さんはまったく動じない。

「そうやってご自分の考えを人に押しつける癖は、やめたほうが賢明ですよ」

「なっ……！」

　毛を逆立てる猫のように怒りを露わにする藤堂さんを、奏飛さんは冷ややかに見据え、「この機会なので言っておきますが」と前置きする。

「代官山エリア再開発事業の件、あなたは藤堂不動産が入札するようにあちこちで根回ししていたようですが、あちらのプロジェクトは私たち黒凪不動産が遂行することに決まりました」

「っ、なんですって!?」

　先ほど耳にしたばかりの再開発の話をすると、藤堂さんは悲鳴にも似た声をあげた。

　なんとなくだけれどわかった気がする。藤堂さんは、ご主人の会社に再開発の指揮を取ってもらいたかったのか。そして必死な様子を見るからに、その事業はかなり大きな案件なのだろう。

「藤堂があの競争に負けるはずがないわ！　私たちのほうが相応しいんだから」

「いいえ、あなたは勘違いしていらっしゃる」

　彼女の意見に、奏飛さんは間髪を容れずにぴしゃりと言い放つ。

「ご主人は以前から、この再開発計画は権利者と自分たちとの構想にズレがあると感じていたようです。私たちのほうが適任だと、納得して任せてくださったのですよ」

「そ、そんな……」

　真相を聞いた藤堂さんは、ひどく落胆した様子でよろけそうになっている。奏飛さんはそんな彼女にも容赦なく、静かに怒りを滾たぎらせて一歩ずつ近づく。

「知識がないにもかかわらず我々のビジネスに首を突っ込み、ご自分の意見を通そうとするのは愚かだ。ピアノの件に関しても同じこと。人の気持ちも考えず屈辱を与えようとするなど、上流階級の名に恥じるのはあなたのほうだ」

　怯えたように身を縮める彼女に、軽蔑するような視線とトドメのひと言を刺す。

「妻を傷つけたら、私があなたに降格のほうがマシだと思うような罰を与える。それをお忘れなく」

　恐怖すら覚える彼の迫力に藤堂さんは青ざめ、もうなにも反論しなかった。

　奏飛さんは本当に手加減しない人だ。皆が冷たい人だと言うのがわかった気がする。でも、今のは全部私のため。それは正直嬉しいと感じてしまった。

　彼は呆気に取られたままの私に手を差し出す。

「帰ろう、深春」

「は、はい……っ」

　慌てて手を重ね、絶句している藤堂さんにぺこりと頭を下げて歩き出した。奏飛さんはこちらを見ていたお義父様たちに歩み寄り、「俺たちは先に失礼します」とだけ告げて会場を出ていく。

　迎えの車に乗ってふたりになると、どっと疲れが押し寄せて大きく息を吐き出した。そして、見事な演奏で助けてくれた彼にお礼を言う。

「奏飛さん、ありがとうございました。でも……迷惑をかけてごめんなさい」

「いや、深春のせいじゃない。俺も早くに気づいてやれなくて悪かった」

　彼はいまだに強張った表情で謝るので、私は首を横に振った。

「ピアノ、本当にすごかったです。藤堂さんの悪口とか嫌みとか、全部どこかに吹っ飛ぶくらい感激しました」

　ちょっぴり茶化しつつも興奮気味に感想を伝えると、奏飛さんは私を一瞥し、わずかに眉を下げて微笑んだ。

　しかしそれは一瞬で、すぐにシリアスな面持ちに戻る。

「藤堂さんにあれこれ言われたんだな。昔から気に入らない人に対してはああやって攻撃してくるんだ。気にするなよ」

「はい。でも、普通にイラッとして言い返しちゃいました。自分はともかく、奏飛さんのことを悪く言われるの、すごく嫌だったから」

　先ほどの陰口を思い出すと腹が立つばかりで、無意識にぐっと手のひらを握る。

「……聞いたか？　俺の昔の話」

　問いかけられ、私は正直にこくりと頷いた。奏飛さんはやや申し訳なさそうにまつ毛を伏せる。

「悪い。隠していたわけじゃないんだが、自分のことを話すのは苦手で」

「いいんですよ。言葉にするのは自分で再確認することにもなるから、きっとつらいですよね」

　いつもの力強さが感じられない、どこか儚げな瞳がこちらに向けられる。私は「話せる時が来るまで、いつまでも待ちます」と言い、微笑みかけた。

　きっとその時が、奏飛さんが私に心を許せるようになる最初の瞬間だと思うから。




　自宅に到着したのは午後九時頃で、沢木さんはとっくに帰っているため室内には誰もいない。

　とりあえずリビングに入って奏飛さんはジャケットを脱ぎ、ネクタイを緩めながらソファに座る。そして「こっちにおいで」と私を呼んだ。

　バッグを置いて言われた通り隣に座ると、彼はゆっくり口を開く。

「……産みの母親にとって、俺の存在は迷惑そうだった」

　ぽつりとこぼれた第一声はなかなかに重いものだったけれど、本当のお母様について話し出す奏飛さんに私は目を見張った。

「直接ひどいことを言われたわけじゃない。でも頼れる人もいないし金はかかるし、自分の好きなこともできないってよく嘆いていて、〝お前がいるせいだ〟って言われている気がした」

　子供ながらに責任を感じていたのだと思うと、やりきれないし胸が痛い。

　無表情で淡々と語る彼は、心が干上がっていてもなにも感じなくなっているように見えて、私は耳を傾けながら唇を結ぶ。

「その母親が病気で亡くなって、引き取られた家は異常なほど金持ちで。ひもじい思いはしなくなったけど、俺が思う〝温かい家族〟ってやつとはまた違っていた。片親だった時も、引き取られてからも周りはうるさいし、どこへ行っても同じだと思った」

　彼の言葉に既視感を覚えるのは、以前私も言ったからだ。『鮫島家にいようが黒凪家に行こうが、私の意思は関係ないんですよね。どこへ行っても同じ』って。

　奏飛さんも周りから悪態をつかれて、家族の愛に飢えていたんだ。なにもかも違うと思っていた私たちが、まさか似た者同士だったなんて。

　ずっと変わらなかった彼の表情が、伏し目がちになってやや憂いを帯びていく。

「深春を手に入れたかったのは、自分と似たものを感じたからでもあるんだろうな。一緒にいられるんじゃないかって思った人は初めてだったんだ」

　誰にも興味がなかった彼が、こんな私を選んでくれた。愛はないとしても、それはたぶん奇跡みたいなこと。

　胸の奥から込み上げてくるものを感じ、私は大胆にも奏飛さんの身体に手を回していた。彼の顔は見えないけれど、戸惑っているのが伝わってくる。

「深春？」

「……なんとなく、抱きしめたくなって」

　これは同情？　愛情？　わからないけれど、ただこの人の一番近くに寄り添っていたい。私も、こんな感情になるのは初めてだ。

「同じなんかじゃないですよ。私がいるでしょう」

　プロポーズされた時、言われて嬉しかった言葉を私も返した。

　奏飛さんもそれがわかったのだろう。私をしっかりと抱きしめ、優しく髪を撫でる。

「……そうだな。俺たちはもう孤独じゃない」

　温かさを取り戻した声で呟いた彼は、少し身体を離して私と目線を合わせた。その瞳は切ない色をしつつも、奥のほうに熱が宿っているように感じる。

「君と、家族を作りたい」

　階級も、家の決まりも関係なく、純粋にそう望んでくれている気がして嬉しさが込み上げる。

　私も眉を下げたまま微笑んで頷き、どちらからともなく唇を寄せ合った。

　最初からお互いを求め合う情熱的なキスを交わし、奏飛さんはたまらなくなったように私を抱きかかえた。寝室のベッドに座らせると、彼はやや荒っぽくネクタイを外し、私の頬に手を添えて問いかける。

「抱いていいか？」

「はい。もう怖くはありません」

　ちゃんと目を見つめて答えた。今は、もっと触れ合いたいと本能的に感じている。

　こちらの気持ちを確認した奏飛さんは、私の首元のホックを外してファスナーに手をかけた。それが下ろされ、下着姿を恥ずかしがる間もなく彼の唇が胸元に吸いつく。

　自分の肌はこんなに薄かったのかと思うくらい敏感になっていて、少し触れられただけで甘い刺激が走る。下着も取り払われて直に弄られる感覚は凄まじく、思わず声をあげて背中をのけ反らせた。

　そのままベッドに倒れ込み、愛撫はさらに際どい場所へと進む。奏飛さんの表情も仕草もいつも以上にエロティックで、ドキドキしすぎて心臓が持ちそうにない。

　胸だけでもどうにかなりそうなのに、ショーツの隙間から指を忍ばせられたら意識が吹っ飛びそうになる。いやらしい水音が響いて、濡れるってこういうことなんだと初めて実感した。

　彼はわざと音を立てるように指を動かし、いたずらな質問をしてくる。

「これまで、俺にキスされてる時もこんなに濡らしてたのか？」

「わ、わかんな……っ、けど、たぶん」

　頭が働かず、口元を手の甲で隠して正直に答えると、彼はふっと頬を緩めた。

「深春はいつも、素直で可愛い」

　笑みと同じく自然に口からこぼれたような甘いひと言に、胸も子宮もきゅっと締まる感覚を覚える。奏飛さんに甘やかされるの、すごく好きだ。

　すっかり湿ったショーツを足から抜き取られ、奏飛さんも服を脱ぎ捨てる。適度に筋肉がついた彼の身体が露わになり、セクシーすぎて直視できない。

　指や舌で翻弄された後「挿いれるよ」と前置きされ、十分に慣らされたそこに彼の熱い一部が入ってきた。濡れてはいてもなかなか窮屈で、それなりに痛みもあるので顔に出ていたのだろう。奏飛さんが私の頭を撫でて優しく声をかける。

「痛いよな。無理しなくていい」

「んっ……大、丈夫です。ひとつになりたいから」

　心から望んで言うと、彼はなにかを堪えるような顔をして私を優しく抱きしめた。

　奏飛さんが常に気遣ってくれるおかげで、ゆっくり時間をかけてなんとか迎え入れられた。その後も、彼は私が痛みに慣れるまで動かずにいてくれる。

「深春の中、熱くて溶けそうだ」

「うん……いいんですよ、奏飛さんの好きにして」

「っ……そんな風に言われると余裕なくなるだろ」

　彼は困ったような色っぽい表情を見せて、少しずつ動き始める。

　奥深くを何度も押し広げられるのは、びりびりとしてやっぱり少しきつい。でもまったく嫌じゃなく、むしろ喜びを感じる。身体を繋げるのが、こんなに幸せな行為だったなんて。

「あぁ、ん……っ、うれ、しい」

「俺も」

　私の上で汗を滲ませ、目が合うとわずかに微笑む彼を見ると、胸が何度も締めつけられる。こうやってずっとくっついていたい。その目に私だけを映していてほしい。

　――ああ、この感覚が〝愛しい〟というものなんだ。切なくなるのも、家族を作りたいのも、奏飛さんへの愛があるからだと、今はっきりわかった。

「奏飛さん……離れ、ないで」

　彼の首にしがみついて懇願すると、一瞬驚いたように目を見張った彼は指と指を絡める。

「深春こそ。どこへも行くなよ」

　誓い合うように口づけを交わし、潤む瞳を閉じた。

　たとえ彼からの愛がもらえなかったとしても、私はこの手を絶対に離さない。










５．クールな旦那様は無自覚に嫉妬する




　八月も中旬を過ぎた昨日、香苗さんから電話があった。《旅行のお土産を渡したいからお家に持っていってもいい？》と、いつもの朗らかさで。

　お盆休みは私たちも旅行をした。香苗さんたちは海外へ行ったようだけれど、私は国内すら旅したことがほとんどないので、沖縄で二泊することにしたのだ。

　透き通った青い海や白い砂浜はもちろん、真っ赤なハイビスカスも、至るところにいるシーサーも。なにもかもが初めて見る景色で感動しっぱなしだった。

　素敵な場所は国内にまだまだたくさんある。私はそれを知らずに生きてきたのだと思うと、なんてもったいなかったんだろうと少し悔しくなる。

　全部、奏飛さんと出会わなければ知らないままだった。心が洗われるような美しい景色があることや、飛行機に乗って空を飛ぶ感覚。ひとりじゃない安心感も、涙が出そうになるほど人を愛することも。

　奏飛さんが好きだと自覚してから、毎日見る風景がワントーン明るくなったような気がする。心臓も活発に動いているし、視線はいつも彼を追っている。

　気持ちひとつでこんなにも世界は変わるんだ。いや、変わったのは世界じゃなくて、私自身なのか。

　昨日約束した通りにやってきた香苗さんとリビングで旅行の話をしながら、私は頭の片隅でそんな風にしみじみ思っていた。

　香苗さんが旅行のお土産とは別に買ってきてくれた、一ピース三千円もする高級ケーキをいただくのはかなり気が引けたが、〝黒凪家妻の会〟はとても楽しい。

　これまでも時々会うと話はしていたものの、こうやってゆっくりお茶をする機会はなかった。彼女は本当に癒し系で優しいので、ひたすら安心して過ごせている。

「今度、深春さんも乗馬体験するのよね？　ずっと肩身が狭かったから、女の子が一緒で嬉しい」

　香苗さんはふわりと微笑み、沢木さんが淹れてくれた紅茶を口に運ぶ。

　そう、今月末には上流階級の嗜みのひとつとして乗馬を習うことになっている。まさに英国の貴族といった感じだが、私は約一カ月前まで畑で汗を流していた女だ。さすがにハードルが高すぎる。

「乗馬なんて初めてなんで、不安しかありません……」

「私も全然やったことなかったけど、なんとかなったから大丈夫。コツを掴めば恐怖心もなくなっていくし、慣れると気持ちいいわよ」

　どんよりする私を、香苗さんは明るく励ましてくれた。

　そうだよね、何事もやってみないと。基本動物は好きだし、馬とも仲よくなれるはず！

　……と、前向きに考えておこう。

「なんとか頑張ります。妻に習わせるくらいだから、もちろん黒凪家の三兄弟もできるんですよね？」

「ええ。皆カッコいいわよ～。学生時代は競技会に出た経験もあるらしいから、正装をしたらさらに絵になると思う。まさに白馬に乗った王子様ね」

　正装というと、ジャケットを着てスリムなパンツと革のロングブーツを合わせたスタイルか。奏飛さんがその格好で颯爽と馬を走らせていたら……あまりのカッコよさに失神するかも。

　香苗さんもきっと瑛司さんの姿を想像しているのだろう。お互いにうっとりしてため息を漏らした。

「すごいなぁ。ピアノも乗馬もできるなんて……本当に貴族って感じですね」

　感心しきりの私に、香苗さんは思い出したように「ピアノと言えば」と切り出す。

「この間のパーティー、ふたりが帰った後、藤堂さんは旦那さんにも怒られて抜け殻みたいになっちゃってたのよ。自業自得だけどね。藤堂さんたちが陰口を叩いてたって瑛司さんから聞いたから、なんとなくいきさつはわかってる」

　彼女は残りのショートケーキにフォークを刺し、呆れ交じりの苦笑を浮かべた。

　私も例の一件を思い出し、やや前のめりになって言う。

「それなんですけど、私がケンカを買ってしまったこと、きっとお義母様たちの耳にも入ってますよね？」

「まあ、注目されてたしね……」

　苦笑いする香苗さんの様子からして、やっぱり私の失態は知られているだろう。あれ以降ご両親とはしっかり会えていないので、次回会った時は怒られる覚悟をしておいたほうがよさそうだ。

　私はがくりとうなだれる。

「はぁ……今度の食事会が怖い」

「深春さんは、たぶんご両親に気に入られてるから大丈夫よ」

「どこがですか!?」

　つい食い気味に返すと、香苗さんはクスクス笑って「なんとなくね」と言った。申し訳ないけれど、説得力ないですよ……。

　彼女はフォークを置き、どことなく覇気のない表情になってまつ毛を伏せる。

「私はダメ。気を遣いすぎていつも言われた通りのことしかできないし、いまだにお義母様たちと打ち解けられていないもの」

　意外なひと言に、私はキョトンとして問いかける。

「言われた通りにするのが正解なんじゃないんですか？」

「型に嵌まるだけがいいとは限らないわ。私は早く、次の結果を出さないと……」

　最後のほうはひとり言のように呟いて、彼女は表情に影を落とした。〝次の結果〟というのはどういう意味なのだろう。

　なんだか元気がなくなっていくので少し心配になって見ていると、彼女はふいに顔を上げた。

「ねえ、深春さんたちは子作りしてる？」

「へ!?　っ、ごほごほっ」

　唐突で赤裸々な質問に驚いて咳き込む私。そこへ紅茶を注ぎにやってきた沢木さんが、いつものポーカーフェイスで口を開く。

「毎晩精を出しておられます」

「沢木さんっ!!」

　余計恥ずかしくなるからそんな風に答えないでー！　確かに、あれ以来タイミングが合えば抱き合うようになったし、それをざっくり沢木さんに話してはいたけども！

　赤面しながら彼女の口を押さえる私。香苗さんは一瞬目を見張った後、ゆっくり目線を下げていく。

「そう……そうなのね。仲よくやっているみたいでよかった」

　言葉とは裏腹に、彼女はなんだかショックを受けたような、深刻そうな顔をしている。とても気になったものの、それからは子作りの話題を避けるかのごとく話を逸らされ聞けずじまいだった。

　様子がおかしかったのはその時だけで、ケーキを食べ終えてしばらくしてから笑顔で帰っていった。

　沢木さんと一緒にエントランスで彼女を見送った後、家の中に戻りながらなにげなく呟く。

「香苗さん、一瞬元気がなくなっちゃった気がしたけど、どうしたんだろう」

「子作りの関係でなにか悩んでおられるのかもしれませんね。跡継ぎ問題はシビアですから」

　どうやら沢木さんも香苗さんの異常を感じ取っていたらしい。子作りの話題を出したのも向こうからだし、確かになにか胸に秘めているものがあるのかも。

「瑛司様も会長の座を狙っていらっしゃると、各方面から噂を聞いています。奏飛様がご結婚されたとなればうかうかしていられませんから、香苗様がプレッシャーを感じていてもおかしくありませんよ」

　沢木さんの話を聞いて、パーティーでの一件を思い出す。藤堂さんたちが、『次期会長の座は瑛司さんに渡すでしょう』と言っていたっけ。

　お義父様がどう考えているかはわからないが、確か以前の勉強会で先にアッパーになったほうが優遇されると聞いた。

　瑛司さんが私を歓迎していないのもひしひしと伝わってくるけれど、それは私たちが先に子供を授かったら自分の昇格に支障が出るからなのだろうか。

「なんか……やっぱり嫌だね。階級を上げるために跡継ぎの子が必要だって承知して結婚したとはいえ、こんな風に考えちゃうのは。好きな人との子供を授かれたら、それだけで幸せなのに」

　奏飛さんの過去を知って、彼に恋してから、子供を作ることに対しての意識が少し変わってきた。もう階級を上げるための手段のようには思いたくない。

「……深春様も香苗様も、本来は悩む必要はないのですよ。いつどんな子を授かるかは、誰にも決められないのですから」

　眉を下げる私に、沢木さんは落ち着いた調子で声をかける。

「深春様はそのままでいいと思います。奏飛様を愛しているから子供を授かりたいという、その気持ちを大事にしていかれれば」

　彼女は穏やかな表情でこちらに目を向け、私の心を軽くする言葉をくれた。

　考えが大人びていて、毒舌を吐くだけでなく実は温かい心も持っている彼女も、私が好きな人のひとりだ。

「そうだね。いつもありがとう、沢木さん」

　微笑んでお礼を言うと、彼女はふいっと前を向いてさっさと歩いていく。

「奏飛様との営みのために、念を入れてローションや大人のおもちゃをご用意しておいたことにも感謝していただきたいです」

「用意してたの!?　ていうか、いらないってば！」

　どぎまぎしながらツッコむと、沢木さんはちょっぴり楽しそうにしていた。きっとこれは、クールな彼女の照れ隠しなのだろう。




　その日の晩も、私はベッドで奏飛さんに組み敷かれていた。

　熱く滾った彼のそれは、なんの抵抗もなくすんなり侵入してくる。そのたび私は甘い快感と、彼への愛しさでいっぱいになる。

　奏飛さんが気持ちよさそうな吐息を漏らし、官能的な笑みを浮かべるのもセクシーでたまらない。

「君の中、もうすっかり俺の形になってる。嬉しいよ」

「は、恥ずかしいんですが」

　顔を覆いたくなるも、腰を振られるとあっさりなにも考えられなくなっていく。

　奏飛さんは私が恥ずかしがるのを楽しむ節があり、少々Ｓっ気を感じる笑みを浮かべて言う。

「深春は繋がったままここを弄られるの、好きだよな」

　上体を屈める彼に胸の蕾を口に含まれた瞬間、強い刺激が走って悲鳴にも似た声をあげた。

　彼はどうすれば私の身体が悦ぶのかをすでに熟知しているらしい。腰を動かしながら丁寧に胸を舐められ、頭の中が白くなっていく。

「あ、ダメ、もぅ……んんッ！」

　ひと際大きな快感の波が訪れて、ビクンと身体が痙攣した。あっという間にこんな感覚まで教えられるなんて、奏飛さんがすごいのか、私たちの相性がいいのか。

　私がきゅうきゅうと締めつけるせいで、少し苦しげな顔をする奏飛さんもものすごく色っぽい。

　脱力して乱れた呼吸を整えながらとろんとした瞳で彼を見ていると、その顔にとろけるような笑みが生まれる。

「どんどん淫らになってく深春、すごく可愛い。誰にも見せたくない」

　この甘い言葉は行為を盛り上げるスパイスでしかないかもしれないのに、まんまとキュンとしてしまう。私にとっては、抱き合うのはただ子供を作るためではないから。

　その時、ふと昼間の出来事を思い出す。

　この家で跡取りを残せなかったらお役御免になってしまうかもしれない。しかし、それは跡取りを残せた場合でも同じなんじゃないだろうか。愛がない上に女として身体も求められなくなったら、夫婦生活はとても虚しいものになる気がする。

「……奏飛さんは、妻が妊娠してその子を産んだら、もう夫婦生活は必要ないって思いますか？」

　一抹の不安を覚えて問いかけてみた。彼は一瞬キョトンとして、なにかを思い出したかのごとくひとりごつ。

「そうか……これは子供を作るのが目的のセックスだったな」

「え？」

　発言の意味がよくわからず小首をかしげると、奏飛さんは上体を屈めて私の頭を包み込むように撫でる。

「子作りのためだって、つい忘れてしまっていた。深春とこうしていると、ただ満たされるから」

　穏やかに微笑む彼のその言葉は、温かくじんわりと胸に広がっていった。

　奏飛さんにとっても、私とのセックスは単なる生殖行動ではないんだ。心も豊かになっているのだとわかって嬉しくなる。

　ほっとして表情をほころばせると、先ほどの問いの答えが返ってくる。

「子供ができた後も、こうやって抱き合いたいよ。君が嫌でなければね」

「嫌なんかじゃ……！」

　つい即答してしまい口をつぐむも、彼はクスクスと笑って軽くキスをした。その瞳に、再び欲情の色が滲む。

「なら、遠慮はしない。いつまでも求めさせて」

　魅惑的に告げると同時に繋がったままの彼が動き出し、私はたちまち快楽に呑み込まれていく。

　今も十分幸せだ。でもやっぱり、ここに彼の愛が加わってほしいと願わずにはいられない。

　欲張りになる自分がどんどん抑えられなくなっているのを懸念しつつも、まだまだ終わらない甘いひと時に身を委ねた。




　黒凪家には月に一度、日曜日に家族全員が集まって食事をする決まりがある。イギリスのサンデーローストにちなんだものらしいが、まだ黒凪家全員集合の空気に慣れていない私にとっては正直怖いランチ会である。

　香苗さんとお茶をした週の日曜に、その日がやってきた。『なにか気の利いた料理を作ってみなさい』とお義母様に命じられたので、家政婦さんに交ざってキッチンをお借りし、久々に腕を振るった。

　そのうちのひとつ、豪華な御膳の中で異彩を放つひと品を、ダイニングテーブルに揃った黒凪家の皆さんが見下ろしている。

　奏飛さん以外が眉をひそめる中、まず言葉を発したのはお義父様だ。

「深春さん……これは一体？」

「料理名は、しいて言えば〝ネバネバまぐろ〟ですかね」

　サイコロ状に切ったまぐろとアボカド、納豆、とろろ。これらを一緒に盛ってめんつゆで味付けしたものだ。

　いつもはオクラを使うところを、今日はアボカドに変えてまぐろまで入れてみた。黒凪家の方々にお出しするので贅沢仕様にしたのだが、本当はさらに金粉でも振りかけたいくらいだ。

　おそらく皆さんはこれらをごちゃ混ぜにした経験はないと思うので、私が実践してみる。

「こうやって混ぜてそのまま食べてもいいですし、ご飯に乗せると最高に美味しいんです！　食欲がなくなりがちな今の時期にぴったり――」

「人間の食べ物じゃないでしょうコレ!?」

　お義母様が堪えきれずにすっとんきょうな声をあげた。こういうリアクションをされるのはもちろん予想済みなので、私は動じず「ちゃんとした食べ物です」と答える。

　やっぱり皆さんにも庶民の料理を食べてもらいたくて、一品だけ冒険してみたのだ。もろきゅうよりはランクが高いと思うし、なにより栄養たっぷりだし。

　よく混ざった小鉢の中を見て、歩さんと瑛司さんもなんとも言えない顔をしている。

「見た目がなんか、逆に食欲を削がれるっていうか……」

「私たちにこれを出した勇気は認めましょう」

　手をつけようとしない弟さんたちに対し、奏飛さんは平然とご飯にネバネバを乗せて言う。

「なかなかうまいぞ。つべこべ言わず食べてみろ」

「うん、私も初めて食べたけど美味しい！」

　香苗さんもさっそく実食して、お気に召してくれたらしい。その反応を見て、瑛司さんたちも半信半疑な様子で箸を動かし始めた。

　お義母様も、ぶつぶつ言いながら口へ運ぶ。

「こんなごちゃ混ぜのものが美味しいわけ…………イケるわ」

　天然でギャグみたいなリアクションをするお義母様に、私は嬉しくなりながらも笑いを堪えるのに必死だった。

　他の方々の反応もまあまあでほっとしていると、お義父様が思い出したように言う。

「そういえば深春さん、この間のパーティーで藤堂さんとひと悶着あったんだってね。度胸があるというか、怖いもの知らずというか」

　いつものごとくとても穏やかな面持ちでそう切り出され、私はギクリとした。

　ああ、ついにこの話題が……。怒られる覚悟を決め、背筋を伸ばして正直に謝る。

「……はい。その節は申し訳――」

「よくやったわ」

「え？」

　お義母様の口から予想外のひと言が飛び出し、私は頭を下げかけたところでぴたっと動きを止めた。彼女の表情からはいら立ちが伝わってくるが、どうやら私に対してではないらしい。

「あの人、ずっと私たちを目の敵にして重箱の隅をつつくようなことを言ってきたのよ。奏飛には特にひどく当たっていたし、私も腹が立ってたの。最近まで超庶民だったあなたに言い返されたのは、結構な屈辱だったでしょうねぇ。いい気味」

「あ、そ、そうでしたか……！」

　ふふふ、と口元だけ笑みを浮かべる彼女も悪女に見える……なんて口が裂けても言えないが、意外にも許されたらしいので私は胸を撫で下ろした。

　とはいえ、奏飛さんが助けてくれなかったらこんなに穏便には済まなかったかもしれない。

「でも、あの場を収められたのは奏飛さんがいたおかげなので」

「だいぶ怒ってたよね、奏飛兄ちゃん。パーティーの場でいきなりショパンの〝革命〟を弾くって、結構異様だったよ」

　おかしそうに笑う歩さんは、しっかり曲名がわかっているようでさすがだ。確かに、あの時の奏飛さんの雰囲気はただならぬものがあった。

「〝革命〟っていうんですね、あの曲」

「正確には〝革命のエチュード〟だ。練習曲だから昔よく弾いたんだよ」

「あれが練習曲!?」

　さらっと言う奏飛さんを、私は信じられない！という目で見つめる。絶対難易度が高いのに、やすやすと弾いてしまう彼がカッコよすぎる。

　私のために怒ってくれたのも嬉しかったな、と改めて感じていると、お義父様がにこやかに言う。

「聞いてみたかったなぁ、深春さんのピアノも。〝ねこふんじゃった〟くらいは弾けるでしょう」

「ご冗談を……」

　ブラックジョークにしか思えなくて苦笑いする私に、お義母様がしれっと言う。

「いずれあなたにもピアノを学んでもらうつもりだったわよ。数々のコンクールで入賞経験のあるこの私が、みっちり教えてあげるから」

〝これはさすがに私を上回ることはできないでしょう〟と言いたげな自信に満ちた様子のお義母様に、私の口の端が引きつる。スパルタ教育がさらに増えそう……。

「入賞したといってもすべて小学生の頃で、難易度の低いピアノ愛好家部門らしいが」

「奏飛、余計なこと言わない」

　なにげにディスっている奏飛さんに、お義母様が仏頂面になって即座に反応する。やっぱり彼女は憎めなくて、つい笑いがこぼれた。




　食事会はわりと和やかに終わり、皆さんは思い思いに過ごし始める。お義父様と奏飛さん、瑛司さんは真剣に仕事の話をしていて、お義母様と香苗さんはダンスの話で盛り上がっている。

　この間のこともあって香苗さんの様子が気になっていたけれど、今日は至って普通なので安心した。

　一方、私はどの話題にもついていけないので、食器の片付けを手伝おうとしたものの、やはりここでも家政婦さんたちに断られてしまった。

　この時間をどう過ごそうかとちょっぴり困って廊下に出た時、どこからかピアノの音色が聞こえてくる。

「あれ、この曲……」

　しばし耳を澄ませてはっとした。これはレストランの外でよく聞いていた、穏やかで綺麗な曲だ。

　いてもたってもいられず、音のするほうへ足を進める。螺旋階段を上ると広いリビングがあり、そこから聞こえてくるようだ。

　扉のないその空間にひょいっと顔を覗かせると、一段高くなった場所にグランドピアノがある。そこに座って軽やかに指を滑らせているのは、なんと歩さんだった。

「お、びっくりした。どうしたの？」

　こちらに気づいて手を止めた彼に、私は興奮気味に近づく。

「この曲、銀座のレストランでよく生演奏をしていて。私、それを聞くのがすごく好きで癒されてたんです！」

　私の勢いにびっくりしたのか、歩さんは目をぱちくりさせた。数秒の間があった後、信じられないという顔をして身を乗り出す。

「えっ、深春ちゃんレストランに来てたんだ？　すごいね、運命的！」

　彼の反応を見て、あのピアニストは歩さんだったのか！と感動が込み上げる。まさか、こんなに近くにいたなんて。

「ほんと、すごい……！　私は中に入れなかったので、正確には外に漏れてきた音を聞いていただけなんですけど、まさか歩さんが弾いていたとは」

　両手を口元に当てて感激する私に、彼はクスッと笑って椅子に座り直す。

「これはシューマン＝リストの〝献呈〟っていう曲。もう一回弾く？」

「ぜひ！」

　ふたつ返事でお願いすると、歩さんは軽く頷き、姿勢を正して弾き始めた。

　あまり抑揚がなく落ち着いていて、ずっと夢の中にいるみたいな幸せな気持ちにさせてくれる曲。弾いている歩さんも終始柔らかな笑みを浮かべていて、とても心地よさそう。

　しかし、つい一カ月ほど前のことをぼんやりと思い返しながら聞いていた私は、今日はあの時とどことなく違う感覚を抱いた。

　レストランから漏れてきたものは、もう少し優しくて儚げな音色だった気がする。今奏でられているメロディーももちろん綺麗なのだけど、なんとなく違和感があるような……。間近で聞いているからかな。

　演奏が終わり、私は自然に笑顔になって拍手する。

「ありがとうございます！　やっぱり素敵ですね。今日はちょっと明るい感じがしました」

「あ、うん。レストランでは会話を邪魔しないように弾くんだけど、今は楽しい気分だから」

　なるほど、だから違って聞こえたのか。納得して頷いていると、歩さんはなにかを思いついたらしくしたり顔をする。

「そうだ、黒鍵だけを適当に弾くと曲っぽく聞こえるっていうの知ってる？」

「えっ、そうなんですか？」

「深春ちゃんも弾いてみなよ」

　おいでおいでと手招きする彼に、私は半信半疑で近づく。隣に座らせてもらい、言われた通りに黒の鍵盤だけを適当に弾いてみると、確かにそれっぽく聞こえて目を丸くした。

「本当だ！　すごい、楽しい！」

「でしょ。パーティーの時に知ってたらごまかせてたかもね」

「確かに」

　歩さんも楽しそうに笑い、少しだけ一緒に弾いてみた。お手軽にピアニストになってしまった気分。

　しばし遊んで満足すると、彼がふいにこちらを向いて言う。

「ねえ、そろそろ〝さん〟付けと敬語はやめない？　歳もたいして違わないんだし」

「や、でも……」

「気遣わなくていいよ。階級は僕のほうが下だしね。って、階級なんて気にしてないけど」

　あっけらかんとした彼と話していると、そんなに硬くならなくてもいいのかなという気がしてくる。私ももっと仲よくなれたら嬉しいし、ご両親の前やきちんとした場以外ではフランクに接してもいいだろうか。

　ちょっとだけ思案して、まず呼び方を変えてみようと口を開く。

「じゃあ……歩、くん」

「はーい」

　遠慮がちに呼ぶと、子供みたいに可愛く返事をするので笑ってしまった。こういうところに母性本能をくすぐられる女性はたくさんいるんだろうな。

　魅力を再確認していると、彼は意気揚々とある提案をする。

「ピアノが好きなら、今度クラシック聴きに行こうよ。上流階級の嗜みのひとつだから、いずれ母さんに連れていかれるだろうし」

「ああ、いいかも」

　確かに、クラシック鑑賞はいい機会になるだろうし興味はあるので前向きに答えた。

　でも、今のお誘いって歩くんとふたりで？と、小さな疑問が湧いたその時。

「深春」

　名前を呼ばれ、奏飛さんが来ていたことに気づいて驚いた。彼は少々険しい表情でこちらに歩いてきて、私の腕をぐっと掴む。

「奏飛さん？」

「帰るぞ」

　やや強引に立たせられ、有無を言わさず手を引かれる。歩くんは不服そうに「まだ話の途中なんだけどー」と口を尖らせるも、奏飛さんは聞く耳を持たない。

「まったく……。またね、深春ちゃん」

「あ、うん、また！」

　手を振る歩くんに慌ただしく挨拶を返し、なんだか様子のおかしい奏飛さんについていく。

　一階に下りて皆さんにも簡単に挨拶をし、早々と奏飛さんの愛車に乗り込んだ。今日はランチ会でお酒は飲まなかったため、彼が運転してくれる。

　彼はさっきから私と目を合わせようとしないし、そこはかとなくピリッとした空気を醸し出している。ご機嫌斜めな彼は、前を見据えて運転しながら口を開く。

「ずいぶん楽しそうにしていたな。歩と」

　なんだか棘のある声色で言われ、私が勝手なことをしていたから怒っているのかもしれないと思い、肩をすくめる。

「私の好きな曲をピアノで弾いてくれて……。すみません、勝手にいなくなって」

　謝るも、奏飛さんはなにも返してこない。

「歩くんとも仲よくなれそうで嬉しかったんです。彼も家族だから」

「歩〝くん〟ねぇ……」

　これまでと違った呼び方に反応した彼は、不機嫌さを露わにしたため息を漏らした。

「必要以上に親しくならなくていい。あいつは俺たちが昇格争いをするのを楽しんでいるんだから」

　ぴしゃりと言い放たれ、一気に寂しさに襲われる。

　歩くんだって私たちの家族なのに、仲よくするのはいけないことなんだろうか。それに、彼がそんなに薄情な人だとも思えず「そう、ですかね……」と曖昧に返した。

　奏飛さんは歩くんの話をするのを避けるように、それ以上はなにも言わない。彼の心情はいまいち読めず、気まずい空気に包まれたまま自宅へと戻った。




　数日後、私は暑中見舞いを贈っていただいた方々へ、残暑見舞いとしてお返事をせっせと書いていた。

　黒凪不動産の社長ともなると、あらゆる方面からハガキやギフトをいただく。黒凪家ではそのお返しをするのも妻の役目だそうで、ここ数日は緊張感を持ってひたすら筆を走らせているのである。

　そのせいで疲れているのか、今日は朝から身体が怠く吐き気がしてつらかった。今はよくなったので作業をしているけれど、やりすぎるとまた調子が悪くなるかもしれないから気をつけないと。

　丁寧に一枚書き終えて筆を置き、ふう、とひと息ついた。もうすぐ結婚式の招待状も用意しなければいけないだろうし、仕事をしていなくてもやるべきことは多い。

　息抜きに結婚式場のパンフレットをめくり、愛しい彼の姿をよぎらせる。

　奏飛さんがご機嫌斜めだったのはあの時だけで今は普通にしているが、あれはなんだったんだろう。別に歩くんとの仲も悪いわけじゃないはずなんだけど……。

　綺麗なドレス姿の女性とチャペルの写真をぼんやり眺めて考えていると、横からすっと手が伸びてきてハガキを取られた。それをじっと見つめるのは沢木さんだ。

「深春様、惚ほうけている場合ではありませんよ。こちらの方、苗字の漢字が間違っています」

「えっ!?」

　指差された文字と、届いたハガキの差出人の名前を見比べた私は、「本当だ！」と声をあげた。大きなため息を吐き出してうなだれる。

「はぁ……やり直しか～」

「結婚式のことで脳内お花畑になっていらっしゃるんですか？　華々しい挙式の裏には金銭事情や妬み僻み、見栄だの自己満だの人の醜い部分がこれでもかと隠されているというのに」

「夢のないこと言わない」

　相変わらず表情ひとつ変えずに毒を吐く家政婦さんに、私は口の端を引きつらせた。

　その時インターホンが鳴り、沢木さんがすぐに反応してモニターを確認しに行く。直後に、「ひえっ!?」という彼女の珍しい声が響いた。

　身を縮めて固まる彼女の様子を見て、ただならぬ変な人が来たのかと、私も慌てて駆け寄る。

「どうしたの!?　……って、歩くん！」

　モニターに映っているのは、ビジネスモードの歩くんだ。私も驚いているけれど、沢木さんの驚きようは私の比ではない。

「なっ、なななんで歩様が!?　ど、どうしましょう、とりあえず出なければ……！」

　なぜかものすごくうろたえているので「沢木さん？」と声をかけるも、彼女はそそくさと玄関へ向かっていく。耳が赤くなっているように見えるのは気のせいだろうか。

　不思議に思いつつ私も後を追うと、彼女は一度深呼吸をし、いつもの無表情をキメてドアを開ける。

「こんにちは、歩様。ようこそおいでくださいました」

「どうもー。さわちゃん、久しぶり」

　お腹の前で手を組み、丁寧に挨拶する沢木さんに、歩くんはにこにこと愛嬌のある笑顔で軽く手を上げた。私がここで会うのは初めてだけれど、ふたりは面識があったらしい。

　仕事中のようだが今日も可愛らしさ全開の彼と、私も挨拶をしてとりあえず玄関の中に入ってもらった。彼は「今休憩中で、すぐ帰るから」と、その場で話し始める。

「いきなり来ちゃってごめんね」

「ううん、大丈夫。どうしたの？」

「この間言ってたクラシックコンサート、チケット取れたから。よかったらどう？」

　歩くんはビジネスバッグの中から取り出したチケットを差し出してきた。行動が早いなと、私は目を丸くして受け取る。

「わ、いいの？　ありがとう……！」

「ん。でも僕とふたりじゃちょっと問題になりそうだから、もうひとり誰か誘えばいいかなと思って。あ、もし深春ちゃんがふたりきりがいいって言うなら喜んでデートするんだけど」

「三人で！」

　即答すると彼は声を出して笑い、「だよね。僕もさすがに兄嫁に手を出す気はないよ」と返した。そりゃあそうだ、人妻とふたりで行こうとはしないよね。

　じゃあ、もうひとりは誰にするんだろうと考え始めたのもつかの間、歩くんはもう一枚同じチケットをひらりと掲げる。

「かと言って奏飛兄ちゃんを誘う気はないし、向こうも僕が一緒なんて嫌だろうから。これはさわちゃん用」

　私たちのやり取りを静観していた沢木さんに、彼はチケットを差し出す。

「君も一緒に行かない？」

「……えっ！　わ、私が、ですか!?」

　彼女は数秒固まった後、若干引き気味で驚愕している。

「さわちゃんっていつもポーカーフェイスだから、違う顔が見てみたくて。一緒にどこか出かけてみたいなって思ってたんだよね」

　歩くんは沢木さんの顔を覗き込む。

「でも、今見れた。驚いた顔」

　目をまん丸にする沢木さんを見つめてにこりと微笑んだ彼は、彼女の手を取ってチケットを握らせた。

　……あれ、なんかすごくいい雰囲気じゃない？　漫画の胸キュンシーンが目の前で再現されているみたい。沢木さんの顔もみるみる赤くなっていくし。

「まあまだ先だから、ふたりとも考えておいて。僕はこれで仕事に戻るよ。じゃあね」

　ドアを開ける歩くんに「わざわざありがとう！」と声をかけると、彼はひらひらと手を振って颯爽と帰っていった。

　ふたりきりになり、私はいまだに硬直している沢木さんに意気揚々と話しかける。

「ね、せっかくだから一緒に行こうよ。私も沢木さんが来てくれたら嬉しい」

　と言ったものの、家政婦さんのルールが厳しそうだったのを思い出した。沢木さんはこういうお誘いに十中八九乗らなそうだし、あまり盛り上がってもいけないか。

「あ……家政婦さんは〝プライベートに介入しちゃいけない〟みたいな決まりがあるのかな。でも、歩くん直々のご指名なら――」

「行きます行きます絶対行きます」

　こちらの言葉を遮って早口で答える沢木さん。めちゃくちゃ乗り気だった。

　目を輝かせてチケットを見つめる彼女は、明らかに普段と様子が違う。この乙女な表情は……。

「沢木さんってもしかして、歩くんが好きなの？」

　ある程度の確信を抱きつつ確認してみると、彼女の顔がぼっと火がついたように赤くなった。

　かっ、可愛い！　歩くんの言った通りいつもポーカーフェイスの彼女が、こんなに乙女な反応をするとは。

　私は興奮気味に沢木さんに迫る。

「そうなんだ！　いつから、なにがきっかけで？　沢木さんは、上流階級の人たちとは一線を引いているものだと思ってたからびっくり」

「引いていますし、毛嫌いしておりましたよ。これまで強欲で傲慢な方ばかり見てきましたから」

　チケットを握りしめる彼女は、若干冷ややかな口調でそう言った。

　以前聞いた話によると、沢木さんの家は代々財閥家の家政婦や使用人を務めていて、昔からクセのある富豪の方々と接してきたらしい。私がここに来た当初、発言に少し棘があったのは、私もお金にがめつい女だと思われていたからなのだろう。

「でも……そういうのを飛び越えてしまうのが恋じゃありませんか。歩様は、ただの家政婦である私にも平等に接してくれますし、楽しい方だし可愛いし……」

　徐々に照れてもごもごする沢木さんに、可愛いのはあなたのほうだよと言いたい。

　自分が恋をした経験がなかったので、誰かと恋愛話する機会もなかった私は、嬉しいやら楽しいやらで悶える。

「そっかそっか～、うまくいってほしいな。私、全力で応援する！」

「応援は特に必要ありませんので」

　瞬時に無表情に戻り、手のひらをこちらに向けて制する彼女。そこはクールなのか、とツッコむより先に笑いがこぼれ、沢木さんもつられて口元をほころばせていた。




　夕方になり、身体の怠さと胃の不快感が増してきて自室で少し休ませてもらった。こういう時、家事をしてくれる人がいるのは本当にありがたい。鮫島家では体調が悪い時も我慢せざるを得なかったから。

　奏飛さんは会食の予定が入っていたので、私はスープだけ飲んで残りは明日の朝食にすることに。シャワーも浴びてさっぱりすると、奏飛さんが帰宅する十時頃には胃の気持ち悪さはマシになってきていた。

　ペットのように玄関に向かい、帰ってきた旦那様を迎える。

「おかえりなさい」

「ただいま」

　日常の穏やかな挨拶をして思う。好きな人に会える嬉しさや安堵が体調をよくさせるのかもしれないな、と。

　奏飛さんはバスルームへ向かう前に、出張の準備をし始める。明日は日帰りで仙せん台だいへ行くらしい。私はまだ少し怠い身体をソファに沈めて話しかける。

「明日は朝から日帰り出張なんて、忙しいですね」

「しょっちゅうだから慣れてるよ。慣れていないのは妻への土産を選ぶことくらいだ」

「私はなんでも喜びます。チョロい妻ですから」

「自分で言うのか」

　クスクスと笑い合い、奏飛さんが棚の引き出しを開ける。その瞬間、彼は笑うのも動くのもぴたりとやめ、次におもむろになにかを取り出した。

　その手に持たれたものは、今日歩くんからもらったチケットが入った封筒。

「これは……？」

「あっ、今日歩くんが来て、クラシックコンサートのチケットをくれたんです」

　封筒の中のチケットを確認するように見下ろす彼に、正直に伝える。

「お義母様からクラシック鑑賞もしなさいって言われていたし、せっかくだから行ってみようかなって――」

「行くな」

　奏飛さんの声色も表情も一気に氷点下まで下がった気がして、私は息を呑んだ。笑顔も強張る。

「どうして……」

「クラシック鑑賞をしたいだけなら、あいつと行く必要はないだろ」

　冷たい声が響き、胸がざわめき出す。ふたりきりではないと先に伝えるべきだったかと思い、なるべく明るい調子で説明する。

「あの、私だけじゃないんです。沢木さんも一緒に行くつもりなので」

「沢木さん？　本当か？」

　疑われたことにショックを受けた直後、彼はテーブルの上に無造作に封筒を放って続ける。

「こんなメッセージを送るような仲なのに」

「メッセージ……？」

　一体なんのことかと首をかしげて見下ろすと、封筒から覗くのはチケットだけではない。一枚の小さなメモが入っているのに気づいていなかった。

【楽しみにしてるよ。皆には内緒でね】

　え？　なにこれ……内緒って、なんで？

　歩くんが書いたと思われるそれに、一気に頭が混乱する。どうしてこんなメモを入れたのか理由がわからない。……もしかして、沢木さんに送るつもりだったのを間違えた？

　たぶんそうなんじゃないかな。でもこんな意味深なメッセージでは、奏飛さんが誤解するのも無理はない。

「奏飛さん、これはたぶん間違い――」

「それより、重要なのは君の気持ちだ」

　すぐさま返され、ぐっと言葉に詰まった。私に対してこんなに冷たい彼は初めてだ。

　奏飛さんはため息を吐き出してこちらに歩み寄り、私の隣に腰を下ろす。怒りや戸惑いが混ざった空気を全身に纏っているような彼に腕を掴まれ、身体が強張る。

　しかし彼の瞳には切なさも滲んでいて、私は目を見張った。

「そんなに歩と一緒にいたいのか？」

「っ、違います！」

「あいつだって男で、なにを考えているのかわからないっていうのに」

「そんなことな――っ」

　歩くんを庇おうとするのを阻止するかのごとく、荒々しく唇を塞がれた。口づけにいつものような甘さはなく、ただただ翻弄される。

　どうしよう、いつもの奏飛さんじゃない。この間から歩くんが絡むと怒らせてしまう。私と彼が背徳的な関係になるとでも思われているんだろうか。

　呼吸が乱れて苦しくなるも、奏飛さんは強引に私のネグリジェをまくり上げて際どい場所に指を滑らせる。ビクッと身体が反応し、このまま流されてはいけないと理性を保つ。

「や……っん、待って！」

　半ばソファに押し倒されている状態で、胸を押して抵抗した。眉を下げ、潤んだ瞳で彼を見つめる。

「どうして？　奏飛さん、怖いです」

　つい口から出た正直なひと言に、彼ははっとして目を見開く。

「家族なのに疑うんですか？　歩くんを……私を」

　動きを止めていた彼は、私から目を逸らして小さく首を横に振った。そして前髪にくしゃっと手を差し込み、「違う」と声を漏らす。

「深春は、裏切るような子じゃないとわかってる。そうじゃなくて」

　頭を抱える手に隠されて、半分だけ彼の顔が覗く。葛藤しているように歪む顔が。

「君が他の男と一緒にいると考えただけで、たまらなく嫌なんだ」

　苦しげなその様子と、吐き出された本音にはっとした。

　今の言葉の意味って、もしかして――。

　目を丸くしたまま固まっていると、奏飛さんは冷静さを取り戻したのか、私の背中に優しく手を当てて起こしてくれる。しかし俯き気味で、目を合わせようとはしない。

「……悪い。頭を冷やしてくる」

　彼は怒気が消えた声でそう告げ、顔を背けたまま部屋を出ていってしまった。肩から落ちたレースのガウンを手繰り寄せる私の耳に、玄関のドアが閉まる音が届く。

「まさか……嫉妬？」

　誰にも興味がないと噂の奏飛さんにあるまじき事態に、私はしばし呆然としていた。










６．懐妊妻は愛でられる




　翌日、私はいつも通りの家事を終えた沢木さんを呼び止め、やや強引に小休憩という名目でお茶に付き合ってもらい、昨夜のことを相談していた。

　あれからベッドに入って奏飛さんを待っていようとしたのだが、身体の怠さに加えて強烈な睡魔に襲われ、彼が寝室にやってくる前に眠りに落ちてしまった。

　朝は早くから出ていく彼を見送ったけれど、時間がなくて昨日の一件については特に話していない。お互いにぎくしゃくしたままで、気まずさをなくすことはできなかった。

　歩くんの話をすると奏飛さんが不機嫌になるという旨をざっくり説明すると、沢木さんは驚きつつもやや呆れを交じらせた調子で言う。

「深春様、それを嫉妬というのだと思いますよ」

「だよね？」

　第三者の沢木さんもそう言うなら、やっぱり私の勘違いではなさそうだ。つまり、彼も私を好きに……。

　両想いかもしれないと思うと、喜びで全身が火照り出す。私が悶えたくなるのを必死に堪える一方、紅茶のカップを口に運ぶ沢木さんはどことなくほっとした様子だ。

「奏飛様もようやく人間らしくなられてきましたね。他の男性に誘われただけで嫉妬するなんて意外すぎますが、可愛らしいじゃありませんか」

「うん、本当に」

　ふふっと笑いをこぼすも、彼も自分自身に戸惑ってるみたいに見えたな……と思い返す。

　もし奏飛さんがこれまで誰も愛した経験がないとしたら、嫉妬するのも初めてなんだろうか。私が彼の初恋相手だったらいいな、なんて贅沢な願いを抱いてしまう。

　とにかく、早く気持ちを確認し合いたい。ドキドキと心地よく鳴る心臓の音を感じながら、「帰ってきたらちゃんと話し合わなきゃ」とひとりごちた。

　しかし、彼と話し合いたいのはそれだけじゃない。

「それとね、もうひとつ大事なことが……」

　真面目な顔になる沢木さんに、私は自分の体調について話し始める。

　朝はなんとか起きて奏飛さんをお見送りできたものの、気持ち悪さが復活してしまい、またベッドに戻ってしばらく寝ていた。

　下痢はしていないし、胃腸炎とは違うと思う。こんなに具合がよくならないなんて、まさか……と薄々感じていた可能性が濃厚になってきたのだ。

　症状を明かすと沢木さんがみるみる目を丸くし、ついにガタッと椅子を揺らして勢いよく腰を上げた。

「深春様！　それは妊娠の初期症状だと思いますよ!?」

「だよね」

　そう、生理が遅れているという一番わかりやすい症状が出ていたのに、今朝まで気づかなかった。これまで生理周期を気にする習慣がなかったから。

　話を聞くや否や、沢木さんは珍しく興奮気味に小走りでどこかへ向かっていく。ほどなくして戻ってきた彼女は、細長い長方形の箱を私に差し出した。

「こちらの検査薬でお調べになってください。こんなこともあろうかと、以前からご用意しておりました」

「準備よすぎでしょ」

　ツッコまずにはいられなかったが、実際ものすごくありがたいのでお言葉に甘えて受け取る。

　ふたりで説明をまじまじと読んだ後、意を決した私は緊張しながらお手洗いへ向かった。




　――数時間後。検査薬の結果を見てすぐに予約した産婦人科の待合室で、私は白黒のエコー写真を眺めている。

『五週六日になりますね。ほら、もう心臓も動いていますよ』

　先ほどの診察中、女性の院長さんに教えられてモニターを注視すると、チカチカと点滅している部分が見えた。小さな小さな命の存在をこの目で確かめられて、言いようのない感動が込み上げた。

　まだ平らなお腹にそっと手を当ててみる。

　私と奏飛さんの赤ちゃんがここにいる。私たちと血の繋がった、正真正銘の家族。

　これ以上の宝物があるだろうか。ひとつの奇跡が起きたのだと実感して、泣きそうになるくらい嬉しかった。

　会計を済ませて産婦人科を出ると、駐車場で佛さんがそわそわしながら待っていた。今日は奏飛さん専属の運転手さんが不在なので、佛さんが代わりを務めてくれているのだ。

　私に気づいた彼は後部座席のドアを開け、お互いに乗り込んでから緊張した面持ちで声をかける。

「深春様、検査の結果は……」

　私はにっこり微笑み、エコー写真をぴらっと掲げてみせた。運転席からこちらを向く彼の表情がぱあっと明るくなり、お祈りするかのごとく胸の前で手を組む。

「おおおおめでとうございます～～!!　なんて素晴らしい日なんでしょう！」

「ありがとうございます、佛さん」

　オーバーリアクションに笑いつつも、自分のことのように喜んでくれるのでこちらもさらに幸せな気分になった。

　現在時刻は、午後四時半。早く奏飛さんに報告したいけれどまだ出張中だし、直接顔を合わせて伝えたいから我慢だ。

　なので、先にご両親に報告しようと思う。明日は乗馬体験をする予定なのだが、妊娠がわかった以上それはできないという旨を話しておかなければ。

「今、お義母様だけでも家にいますかね？　明日の予定をキャンセルさせてもらうのと一緒に報告しておきたいんです」

「承知いたしました。旦那様はまだ仕事中ですが、奥様はご在宅のはずなので向かいますね」

　快く承諾してくれた佛さんは、私の体調を気遣って穏やかな運転で黒凪家へと車を走らせた。

　十分ほどで到着し、いつものようにリビングに通される。しばし待っていると、佛さんと共にお義母様がやってきた。

「どうしたの？　深春さん」

「突然来てしまってすみません。ご報告したいことがあって」

　ついさっき妊娠がわかり、明日の乗馬体験はやめておきたいと端的に伝えた。最初ぽかんとしていたお義母様は、みるみる驚きを露わにして前のめりになる。

「本当に!?」

「はい。ちゃんと心拍も確認できました」

「はぁぁぁぁ～～」

　悲鳴とまではいかないが、感情の高ぶりを抑えられない声を出す彼女。こ、これはどういう反応？

　両頬に手を当てる〝ムンクの叫び〟状態の彼女は、次いで興奮気味に言う。

「乗馬なんかやってる場合じゃないわ！　ベビー用品を揃えないと！」

「さすがに気が早すぎますよ、奥様」

　佛さんがのほほんとした調子でツッコむ。お義母様の頬が徐々に紅潮してきて、喜んでいるのだとようやくわかった。

「どうしよう佛さん！　私まだまだ若くいたいのに、おばあちゃんになっちゃうじゃな～い」

「早く孫の顔が見たいとおっしゃっていたじゃありませんか」

　佛さんの腕を掴んで揺するお義母様は、言葉とは裏腹に嬉しそうにしている。そのやり取りを見てクスクス笑っていると、彼女は落ち着きを取り戻して言う。

「まだ初期だから安心できないけど、ひとまずおめでとう。ちゃんと身体を大事にして、元気な赤ちゃんを産むのよ」

「はい。ありがとうございます」

　温かい言葉をもらえてほっとしたせいか、怠かった身体がすっと軽くなったような気がした。

　その時、リビングのドアの辺りに誰かがいるのに気づく。その人は生気が抜けたような瞳でこちらをじっと見つめていて、背筋がぞくりとした。

「香苗さん……!?」

　いけない、彼女もここに来ていたとは知らず妊娠の話をしてしまった。絶対聞こえていただろうし、もし子作りで悩んでいるとしたら嫌な思いをさせたに違いない。

　しかし香苗さんはふわりと微笑み、こちらに近づいてくる。よく見ると目が笑っていなくて、言いようのない怖さを感じる。

「こんにちは。今、お義母様と刺繍をしていたところなの。深春さんは？」

「私は少しお話をしたくて……。お邪魔してすみませんでした。もう済みましたので」

「じゃあ、一緒に帰りましょう。たまには少し歩いてみない？」

　そう提案する香苗さんに続き、お義母様も「そうそう、運動も適度にするのよ」と私にアドバイスする。断るわけにもいかず、最寄り駅まで歩くことになった。

　運転手を務めてくれた佛さんにお礼を言い、豪邸を後にした。まだ蒸し暑い閑静な住宅街をふたり並んで歩く。どうしよう、なにを話せばいいのか……。

　ぐるぐると考えを巡らせて沈黙する私に、明らかにいつもと様子が違って無表情の香苗さんが口を開く。

「深春さん、妊娠したの？」

　いきなり核心を突かれ、ギクリとしつつ正直に頷く。

「……はい」

「何週目？」

「五週と六日だそうです」

「まだ本当に心臓が動き始めたばかりね」

　抑揚のない声で話す彼女は、太陽の位置がだいぶ低くなってきた空に視線を持ち上げる。

「神様って残酷ね。結婚して二カ月も経たないうちにできる人もいるのに、私には一年半経っても授けてくれないんだもの」

　彼女の口からこぼれた言葉にはっとする。

「それって……」

「そう、不妊症ですって。ちゃんと検査して、私のほうに問題があるってわかってる」

　香苗さんは目の前に続く石の階段に力なく目線を落とす。

　ふたりの結婚した時期からして、今も子供がいない理由はもしかしたら……と考えてはいた。また別の問題かもしれないとも思ったけれど、やっぱりそうだったんだ。

　彼女の悩みがはっきりして、私も胸が苦しくなる。本人はどれだけつらいだろうか。

「毎月毎月、今回こそはって期待して、生理が来るたび落ち込んで……。排卵誘発剤を使ってタイミングを合わせるのも、人工授精も、精神的につらくなるばかりなのよ」

　階段を一段ずつ下りるにつれて、抱え込んでいたであろう本音が徐々に吐露されていく。

　中間踊り場でふと足を止めた彼女は、苦しげにしつつ口角を上げて私ににじり寄る。思わず一歩足を引いた。

「ねえ、つわりはあるの？　赤ちゃんの心臓が動いてるってどんな感じ？　幸せでたまらないでしょう」

「香苗さん……」

「私はそのどれも経験できないの。このまま妊娠できなかったら、私は瑛司さんに捨てられるかもしれない……！」

　怯えたように表情を歪ませる彼女を見て気づいた。香苗さんが一番恐れているのは、瑛司さんのそばにいられなくなることなんじゃないだろうか。

　ふたりの夫婦仲が実際どうなのかはわからないが、私がこれまで見た限りでは瑛司さんも香苗さんを大切にしていると感じる。

　あの冷血っぽい彼が香苗さんにだけ優しい笑みを向け、ふたり並んで歩く時はいつもさりげなく肩を抱くのだ。普段から想い合っていなければ、あんなに自然にできるものではないと思うから。

「捨てられなんてしません。瑛司さんだって香苗さんを愛しているじゃありませんか」

「愛があろうとなかろうと、階級には関係ないのよ！　跡継ぎを残せないなんて周りが許してくれないし、妻でいる資格もないわ」

　今にも泣き崩れてしまいそうな彼女は、おもむろに胸元につけたルビーのブローチを外し始める。

「こんなもの、なければいいのに……」

　震える声がこぼれると共に、彼女の指先からブローチが足元に落ちていった。故意に落としたわけではなさそうだが、拾おうともしない。

　階級は必要なのか、私もずっと疑問に思っているし、香苗さんが自分を責めてしまう気持ちも痛いほどわかる。どんな言葉をかけるのが最良なのかはわからないけれど、資格がないだなんて思わないでほしい。

「……香苗さんは、それほどまでに瑛司さんを愛しているんですね」

　ぽつりと呟いてしゃがみ、夕日が陰って赤みがくすんだブローチに手を伸ばす。

「好き同士結婚しても別れる人もいるし、子供が生まれても愛情を与えられない人もいる。皆が皆家族になれるわけじゃない中、瑛司さんを妻として精一杯支えているだけで、香苗さんはすごいです。すごいことなんですよ」

　語彙力が足りなくてもどかしくなりつつも、気持ちを込めて言う。しゃがんだまま見上げて微笑むと、彼女はかすかに生気を取り戻したような瞳で私と目を合わせた。

　だから、どうか悲観しないで。立ち上がってそう伝えようとした瞬間、突然めまいが起きたようにくらっとして、頭が後ろのほうに引っ張られる感覚を覚えた。

　バランスを崩して身体がよろける。一歩足を引いて踏ん張ろうとしたその下に、階段が半分しかないと気づいた時には、もう体勢を直すことはできなかった。

　やばい、落ちる――！

「深春さん！」

　焦った香苗さんの声が聞こえると同時に、脳裏によぎったのは赤ちゃんのこと。その後すぐに衝撃と痛みを感じ、身体が転がった。

　痛い……けどそれより、赤ちゃんを守らなきゃ……。

　薄れていく意識の中、奏飛さんの姿が浮かぶ。私の名前を呼ぶ香苗さんの声もどんどん遠くなり、愛しい彼の顔も闇に呑み込まれていった。




　――深いところから意識が浮上してきて、閉じた瞼の向こうが明るいことに気づく。

　あれ、今何時だろう。寝過ごした？　今日、奏飛さんは休みだったっけ。早く朝食を作らないと……。

　しっかり回らない頭でぼんやり考え、うっすら目を開けた瞬間、「深春さん！」という声が聞こえてきた。奏飛さんではなく、女性のものだ。

　数回ゆっくりと瞬きをしてクリアになってきた視界には、なぜか真剣なお義母様の顔が。これは、まだ夢の中？　寝坊して怒られる夢とか？

「……お、かぁ、さま……？」

　うまく動かない口で名前を呼ぶと、彼女はほっとした様子で口元を緩めた。

「よかった。ここは病院。あなた、階段から落ちて運ばれたのよ」

　それを聞いた瞬間、自分の身に起こった出来事が一気に蘇ってきた。

　そうだ、香苗さんのブローチを拾った後に立ち眩みがして階段を踏み外したんだ。きっと彼女が救急車を呼んで、お義母様にも連絡してくれたのだろう。

　身体を動かそうとするとあらゆる場所に痛みを感じるのを自覚し始めた時、個室であるここのドアが開く音がした。

「深春！」

　切羽詰まった声が響いて顔を横に向けた私は、彼を見て目を丸くする。

「奏飛さん……」

「すごいタイミングね。ちょうど今目を覚ましたところよ」

　お義母様もやや驚いた様子で言った。仙台にいるはずの旦那様は、とても心配そうにこちらに駆け寄ってきて私の頭を撫でる。

「大丈夫なのか？　怪我は？」

「幸い捻挫と打撲だけで済んだわよ。落ちたのが階段の下のほうだったのと、打ち所がよかったみたい。ただ、貧血気味だから休んだほうがいいって」

「そうか……」

　症状を聞いて安堵のため息を吐き出す奏飛さんと共に、私も胸を撫で下ろした。ひどい怪我だったら、これからの妊婦生活に支障が出ていたかもしれない。

　と、そこではっとした私は、痛みに構わず咄嗟に上体を起こそうとしながらお義母様に問いかける。

「赤ちゃん……赤ちゃんはどうなったんですか!?」

「大丈夫、今のところ問題はないって」

　安心させるような優しい表情で言われ、心底ほっとして「よかった」と言い身体の力を抜いた。

　しかし、奏飛さんは意味がわからないといった顔をしている。

「赤ちゃん？」

　あ。そういえばまだ伝えていないんだった。こんな発表の仕方になるとは想定外だけれど、喜んでくれるかな。

　困惑する彼を見つめ、にこりと微笑む。

「最近体調がいまいちだったから、今日検査してきました。来てくれたんですよ、私たちの赤ちゃんが」

　布団の上から包帯を巻かれた手をお腹に当て、ちょっぴり照れつつ打ち明けた。

　奏飛さんは数秒真顔で固まる。それが信じられないといった様子に変わり、彼も私の手をそっと包み込むようにしてお腹に触れた。

「いるのか、ここに……」

「はい」

　しっかり頷いた直後、彼は感情を抑えきれなくなったかのごとく、がばっと私の上体を抱きしめてきた。

「わ、奏飛さん!?」

「よかった……ふたりとも無事で、本当に。ありがとう」

　大きな喜びに驚きや安堵が入り交じった、若干震える声が耳元で響く。心から感激しているのが伝わってきて、私も涙腺が緩むほど胸がいっぱいになった。

　奏飛さんがこんな姿を見せるのは意外だったのか、お義母様は驚いてぽかんとしている。しばらくして我に返り、コホンと咳払いをして「睦み合っているところ悪いけど、先生をお呼びするわね」と言った。

　外はすっかり暗くなり、時刻は午後七時を回ろうとしている。先生から改めて説明を受け、帰っても問題はないだろうと言われたものの、つわりや貧血の症状があるためこのまま泊まっていくことにした。

　病室から先生が出ていった後、普段のクールさに戻った奏飛さんが言う。

「これくらいで済んだのは奇跡だな」

「お腹の子を守ろうと、咄嗟に受け身を取ったんじゃない？　そこは褒めてあげるわ」

　お義母様はツンとした言い方をするも、ここまで来てずっと付き添ってくれているところからして、やっぱり根はいい人だと確信した。

　それにしても、香苗さんはどうしたのだろう。だいぶ参っているようだったから彼女も心配で、お義母様に尋ねてみる。

「あの、香苗さんは？」

「遠慮して待合室で待っているから呼んでくるわ。私はこれで失礼するわね」

「はい。ありがとうございます」

　バッグを持ったお義母様は、帰る間際に「奏飛」と呼ぶ。

「あなたが焦ったり、愛しそうにしたり、そういう感情を露わにするところを初めて見た気がする。父親としても頑張りなさいよ」

　彼女の言葉が意外だったのか、奏飛さんはやや目を丸くした後、仏頂面で腕を組む。

「言われるまでもありません」

　彼はそっけなく返したものの、お義母様は満足げにクスッと笑みをこぼす。そして私に「お大事に」とひと声かけて病室を出ていった。

　その直後、入れ違いで入ってきたのは香苗さんだけでなく、瑛司さんもいたので私は目をしばたたかせた。

　いつになく憂悶とした空気を漂わせている彼が、まず口を開く。

「深春さん、具合はいかがですか？」

「大丈夫です。けど、どうして瑛司さんが……」

「香苗が動転した様子で私に電話をかけてきたので。彼女の話を聞いてやってもらえますか？」

　気遣うような優しい声色の彼の隣で、香苗さんは妊娠について話していた先ほどまでと打って変わって怯えたように俯いている。私が「もちろんです」と頷くと、彼女は泣きそうな顔で深く頭を下げた。

「深春さん、本当にごめんなさい……！」

「えっ、いや、謝らないでください！　香苗さんはなにも悪くないじゃないですか」

「いいえ、私にも責任があるわ」

　私が慌てて制するも、彼女はそう言い切った。私たちのやり取りを見て不審に思ったのか、奏飛さんが眉をひそめる。

「深春になにかしたのか？」

　威圧感を醸し出す彼に、香苗さんは目線を落としながらも語り始めた。

　自分が不妊治療をしていること。一緒に帰っている最中、妊娠がわかった私を憎らしく感じて、やり場のない気持ちをぶつけたこと。私が落ちる時、手を伸ばしたけれど間に合わなかったこと。

　それらを伏し目がちに話す香苗さんに、瑛司さんは黙って寄り添っている。きっと、待っている間に事情を聞いたのだろう。

「今回のことは事故ですが、そもそも私が歩こうと誘わなければこうはなりませんでした。私……深春さんに憤りをぶつけたかったんです。妊娠できないのは深春さんのせいなんかじゃないのに、八つ当たりして追い詰めました」

　香苗さんの顔がみるみる歪み、大きな瞳に涙が浮かぶ。

「こんな醜い私にも、深春さんは温かい言葉をくれたんです。もう、罪悪感でいっぱいで……本当にごめんなさい」

　彼女は幾度となく頭を下げ、病室内に沈黙が流れた。

　香苗さんの気持ちもわかるし、私は憎んだりなどしていない。それより、彼女がさらに自信をなくしてしまわないかが心配だ。

「……私、ブローチ渡す前に落っこちちゃいましたけど、ちゃんと拾えましたか？」

　これまでの流れをあえて遮り、ちょっぴり茶化して聞いてみると、香苗さんは呆気に取られた様子で顔を上げた。微笑む私を見て意味を悟ったのか、首を縦に振って涙交じりに答える。

「ええ。黒凪家の一員として、もう少し頑張ってみるわ」

　前向きな答えが返ってきてほっとした。階級の証を捨てなかったのは、瑛司さんの妻であることを諦めないという意思の表れだと思うから。

　硬い表情で耳を傾けていた奏飛さんは、一段落ついたところで私に目を向ける。

「今の話に偽りはないな？」

「はい」

　冷静に確認する彼に迷わず答えると、彼は納得したのか小さく頷いて香苗さんに向き直る。

「香苗さんの事情はわかった。同情はするが、深春にしたことは感心できない。今後、深春に嫌な思いをさせたり、お腹の子ともども危険にさらすようなことがあれば、ただでは済まないと覚えておいてくれ」

　声にも表情にも厳しさを湛えた彼に、香苗さんは重々承知した様子で「はい」と答えた。そんな彼女を庇うように、瑛司さんが口を開く。

「香苗をここまで思い詰めさせたのは私の責任です。深春さんにも、兄さんにも迷惑をかけて申し訳ありませんでした」

　丁寧に一礼した彼からは、真摯な気持ちが伝わってきて上辺だけの謝罪ではないと感じた。彼は初めて心苦しそうな表情を露わにし、香苗さんに向き直る。

「君をもっと気遣えたはずなのに、つらい思いをさせて……不甲斐ない夫でごめん」

　瑛司さんが素直に謝った直後、香苗さんの瞳からぼろぼろと涙がこぼれた。

　ずっと不安だったのだろう。でも彼の態度を見れば、香苗さんを捨てる気なんてないとわかるし、彼女にも伝わっているはず。

　子供みたいに泣きじゃくる香苗さんと、頭を撫でる瑛司さんの姿からは、ふたりの絆が深まっていくのが目に見える気がした。




　彼らが帰った後も、奏飛さんは私のそばについていてくれる。今さらながら仕事のほうが気になり、上体を起こして椅子に座っている彼に問いかける。

「お仕事は大丈夫ですか？　出張を中断して来てくれたんですよね」

「心配いらない。大抵の仕事はどうとでもできる」

　なんてことないといった調子で答えた彼は、包帯をしていないほうの私の手をぎゅっと握る。

「でも、君たちはないがしろにしたくない。深春と、この子以上に大切なものなんてない」

　……とても真剣な瞳。彼の強い気持ちが伝わってきて、心臓がドキリと鳴る。

「俺はいつからか、誰かのために必死になったり、自分を犠牲にしたりするのは無意味だと思うようになっていた。そうしたところで、相手からなにも返ってこなかったから。そのうち、他人と深く関わろうとしなくなった」

　徐々にまつ毛が伏せられ、そこはかとない悲しみを感じる。

〝相手〟というのは本当のお母様のことだろうか。お母様のためにいろいろな試みをしていたのに、振り向いてもらえなかった幼い彼を想像すると胸が痛い。

「人として大事なものが欠落した自分が、今日母から連絡が来た時いてもたってもいられなくて、他のことは差し置いてすぐにここへ向かっていた。君が苦しんだり、傷ついたりするのは耐えられない」

　眉根を寄せる彼からは切実さが窺える。そんなに私を気にかけてくれていたなんて、胸に熱いものが込み上げる。

「なのに昨日は、君と歩が親しくしているだけで無性に腹が立ってあんなことを……。体調がすぐれないと気づけなかった上に、怖がらせて悪かった」

　申し訳なさそうにする彼に、私はぶんぶんと首を横に振る。

「こう言ったらおかしいかもしれないけど、私は嬉しかったですよ。嫉妬してくれたってことでしょう？」

　いたずらっぽく口角を上げてみせると、彼は「自分でも驚いてる」と言って気恥ずかしそうに目を逸らした。バツが悪くなった子供みたいで可愛い。

　瑛司さんも、翼さんも、奏飛さんは誰にも興味を持たないと言っていたけれど、決してそうではないと思う。人を愛するのが怖かっただけなんじゃないだろうか。

　だったら、彼が不安にならないくらい、私が目いっぱい愛せばいい。

「奏飛さんは欠落した人なんかじゃないです。私には最初からずっと優しくて、大切にしてくれてる。それに私がどれだけ救われているか」

　好きだけでは足りないこの想いを、どう伝えたらいいのだろう。もどかしさを抱きつつ、手を伸ばして彼の頬に触れる。

「私も、奏飛さんを幸せにしたい」

　自然に口からこぼれたのは、単純な願いだが心からの気持ちだった。

　奏飛さんは頬に当てた私の手に自分のそれを重ね、満たされたように穏やかに目を閉じる。

「君がそばにいるだけで幸せだ。深春の温かい心が、俺に大事なものを取り戻させてくれる」

　ゆっくり開いた瞳はどこか切なげでもあり、とても美しい色を湛えて私を捉える。

「これが愛というものなんだな」

　奏飛さんの顔に、今までにないほど優しい笑みが浮かんだ。私と一緒に愛を知ってくれたことが嬉しくて、感極まって涙が滲む。

　彼はギシ、とベッドに手をつき、私の髪を撫でながら唇を寄せた。情熱的なキスを交わした彼の唇が、とびきり甘い言葉を囁く。

「愛してる。ずっと、君だけを」

　――ああ、やっと聞けた。常套句だけれど、やっぱり最高に嬉しい。

「私も、愛してます」

　瞳から温かな雫をぽろぽろとこぼしながら、人生で初めてこの言葉を口にした。

　これからも何度も伝えよう。満たされたふたつの心が、もう二度と干上がらないように。










７．孤独な日々は野良猫が変える




　ひとりでは広すぎるベッドに深春が一緒に眠るようになり、早くも三カ月が過ぎた。

　今隣に横たわる彼女は、階段から落ちた時の怪我も完全に癒えて、幸せそうな寝息を立てている。まだ安定期でない今は抱くのを我慢しているが、またいやらしい表情も引き出してやりたい……なんて邪な思いを掻き消す。

　どちらの姿も俺を虜にさせ、愛しいという感情を与えてくれる。少し膨らみがわかってきたお腹にそっと触れると、さらに幸せが流れ込んでくる気がした。

　こんなに心穏やかに過ごせる日々が、自分に訪れるとは思わなかった。こんなに、身が焦がれるほど誰かを愛せるとも――。




　深春と会うまでは結婚する気はたいしてなかった。階級制度を終わらせるために動きたいという目標はあったが、そのためだけに一緒にいられる気がしない女性と結婚したいとも思わなかった。

　見合いは薦められるままに何回かしてきたが、どの相手にも興味が湧くことはなく断り続けていた。当然といえば当然だ。俺は誰かを愛することも無意味だと思っていたのだから。

　深春と会う数週間前にも、仕事の件で会食をした国土交通省の幹部の男性から彼の娘との見合い話を持ちかけられたが、その時点で断った。

　それを知った瑛司が、後日別件で社長室にやってきた際にこう言った。

「社長、また見合いを断ったのですか？　相手は不動産・建設経済局長のご令嬢ですよ。これからの事業が有利に進められるようになるのは確実なのに」

「見合いをしないというだけで協力を惜しむような相手なら、こちらから願い下げだ。それに、愛せそうもない女性と結婚したって相手も不幸にさせるだけだろ」

　会議資料を確認しながら冷めた口調で返すと、瑛司が呆れ顔になるので一応フォローしておく。

「大丈夫、交渉はうまくいったよ」

「……まあ、そこは心配していませんが」

　瑛司は社長としての俺の手腕は信頼してくれているようだ。俺も、彼以上に専務に相応しい人はいないと思っている。常に完璧にサポートして、俺が仕事をやりやすくしてくれる優秀な男だ。

　しかし、財閥一族の長男としての俺には言いたいことがいろいろとあるらしい。

「今でさえ『社長のくせにいつまで中流なんだ』と言われているのに、いいのですか？　早く結婚しないと、私が次期会長の座をいただいてしまいますよ」

　瑛司の言う通り、俺たちの能力的に大きな問題はないため、先にアッパーになったほうを優先的に次期会長にすると父は明言している。

　俺はこのくだらない階級制度を終わらせたいだけなので、会長になるのは瑛司でも構わないし、周りからどう思われようが関係ない。

　だが、瑛司が上に行きたい理由はなんなのだろう。そういえばちゃんと聞いたことはなかったな。上を目指すのが当然の家だから。

「瑛司はどうしてアッパーになりたいんだ？」

　質問返しをすると、彼はぴくりと反応して迷いなく口を開く。

「香苗にいい暮らしをさせてやりたい、それだけです。周りからの目を気にせず生きていけるように」

　……ああ、瑛司たちも階級に縛られているんだな。自分より香苗さんのほうを気にしているのは驚くが。

「瑛司は見かけによらず優しいよな」

「……妻限定です」

　眼鏡を押し上げてボソッと答える弟に、俺はクスッと笑いをこぼす。見合いからの結婚だったのに香苗さんを心から愛している彼は、少しだけ羨ましかった。




　やはり、瑛司たちのためにも一族の考えを変えたい。そう思っていた矢先、深春と出会った。

　初めて会った時から、他の人とは違うなにかを感じた。それは富裕層の女性にいないタイプだというだけでなく、家族から虐げられているのに、その瞳や心がとても綺麗だったから。

　決して温かな家庭で育ったわけではないのに、どうして俺みたいにひねくれずそんなに澄んでいるのか。彼女のしなやかさにも強く興味を引かれた。

　最初は同情が多く占めていたと思う。俺とはまったく家庭環境は違うが、家族からの愛を与えられていない状況を幼い頃の自分も重ね合わせて、どうにか救ってやりたかったのだ。

　しかしこの時の俺は勝手で、自分にも利益がある結婚という方法しか彼女に提案することができなかった。

　ただ、深春を守ってやりたいと思ったのは確かだ。夫という立場を利用して、もう彼女に悲しい思いをさせないように。そうすることで過去の自分も救ってやれるような気がしていた。

　深春をホテルに送り届けた後、両親にすぐ連絡をして結婚したい人がいると報告した。それに驚愕したのは母だろう。秒速で弟たちにも伝わっており、翌日の夕方には実家に家族が勢揃いしていた。

　まず歩が、信じられない！と言いたげな様子で声をかけてくる。

「奏飛兄ちゃんが結婚って……そんな相手がいたの!?」

「いや、昨日会ったばかりだ」

「見合いと同じようなものじゃありませんか」

　すぐさま瑛司がツッコんだ。これまで見合いを断ってきたのだから無理もない。

「しかも『鮫さめ島じま建けん材ざい』の社長の姪御さんとは……。なぜ娘さんではなく姪御さんなのですか？　娘だとしても特に黒凪に利益はなさそうですが」

　深春の生い立ちや家族についての調査結果を見ながら、瑛司は怪訝そうにしている。

『奏飛が選んだのはどんなお嬢さんか……とりあえず彼女の身辺調査をさせてもらう。いいな？』

　昨日父がそう言った直後から佛さんが動いていたようで、この時にはすでに調べられていた。その結果を見た皆があんぐりと口を開けていて、きっと瑛司と同じように思っているだろう。

「ビジネスは関係ない。ただ、守ってやりたいと思った。そういう子は初めてなんだ」

　率直な気持ちを口にすると、皆一様に目を丸くして俺を凝視した。まるで貴重な天然記念物でも見るかのように。

　少しの間流れた沈黙を、複雑そうな顔をした母が破る。

「まあ、明日会えばどんな子かわかるわ。私はあまり賛成はしていないけど」

　母が賛成しないのも致し方ない。これまで決まりはなかったとはいえ、皆お互いの得になる家柄の相手と結婚してきたのだから。

　兄弟揃って帰るため玄関へと向かう最中、歩と瑛司も浮かない顔で話しかけてくる。

「深春ちゃん、だっけ？　いいとは言えない環境で育ったみたいだけど、その子で大丈夫？」

「周りからは反感を買いそうですね。身分が釣り合っていない人は排除したがる者もいますから」

　瑛司の言う通り、財閥家の中には下の地位を見下す人もいる。それはもちろん承知しているし、どんな時も深春を守るのが夫となる俺の使命だと思っている。俺のせいで黒凪家の品位を下げたりもしない。

「黒凪家には迷惑がかからないようにするよ」

「いや、そうじゃなくてさ……」

　ぽりぽりと頭を掻いて煮え切らない様子の歩に首をかしげると、瑛司が真剣に代弁する。

「私たちは、兄さんもその彼女も、幸せになれるのかどうか心配しているんです。もっと慎重に見極めるべきでは？」

　俺がいい加減な気持ちで深春を選んだと言われているようで、少々眉根を寄せた。

　確かに決断するのはかなり早かったが、俺なりに彼女を大切にしたいと本気で思っている。でも、それは理解してもらえないかもしれない。

　歩も瑛司も、俺たちのような孤独を味わったことがないのだから。本当は俺だって深春と同じ、身分違いの人間なのだ。

「……お前たちにはわからないだろうな。俺がどんな気持ちで彼女を選んだのか」

　怒っているのではなく、自分はふたりとは違うのだという寂しさを滲ませて呟いた。

　困ったような顔をして目を見合わせるふたりからは、ため息だけが聞こえた。




　――今思えば、あの時瑛司たちは単純に俺たちを心配していたのだろう。なのに俺は卑屈な考えしかできず、また自ら壁を作ってしまった。

　実力で社長の座までのし上がっても、黒凪家の長男だから当然だと言われたり、逆に黒凪の血を半分しか引いていない人間には相応しくないと言われたりする。

　父が俺を引き取ったのも、少しでも跡取りを残す確率を高めるための保険か、せめてもの罪滅ぼしかのどちらかで、愛情を与えられた覚えはない。

　理不尽な世界で生きているうちに、俺は誰にも心を許せなくなっていたのだ。

　そんな世界から一番遠いところにいた深春は、野良猫のように生きてきたとしても俺にとっては神聖で綺麗な存在。同時に自分と似ている部分もあるからこそ、きっと彼女は裏切らないと信じられた。

　一緒に暮らし始めて人並みの夫婦らしい生活をしていると、俺のほうが深春を必要としていることに気づく。

　深春に居場所を与えてやりたかったのに、俺にとっての癒しの場所が彼女が待つ家になっていたし、階級を上げるために子作りを始めたはずが、ただ触れ合うのが心地よくて彼女を抱くようになっていた。

　いつもまっすぐで、どんな悪態をつかれてもへこたれず、妻として精一杯尽くそうとしてくれる。誰かを愛した経験がなくても、その姿は自然に愛しいと感じられた。

　彼女が笑っているだけで胸は温かくなり、他の男と親しくするだけで醜い感情が湧いてくる。

　こんなに誰かに心を揺さぶられるのも、誰かのことで頭がいっぱいになるのも初めてで、自分がどんどんみっともない男になっていく気がする。

　だが、これが恋というものなのだろう。そして、自分なんかより彼女を大切にしたいと強く思うのは、もう同情ではなく完全な愛なのだ。

　幼い頃は、求めた分の愛が返ってこないことが不満だった。でも今は、深春が幸せだったらそれでいいとすら思う。

　――そう、もう昔の自分とは違うんだ。

『ねえ、みて。おかあさんのえ、かいたんだよ』

『そう。そこに置いといて』

　幼少期の記憶の中にいる母はいつも横顔で、笑顔はない。

　どうして一緒に絵を見ることすらしてくれなかったのだろう。よくできたねって、ただひと言くれるだけでよかったのに。

『おかあさん、おなかすいた……』

『もう、うるさいわね。そこに食パンもカップラーメンもあるじゃない』

　違う。いくら食べたって満たされない。飢えているのは腹じゃなく、心なのだから。

　それに気づかないまま彼女は亡くなって、俺を迎えに来たのは父親だと名乗る知らない男。

『これからお前は俺たちの家族だ。この家では、奏飛が頑張れば頑張った分だけ幸せになれるぞ』

　頑張らなければ幸せになれないのか？　これまでも母のためにとできる限りのことをしてきたのに。家族っていうのは温かいもののはずなのに、なぜこんなに冷たく響くのだろう。

　無条件で俺を愛してくれる人は、この世界にただのひとりでもいるのだろうか。

　暗い部屋に閉じこもって膝を抱えていると、誰かが扉を開いた。

『奏飛さんと家族になりたいと思ったんです。私の手を取って、新しい道へ連れ出してくれた、他の誰でもない彼と』

『同じなんかじゃないですよ。私がいるでしょう』

『私も、奏飛さんを幸せにしたい』

　ぶれない瞳で俺を見て、俺だけにその言葉を向けてくれる純真無垢な人。彼女が現れた瞬間から、四方八方を囲っていた壁が取り払われて青空が覗いた。

　幸せを与えてやるつもりが、俺が与えられていたんだ。ひとりじゃない安心感を、すべて包み込むような愛を。

　それはずっと喉から手が出るほど欲しくて、決して得られなかったもの――。

　目を開けると、暗く寂しい夢はどこかへ消えて、明るい光と共に天使のような寝顔が視界に入る。

　たまらなくほっとして、泣きたくなるほど愛しくて、まだぐっすり眠っている彼女の身体を抱き寄せた。

　君にも、お腹の子にも、俺のような思いはさせない。絶対に皆で笑って生きていけるようにするから。

「一生、そばにいてくれ……」

　強く抱きしめて呟くと、深春も寝ぼけた声を漏らして身じろぎし、当たり前のようにくっついてきた。

　もう君なしの人生は考えられない。でもこんな弱い自分を見せるのは、今みたいに君が眠っている時だけにしよう。










８．悪役は奴隷に成敗される？




　朝晩涼しくなってきた秋真っ盛りの十一月初旬、私は妊娠五カ月に入った。

　つわりはほぼなくなり、ご飯を美味しく食べられるありがたみをひしひしと感じる。赤ちゃんも順調で、エコーではだいぶ人間らしくなってきた姿を見られる。

　奏飛さんが検診についてきたのは前回が初めてだった。最初はエコー写真もどう見ればいいのかいいのかわからず、戸惑う彼には笑ってしまったが、今はその存在を確かめられるだけで感動しているみたいだ。

　もうすぐ胎動も感じられるようになるらしい。日に日にわが子への愛情が大きくなっていて、自分にも母性というものがあったんだなと気づかされる。

　休日である今日は、奏飛さんが胎教だと称して自宅のピアノを弾いている。まだ赤ちゃんの耳は聞こえていないだろうに、それでも聞かせてやりたいと言う彼が愛おしい。私はソファに座り、少し膨らんできたお腹を撫でながらその音色に酔いしれる。

　ピアノは彼が黒凪家に来た当時、最初に習わされたのだと聞いた。それまでストレスを発散させる方法を知らなかったため、初めて鍵盤に触れて音を鳴らした瞬間に〝これだ〟と感じたのだそう。

　以来、学生時代は主に勉強、今は仕事関係で悩んだ時に頭をスッキリさせるためのツールとしていたようだが、結婚してからは私が喜ぶからと弾いてくれる時が多くなった。

　今はお腹の子が安心するような、温かみがあって柔らかな曲調が続くメロディーを奏でている。いつかのパーティーで披露した、怒りを体現したダイナミックな音色とは全然違う。

　奏飛さんの演奏は綺麗なだけでなく、アレンジの仕方がとてもセンスがあるのだと思う。教科書やＣＤのようなお手本通りではなく自分が感じるままに奏でていて、それがとても魅力的なのだと。

　なんとなく、レストランで流れていた演奏とタッチが似ている気がするのだけど、あれは歩くんだったしな……。

　あの曲、確か〝献呈〟というんだっけ。奏飛さんが弾いたらどんな感じになるんだろう。

　綺麗な長い指が鍵盤の上を舞うのをうっとりと眺めながら考えていると、ふと二週間ほど前に行われたクラシックコンサートを思い出す。歩くんが誘ってくれたそれに、実は奏飛さんも一緒に四人で行ってきたのだ。

『俺も行く。いくら相手が弟で、沢木さんもいるとはいえ、他の男と深春を野放しにしておきたくはない』と、彼が言い張るものだから。

　歩くんは『なんで奏飛兄ちゃんとまったりしなきゃいけないんだよ』と不満げにしていて、その仕返しのような感じでこう言った。

『実は、僕たちには奏飛兄ちゃんも知らない運命的な繋がりがあるんですー。ね、深春ちゃん』

『えっ!?　いやぁ……』

　両肩に手を置いて話を振られたのでギョッとした。

　運命的な繋がりというのは、たぶんレストランで私が歩くんが弾くピアノを聞いていたことだろう。なにもやましいことはないのに、そんな意味深に言われたら奏飛さんも沢木さんも気分を害してしまうのでは……？　すでに奏飛さんは表情が険しくなっているし！

　なんと答えるべきか困って口をもごもごさせていたのもつかの間、奏飛さんは怒りを堪えた様子で彼の手を引き剥がす。

『どうせ大袈裟に言っているだけだろう。寝言は寝ても言うな』

『初めて聞くことわざだわ』

　ツッコむ歩くんに構わず、奏飛さんはこれ見よがしに私の肩を抱いて言い切る。

『お前と深春にどんな繋がりがあろうと関係ない。今、彼女が愛しているのは俺だからな』

　自信満々な彼が意外だったのか、歩と沢木さんはぽかんとし、私は頬を赤く染めて縮こまった。その通りなのだけど、口に出されると恥ずかしい。

　奏飛さんは以前嫉妬して余裕をなくしたことを反省し、大人な対応を心がけるようにしたらしい。でも内心ヤキモチを妬いているんだろうなと思うと、可愛くてくすぐったくなる。

　こうして、この日はダブルデート状態になり、沢木さんは歩くんと一緒にいられるだけで幸せそうだった。テンパりすぎていつもの冷静さを失いかけたと言っていたけれど、歩くんはむしろいつもと違う沢木さんを見られて楽しそうにしていたので結果オーライだ。

　ふたりの仲も進展してほしいな、と思いを巡らせているうちに演奏は終わりに近づいていて、最後の音も優しく奏でられた。部屋の隅々まで響く音の余韻が完全になくなってから、私はうっとりしつつ小さく拍手をする。

「はあ、耳が幸せ……。奏飛さんのピアノ、大好きです」

「ピアノだけ？」

「もちろん奏飛さんも」

　いたずらっぽく投げかけられた問いに素直に答えると、彼は嬉しそうな笑みをこぼした。

　そういえば歩くんに教えてもらった遊びがあったな、とふと思い出す。

「実は私も弾けるようになったんですよ。〝ねこふんじゃった〟以外も」

「本当に？　じゃあ来て」

　手招きする奏飛さんのそばに寄ると、彼の膝に座らせられた。後ろからお腹にそっと手が回された状態で、適当に黒鍵だけを弾いてみる。

　奏飛さんはすぐに気づいたらしく「そういうことか」と笑い、私の両側から鍵盤に手を下ろした。

　私の適当なメロディーに合わせて即興で曲が奏でられ、感激で目を丸くする。

「え、わ、すごいすごい！　この曲売れそう！」

「作曲家に転職できるかもな」

　ふざけたやり取りもすごく楽しくて、ふたりで笑いながらメロディーを紡ぐ。振り向けば、いつもは絶対に見せない少年のような笑顔の彼がいて、胸がきゅんとした。

　視線が絡み合って演奏が止まる。ピアノを弾いていた彼の手は私の頭を引き寄せ、甘いキスを交わした。

　口内で舌が交わり、ピアノの余韻に代わって官能的な水音が響く。高揚する心臓のリズムは、速くなったメトロノームみたい。

　名残惜しげに唇が離れると、セクシーな吐息をこぼす彼が熱を帯びた瞳で私を見上げる。

「……ベッドで愛してもいいか？」

　ドキリとするひと言に一瞬息を呑んだ。

　安定期に入るまで、念のため夫婦生活は控えていた。でも、もう時期的にも体調にも問題なさそうだし、それに……私もただ愛されたい。

　完全にスイッチが入ってしまった私は、照れ隠しに彼の首にぎゅっと抱きついて「お願いします」と返した。

　私たちはベッドに移動し、優しく、優しく抱き合った。振り返ってみれば、想いが通じ合ってからする行為はこれが初めて。妊娠が発覚するまで、彼に愛はないと思っていたから。

　最中に「好きだ」と何度も口にされるのは、想像以上に幸福感と快感を伴うのだと知った。

　奏飛さんに愛される日々は、幸せに際限がない。これまで底辺をさ迷っていた人生は今のためにあったんじゃないかと思うと、それすらも愛しく感じてしまうほど。

　赤ちゃんごと抱かれながら、彼と巡り会えた運命に幾度となく感謝した。




　数日後、私は翼さんのお店にやってきた。結婚式に招待した時に『ぜひブライダルエステをやりに来て！』と言われ、すでに数回施術してもらっている。妊娠がわかった時にプランナーさんと相談し、式は予定通りに挙げるつもりなのだ。

　今日行っているのは背中のケアで、妊娠中でも快くＯＫしてくれたので嬉しい。ベッドに横向きに寝てすっかりリラックスしきっている私に、翼さんが楽しそうに話しかける。

「もうすぐだね～結婚式！　最初からふたりはくっつきそうな気がしてたけど、超スピード婚な上にもう愛の結晶まで授かったなんて信じらんない」

　彼女の言う通り、アブノーマルな結婚だったなと改めて思う。

「私も奏飛さんと会ってからの数カ月を思い返すと、かなり現実離れしているなと……」

「ほんとだよ。初対面でプロポーズするとか、あいつ頭おかしいだろ！って思ったよ」

「それに応じた私も私ですけど」

　苦笑を漏らすと、ざっくばらんな翼さんもおかしそうに笑った。彼女は背中をマッサージしながら、したり顔で言う。

「でも、選択は間違ってなかったでしょ。エステ必要ないんじゃないかってくらい、今の深春ちゃんは輝いてるもん」

「そう、ですかね？」

　照れてしまってそんな風にしか返せなかったけれど、選択は間違っていなかったと断言できる。天と地ほどの格差がある彼の求婚をよく受け入れたものだと、自分を褒めたいくらいだ。

　しばらく結婚式の話で盛り上がった後、翼さんが「立ち入ったこと聞いてもいい？」と問いかけてきたので、とりあえず頷く。

「深春ちゃんの親族は誰か式に出るの？　複雑な家庭環境だったみたいだから、そのへんどうなるのかなって単純に気になって。あ、答えたくなかったらいいからね」

　気を遣う彼女に、私は「大丈夫ですよ」と笑って返した。

　私の唯一の親族、つまり鮫島家の三人を招待すべきかどうかは悩みどころだった。あんな形で家を出てきてしまったし、ちゃんとけじめをつけるためにも呼んだほうがいいのではないかとか、でも今後も付き合いを続けたいわけではないしな……とか。

「いろいろ考えた結果、呼ばない方向になりました。新婦側に親族が誰もいないのは黒凪家の体裁に関わるんじゃないかとも思ったんですけど、無理に呼んで問題が起こったらそのほうが困るみたいなので」

「は～さすが黒凪家、警戒心強いね」

　苦笑する翼さんだけれど、これが妥当なんだろう。叔父たちは外面がいいので問題は起こさないと思うが、すでに日頃の行いを知られているので敬遠されても仕方ない。

「私もそれでよかったと思ってます。叔父たちを許したわけじゃないし、仲よくしたいわけでもないから。ただ、ちょっとだけ後ろめたい気持ちもあるんですよね。あんな人たちでも、私にとっては特別だったので」

　いくらひどい扱いを受けたとしても、十年以上一緒に暮らした人たちだ。情が湧いていたんだなと、今になって感じる。

　翼さんは私の背中をさすりながら優しく微笑む。

「憎んだっておかしくないのに、そうならないのは深春ちゃんの懐が広いからだよ。そういう人のほうが結果幸せを掴むし、周りの人も幸せにするんだと思う」

　彼女の言葉がじんわりと私の中に浸透して、身体だけでなく心までとても滑らかになっていくような気がした。

　私には新しい家族がいる。過去を振り返るのはほどほどにして、大好きな人との幸せを一番に考えて生きていこう。




　ひたすら気持ちのいい時間を過ごした私は、エルロンを出て最寄り駅に向かって歩く。だいたい車で送迎してもらうのだが、最近は運動がてらひとりで出かけているのだ。つわりがなくなった今、体重の増えすぎに気をつけなければいけない。

　なのに、頭の中では沢木さんと一緒に食べるスイーツを買って帰ろうか、なんて考えている。おしゃれな洋菓子店がたくさんあるから、つい誘惑に負けてしまう。

　美味しそうなスイーツが並ぶ店内をガラス越しに覗いた時、バッグの中でスマホが鳴っているのに気づいた。取り出してディスプレイを見た瞬間、目を見張る。

「え……叔父様？」

　表示されていたのは、数カ月ぶりに見る叔父の名前。噂をすれば、というやつだ。

　もう連絡を取ることはないと思っていたのに、一体なんの用？　縁を切れと言われたけれど、電話に出るくらいならいいだろうか。

　ざわめき出す胸を抑え、一度呼吸を整えてからとりあえず出てみる。

「もしもし……？」

《深春、久しぶりだな》

　聞こえてきた声は、以前と変わらず元気そうだ。懐かしさと気まずさが交じり合い、複雑な気分になる。

《お前に話があるんだが、いつが空いてる？》

　雑談は必要ないと言わんばかりに、さっそく投げかけられたのは意外な内容で、私は眉をひそめた。

「話って……電話じゃダメなの？」

《大事な用件なんだ。できれば会って話したい》

　いつになく真剣な調子で言われ、しばし思案する。本当にどうしたんだろう。一緒に暮らしていた時でさえ、私に大事な話なんてしなかったのに。

　これを無視してもっと厄介なことになったら困る。かなり怪訝に思いつつも、ちょうど外に出ていて時間があることと、早く解決させたい気持ちが大きいので今から会う約束を取りつけた。

　近くにあるカフェを伝えると、町工場からすぐに向かうと言っていた。叔父の工場はここから車で十五分くらいなので、先に入ってレモネードをお供に到着を待つ。

　午後三時を回る少し前に、恰幅のいいスーツ姿の彼が現れた。私を見つけると、薄く笑みを浮かべてこちらにやってくる。

「ちょっと見ない間に、一端の主婦って感じになったな。あの御曹司に餌付けされていれば当然か」

　この人は嫌みを言いに来たのか？と、こめかみにピシッと怒りマークが入りそうになるも、動じずに当たり障りのない言葉を返す。

「叔母様と星羅も元気？」

「ああ。新居でのびのび暮らしているよ」

　それはなによりだと頷くも、〝深春がいなくなったおかげでな〟という空耳が聞こえてきそう。自尊心を傷つけられていたあの頃に一瞬で戻ったような感覚になるので、早く本題に入りたい。

「それで、用件って？」

　叔父のコーヒーが運ばれてきたタイミングで促した。彼はひと口それを含んでから、冷静な表情で話し出す。

「単刀直入に言うと、黒凪社長と面会したいんだ。資金の援助を交渉するために」

　思わぬ発言に、私は大きく目を見開いた。

「原材料の価格やコストの高騰で、俺の会社も厳しくなってきてな。お前の旦那なら、金なんていくらでもあるだろう。親族のよしみで手を貸してもらいたい」

「お断りします！」

　間髪を容れずにきっぱり言い放つと、ふてぶてしい彼の瞳がこちらを向く。

　そんな話、奏飛さんに伝えるまでもない。これまで私を邪魔者扱いしていたというのに、自分が困ったら血縁関係のコネを使ってお金を恵んでもらおうなんて、私にも奏飛さんにも失礼じゃないか。

「なにが〝親族のよしみ〟よ……。私を家族だと思ったこともないくせに、こういう時だけ家族ヅラして頼るのはやめて！」

　なんとか憤りを抑えようとしたものの、近くの席のお客さんには聞こえたようで、怪訝そうにちらちらと見られている。

　以前の自分なら絶対に反論できなかっただろう。奏飛さんと結婚して、いつの間にかこういう部分も変わっていたみたいだ。

　しかし、叔父は当然これだけで黙る人ではない。

「俺がお前をどう思っていようが、戸籍上は叔父と姪の関係だ。その結婚相手に協力を願い出て、なにか問題があるか？」

　まったく悪びれていないので腸はらわたが煮えくり返りそうになる。精一杯睨みつけるも、彼の図々しさは治まる気配がない。

「礼儀がなってないのは深春のほうだろう。お前の唯一の親族なんだから、俺たちを結婚式に呼ぶべきなのに」

　不満げにコーヒーを飲みながら、ついさっき翼さんと話していた内容が出されてギクリとする。

「……知ってたんだ」

「そりゃあ相手が財閥一族ともなれば、嫌でも情報は入ってくるさ」

　そうだよね、黒凪家の長男の結婚式だもの。招待するのも著名人や財界人ばかりだし、噂にならないわけがない。というか、礼儀とか言いながらただ資金援助のための繋がりを作りたいだけじゃないの？

　猜疑心たっぷりに叔父を見ていると、彼はあっさりそれを肯定してくる。

「結婚式は俺たちにとっても重要なんだ。黒凪家だけでなく、名だたる参列者たちに顔を売る絶好の機会になるっていうのに……お前が嫌だと駄々をこねたのか？」

「違う。ご両親も一緒に決めたの」

　やっぱり私たちを祝福する気なんてさらさらなく、百パーセント自分のためなんだなと、もはや怒りを通り越して呆れてしまう。

　いくら懐が広くても、この人に情けなんてかけられない。この際、はっきり言ってしまおう。ここで諦めさせなければ、奏飛さんたちに迷惑をかけてしまいかねないのだから。

　ぐっと手を握り、気持ちを強く持って真正面から叔父を見つめる。

「叔父様たちが私にどんな態度を取っていたのか、黒凪家の全員が知ってる。もう信用を失くしているのよ。だから式にも呼ばないし、誰もあなたに協力なんてしない」

　毅然とそう告げると、叔父は眉をぴくりと上げて忌々しげに口を開く。

「お前の意見は聞いていな――」

「私は黒凪家の人間です。一族にとって害になるような人とはお付き合いできません」

　ぴしゃりと言い放った私に、彼は面食らったように口をつぐんだ。

　その隙に素早く財布から千円札を取り出し、テーブルに置いてさっさと席を立つ。「深春！」と呼び止める声を無視して、足早にカフェを出た。

　小走りで再び駅に向かい、構内に入ったところでようやく足を止めた。今になって心臓がバクバク鳴っている。

　……叔父にあんな風に楯突いたのは初めてだ。あれでよかったんだよね？

　私の対応は間違っていないはずだと、自問自答しながら電車に乗る。ほどなくして発車したそれが、自分の気持ちも揺らしてくるような気がしてもどかしい。

　胸をざわつかせたまま、とぼとぼ歩いて帰途につくと、私がアプローチを歩いている最中に車が入ってきた。車寄せに停まったそれの後部座席から下りてきたのは、いつもならまだ仕事中の旦那様だ。

「奏飛さん!?」

　驚いて名前を呼ぶ私に、彼が微笑みかける。その顔を見た途端、一気に安堵すると同時に胸が締めつけられた。

「ただいま。用事が早く終わったからさっさと直帰してきた。深春も――」

　奏飛さんが無性に恋しくなって、話している最中にもかかわらず胸に飛び込んだ。彼は戸惑いながらも、優しく抱きしめ返してくれる。

「どうした？」

「会いたかった……」

　しがみついたままぽつりと呟くと、彼が嬉しそうにふっと笑う。

「毎日会っているのに。そんなに俺が足りない？」

「いくらでもこうしていたいです」

　素直に甘えてむぎゅっとほっぺを押しつける。奏飛さんは「可愛すぎてどうにかしたくなるだろ」と困ったように笑い、抱きしめる力を強めた。

　叔父と会って言われたことは、本来なら奏飛さんにも相談するべきだろう。そうしたらきっと彼はなんとかしてくれるはずだけれど、守られてばかりの私を叔父が見たらさらにつけ込んでくるかもしれない。

　大丈夫、もう自分で対処できる。何度叔父が迫ってきても、毅然と断ればいいだけ。……そう思うのに、どうしてこんなに不安になるんだろう。

　言いようのないもやが心を覆ってくるのを振り払いたくて、私はしばらく愛しいぬくもりに包まれていた。




　その週の木曜日は、お義母様と香苗さんにも手伝ってもらって、結婚式の席次表や席札の確認をした。決して失礼があってはならないので神経を使うし、人数がかなり多くひとりでは厳しいのでとても助かる。

　この機会に香苗さんと話せたのはよかった。彼女は今も不妊治療中だが、瑛司さんとは前にも増して仲よくなったみたいだし、以前のように暗い表情は見なくなったのでほっとしている。

　そして、気がかりだった叔父の件。あれ以来なんの連絡もなく、それが逆に不気味ではあるもののひとまず平和だ。このまま何事もなく式当日を迎えたい。

　午後五時頃、黒凪家を出て自宅に帰る前にスーパーに立ち寄った。

　今日は沢木さんが休みを取っていて、私が夕飯を作れる日なので食材も自分で買いたい。スーパーで買い物をするのもめっきり減ってしまったから、これだけで楽しい。

　頭の中で献立を考えて店内に入ろうとした時、中からひとりの若い女性が歩いてきた。見覚えがあるなと思った次の瞬間、自然に彼女の名前が口から飛び出す。

「星羅！」

　ビクッと肩を跳ねさせて足を止める彼女は、こちらを見て私と同じく目を丸くした。

「み、深春ちゃん!?」

　数カ月ぶりに会った従妹は、ギョッとした様子で声をあげた。ファッションは相変わらずフェミニンで女の子らしく、セミロングだった髪の毛は長くなり緩いウェーブがかかっている。

　叔父の一件もあって気まずいけれど、彼女に対しては恐れや不安などの嫌な感情よりも、不思議と懐かしさが込み上げてくる。あんなに嫌みばかり言われた相手なのに。

「……久しぶり。新居ってこの辺だったの？」

　わずかに口角を上げて声をかけると、星羅はふいっと目を逸らして「……目め黒ぐろ」と答えた。どうやらわりと近かったらしくて驚く。

　もうひとつ驚くのは、彼女が食材が入ったビニール袋を手に提げていることだ。

「料理、してるんだ」

「そりゃあ、作る人がいなくなったんだから当然でしょ」

　ツンとしたままだが今度は答えてくれたので、私は軽く笑って「だよね」と返した。星羅が家事をする姿はほとんど見なかったから、こうやってスーパーの袋を持っているのは違和感がすごい。

　叔父から聞いてはいたが、何事もなく生活している姿を実際に確かめられてほっとした。

「元気そうでよかった」

「……元気なんかじゃないよ、ちっとも」

　目線を落としてそう吐き捨てる星羅に、私は眉をひそめる。

「親、離婚するかもしれない」

　続いて彼女の口からこぼれたのは、重く暗い声だった。予想もしなかったひと言に、驚きと戸惑いを隠せない。

　星羅のそばに寄り、背中に手を当てる。お客さんたちの邪魔にならないよう出入り口から少し離れ、改めて話を聞く。

「離婚って……どうして？」

　声のボリュームを抑えて問いかけると、彼女はまつ毛を伏せたまま口を開く。

「お父さんの右腕だった専務が裏切って、社員を引き連れて独立したんだって。大口の取引先もその専務のほうに取られちゃうみたいで、会社は倒産寸前。いずれ自己破産するしかないかもしれないし、お母さんももうついていけないって見限ってる」

「そんな……」

　倒産寸前だなんて、叔父はひと言も言っていなかった。あれは強がっていただけで、まさか本当はもっと深刻な状況だったの？

　言葉を失くす私に、星羅は憎しみを込めた瞳を向け、口の端を歪いびつに持ち上げる。

「深春ちゃんには関係ない話だよね。たいした努力もしてないくせに運よくあの御曹司にもらわれて、誰もが羨むような勝ち組になれたんだから」

　私が黒凪家に嫁入りできたのは本当に運がよかっただけなので、それについては反論する気はない。でも、関係ないと思えるほど割り切れもしない。

「心の中では笑ってるでしょ。自分をバカにし続けた家族が落ちぶれて、ざまあみろって」

「笑わないよ」

　自嘲気味に笑う星羅に、即座に返した。こちらを向く威嚇するような瞳を私もじっと見つめる。

「苦しい状況で笑われるつらさはよく知ってる。そうやって笑う人が、悪魔みたいに見えることも。私はそうなりたくないから」

　星羅を責めるつもりはないのだが、私もなかなか嫌みな物言いになってしまい、彼女は決まりが悪くなったように目を逸らした。

　でも、叔父を助けてあげようとしない私も、彼女からしたら悪魔同然かもしれない。離婚を考えるほどの事態になっているのだから、もっと寛大になったほうがいいのだろうか。

「……自分でもわかってるよ。醜い女だと思う」

　迷い始めた時、星羅がぽつりと呟いたのではっとした。彼女は苦しげに眉根を寄せ、「私は、深春ちゃんが邪魔でしかなかった」と本心を吐露する。

「いきなり来た居候の従姉に周りは興味津々で、私が好きだった人ですら『深春ちゃんって可愛いね』『いい子だね』って……。そうやって聞くたび、自分が劣ってるように思えて仕方なかった。深春ちゃんを落として、自分が優位に立った気分を味わって満足してたの」

　初めて聞いた。星羅が私を気に食わなかった理由。劣等感を抱いているのは、この子も同じだったんだ。

　彼女は長いまつ毛を伏せ、これまでに見たことのない弱々しい表情を浮かべる。

「そんなだから、きっと罰ばちが当たったんだろうね、私たちは。この先どうなるかわからない状況になって、お母さんも自分の愚かさに気づいたみたいだよ」

「星羅……」

　反省しているのが見て取れ、複雑な気持ちになった。どう声をかけようかと思案しているうちに、彼女はぱっと顔を上げる。

「でも私、負け犬のままでいる気ないから。いつか深春ちゃんより幸せになってやる」

　ツンとした表情に戻って宣言すると、彼女は私の返事を聞かずに力強く歩き出す。目をしばたたかせ、去っていく彼女を呆然と見つめていた私は思わず口元を緩めた。

　星羅は逞しいな。心の底から憎めないのは、よくも悪くも自分に正直な子だからなのかもしれない。それになにより、同居する前は普通に遊んでいた記憶があるから。

　またいつか、あの頃みたいに仲よくなれる日が来るだろうか。でも、私がなんの協力もせずに叔父たちが離婚してしまったら……。

　頭を悩ませるのは夕飯の献立ではなく、叔父への対応はどうするのが最善なのかというほうに変わっていた。




　翌日の午後、わが家のキッチンではシェフが腕を振るって四人分の食事を用意している。実は今夜、瑛司さんと歩くんがやってきて一緒に食事する予定なのだ。

　奏飛さんが今後の階級制度について話をしたいと提案したところ、ふたりがここに来たいと言ったので招待する流れになったらしい。

　料理はシェフにお任せだし、私は一向に構わないのだけれど、とっても珍しい面子なのでなんだかそわそわしている。歩くんはまだしも、瑛司さんまで来るなんて意外すぎて。

　テーブルのセッティングをする沢木さんをさりげなく手伝いながら問いかける。

「三兄弟がここに集まったことって、今までにあった？」

「私が知る限りでは初めてです。最近、奏飛様の雰囲気が明らかに変わりましたし、ご兄弟の関係もさらに良好になりそうな気がします。深春様のおかげですね」

　ゆるりと口角を上げる沢木さんに、雰囲気が変わったのはあなたもだよ、と言いたい。歩くんが好きだと発覚したあたりから、可愛い顔を見せる時がかなり増えたもの。

「歩くんも来てくれるの嬉しいね。沢木さんも一緒に食べていったらいいのに」

　ちょっぴり冷やかしてみると、彼女は一瞬ロボットのように動きを止めるも、無表情のまますぐに仕事を再開する。

「さすがに家政婦が食卓を囲むことはできません」

「うーん、じゃあせめて……」

「残業はさせていただきますよ。後片付けが大変ですから。後片付けが」

　なぜか二回言うので笑ってしまった。やっぱり彼女も、好きな人とは少しでも長く同じ空間にいたいみたいだ。

　こうして、すべての準備を整えた午後六時半。リビングのソファに座って三人が来るのを待っていた時、私のスマホが鳴り始めた。

　奏飛さんかなと思い、着信相手の名前を見てフリーズする。

　叔父だ。やっぱりまたあの件で……？

　昨日、星羅に会ってからあれこれ考えていた。譲歩するか、それとも拒否し続けるか、万が一叔父が謝ってきたらその時は許すのか……など、いろいろなパターンを。

　奏飛さんに相談したほうがいいのはわかっている。でも、縁を切れとまで言われた鮫島家の問題に巻き込みたくないし、昇格にも関わってくるはずなので、できるだけ迷惑をかけずに済ませたい。

　これから叔父はどう出ようとしてくるだろう。

　なかなか応答ボタンを押せずにいる私に、沢木さんが怪訝そうに「深春様？」と声をかけた。その直後、インターホンが鳴る。

　奏飛さんたちだろうか。食事が始まる前にひと区切りつけておかなければ、またかかってくるかもしれない。

「ごめん、ちょっと対応してもらってもいい？」

「はい」

　硬い表情で沢木さんに告げ、腰を上げた。

　着信音が鳴り続けるスマホを手に、エントランスとは別の方角にあるテラスへ出る。十一月も半ばに差しかかるというのに寒くないのは、今夜は気温が高めなだけでなく、私の気持ちがそれどころじゃないからかもしれない。

　意を決して応答ボタンをタップし「もしもし」と出ると、落ち着いた声が聞こえてくる。

《深春、この間は悪かった》

「え……なに、急に」

《お前はもう黒凪家の一員なんだよな。俺が信用されていないのも仕方ない》

　開口一番に謝ってきたしおらしい叔父に拍子抜けしそうになるけれど、まだ油断はできない。その考え通り、彼の声色が鋭くなる。

《だったら、交渉の仕方を変えなければと思ってな。俺が直接社長と接触できないなら、深春に頼むしかない》

「どういう意味？」

《お前が社長に資金援助を願い出るんだ。でなければ、黒凪不動産を貶める》

　穏やかじゃない発言が聞こえてきて、寒いはずなのに冷や汗が滲む。

「な……なにを言ってるの？　貶めるって……」

《まずは俺たちが家を売買する際に契約義務違反や暴利行為があったと、知り合いの記者にネット記事にしてもらおうか。今の時代、情報はあっという間に広がる。特に、これまでホワイトなイメージがついていた大企業は》

　とんでもないことを言い出す叔父に、唖然としていた私は思わず声を荒らげる。

「違反だのなんだの、全部デタラメじゃない！　逆に業務妨害で訴えられるわよ」

《どうかな。不動産会社はだいたい自社が優位に立てるよう裏工作をしているのを知っている。叩けば埃が出てくるかもしれない。トラブルがあったという悪い印象を世間に与えるだけでも、企業へのダメージは大きいしな》

「やめてよ、そんなことするの……！」

　この人は本気なのだろうか。汚い手を使って楯突いたって、自分の身を滅ぼすだけなのに。

　あくどいやり方に心の中が怒りで煮えたぎってきたその時、扉が開く音がしてはっとした。振り向いた先には、私の上着を手にして心配そうにこちらを見る奏飛さんと、後方には弟さんふたりがいる。

　とりあえず何事もない体を装おうとしたものの、叔父の蔑むような声が耳に届く。

《不動産会社の不祥事が後を絶たないのは、客の利益を毀損する行為が日常的に行われているからさ。どうせ黒凪不動産も同じだ。社長もなにかしらの不正はしているだろう》

　――奏飛さんを侮辱された瞬間、この人に情けをかける必要はないと悟った。

　自分のために他人を陥れる悪行を許すわけにいかない。私はもう、言いなりになるだけの奴隷じゃないんだから。

　私の肩に上着をかけてくれる奏飛さんを振り仰ぎ、目配せをする。瑛司さんと歩くんも怪訝そうにする中、スマホを耳から離してスピーカーボタンをタップした。

　叔父の計画は、今ここで潰してしまえ。

《しかし、どうなるかは深春次第だ。さっきも言った通り、お前から社長に資金援助を頼むというなら、今の話はなかったことにする》

「……それは脅迫だよね。私が奏飛さんに援助を頼まなかったら、黒凪不動産の悪評を流すなんて」

　スピーカーから流れる叔父の声と私の言葉を聞き、奏飛さんの表情が一気に険しいものに変わる。

《お前がひと言〝叔父を助けてください〟と言えばいいだけだろう。社長も愛する妻の頼みなら聞いてくれるはずだ。俺だってできるなら自分の手を煩わせたくはない》

　ある程度事情を察したであろう奏飛さんの形相からは、怒気がはっきりと伝わってくる。

　彼が物申そうと息を吸い込んだ時、私は咄嗟に自分の口に人差し指を当てて制した。彼は〝なぜだ〟と言わんばかりに眉根を寄せるけれど、ここは私が乗り切らなければいけないところだから。奏飛さんに守られてばかりだと、叔父に思われたくない。

「そう……じゃあ、私も交渉の仕方を変えるしかないね」

　私の表情も声色も冷たくなったことに、奏飛さんたちは気づいたらしく目を見張る。

「今の叔父様の発言、実はすべて録音してるの。悪さをしようとするならこれを公表するし、問題になった場合は弁護士に証拠として渡す」

　三兄弟は呆気に取られた顔になり、電話の向こうでは叔父が一瞬息を呑むのがわかった。

　これは本当の話。叔父から再び電話がかかってくるのは想定していたから、万が一のために録音アプリを設定しておいたのだ。まさか本当に役立つとは思わなかったけれど。

　しかし叔父は信じていないらしく、フンと鼻で笑う。

《そんなハッタリに騙されるか。俺を脅そうとしても無駄――》

「本当だよ。いつでも聞かせてあげる」

　落ち着き払った声で話を遮ると、やや不安になってきたのか彼は口をつぐんだ。ここでネタばらしをして、さらに追い打ちをかけてしまおう。

「でもせっかくだから、今実際に叔父様の話を聞いてもらった。黒凪家の三人のご兄弟に」

《……はぁっ!?》

　すっとんきょうな声が聞こえてきて、歩くんがぶっと噴き出した。私もざまあみろという感じだけれど。

「皆さんがちょうどここにいたから。あなたがどれだけ姑息なことを考えているのか、自分の口から話してくれてよかった。録音しているのも事実だけどね」

　絶句していた叔父は、まだ信じられないらしくうろたえ始める。

《いや、うそだ、深春がそんなことをするなんて……！》

「うそじゃありませんよ」

　奏飛さんが私の手ごとスマホを持ち上げ、ようやくといった調子で言葉を発した。

「今はっきりお聞きしました。あなたのよからぬ企みを」

「僕たちも聞いてたよー。言い逃れはできないからね」

「弟の歩と瑛司です。はじめまして」

　こんな時もフレンドリーな歩くんと、律儀に挨拶する瑛司さん。スマホに顔を近づけてくる彼らに私は一気に力が抜けるけれど、たぶん叔父は震え上がっているだろう。

《ほ、本当にいらっしゃったんですか……》

「私たちは夫婦なんですよ？　そばにいることくらい容易に想像できるにもかかわらず脅してくるとは、大胆というか浅はかというか」

　心底呆れた様子の奏飛さんは、冷徹な表情に徐々に怒りを再燃させて話を続ける。

「それとも、深春はまだ孤独だと思い込んでいましたか？　この黒凪家でも居場所がなく、誰も助けてくれないとでも？　私もずいぶんと見くびられたものですね」

《決してそういうわけでは！　ただ、少し協力してもらいたかっただけで……》

「協力なんて綺麗な言葉を使うな。彼女は奴隷や道具なんかじゃない。いい加減に自分のためだけに都合よく扱うのはやめろ！」

　怒号が飛び、辺りがしんと静まり返った。叔父はもちろん、弟さん方もその迫力に驚いている。

　自分の会社を貶められそうになったことよりも、私を脅したことに対して怒ってくれる彼は、やっぱり思いやりがある人だ。

　しばしの沈黙の間、私も冷静になって頭の中で言葉を選び、叔父に投げかける。

「ねえ叔父様、本当は私たちにそこまで執着するつもりはないんでしょう。会社の危機と叔母様との離婚話のせいで、やけになっているだけなんじゃないの？」

《なぜそれを……》

「昨日、星羅に偶然会って聞いた」

　彼はすっかり意気消沈した様子で《そうか》と呟いた。

　いくら意地悪な叔父でも、なりふり構わずお粗末なことをしようとする人ではないと思う。きっとかなり追い詰められているんだろう。

　だからって、彼の思惑は見過ごせない。子供の星羅だってつらいはずなのに、ちゃんと自分を見つめ直してまっすぐ歩こうとしていたのだから。

「星羅は前向きだったよ。自分の力で幸せになろうとしてた。あの子のほうがよっぽど大人だわ」

　皮肉を言うも、叔父からは特に反論もない。少しは反省しているといいのだが。

「本当に離婚するのかどうか、誠意を持ってちゃんとふたりと話し合って。会社のほうも、もっと真っ当なやり方で立ち直らせてよ。お願い」

　もう一度やり直してほしいと心から願う。叔父に伝わったかどうかはわからないが、私は言いたいことを言えてどこかすっきりしていた。

　叔父の計画は失敗に終わり、別人のようにおとなしくなった彼との電話を切る。私の肩を抱く奏飛さんは、すでにいつもの優しい彼に戻っていた。

「身体、冷えていないか？」

「大丈夫です。今日はそんなに寒くないし、頭に血が上っちゃって逆に暑くて」

　へらりと笑うと、彼は複雑そうな顔をしてひとまず早く中へ入るよう促した。

　暖かなリビングダイニングに戻り、改めて瑛司さんたちに挨拶をして料理が用意されたテーブルにつく。

「ずっと鮫島さんに脅されていたのか？」

　落ち着いたところで、表情を強張らせた奏飛さんがそう切り出したので、料理が冷めないうちにいただきながら打ち明ける。

　数日前に叔父から連絡が来て直接会ったことから始まり、彼の会社が倒産寸前らしいという話まで。

　耳を傾けていた奏飛さんは眉を下げて小さく頷き、責めるのではなく優しい口調で語りかける。

「そうか……ひとりで悩んでいたんだな。どうして俺に相談しなかった？」

「ごめんなさい。決して奏飛さんを頼りにしていないわけじゃないんです。ただ、守ってもらうばかりじゃきっと叔父にナメられるから。私はもう弱くないんだぞ！ってわからせてやりたくて」

　とはいえ、やはり相談はするべきだったかなと、少々決まりが悪くなって肩をすくめた。

　しかし、歩くんはむしろ感心したように笑う。

「深春ちゃん、よくやったと思うよ。叔父さんも懲らしめられたんじゃないかな。通話を録音してたのは僕もびっくりしたし」

　したり顔をする歩くんに続いて、ワイングラスを置いた瑛司さんも口を開く。

「私も、正直あなたを見くびっていました。嫁入りしてきた当初は、この家の決まりや階級制度にとても耐えられるようには見えなかったので、逃げさせてやるのがあなたのためだと思ったんですが」

「え……『逃げさせてやる』？」

「ええ。兄さんに無理やり言いくるめられて結婚せざるを得なくなったのかもしれないし、離縁させてあげたほうがいいのではないかと」

　彼の心の内を聞き、私も奏飛さんもぴくりと反応した。

　瑛司さん自身が昇格するのに邪魔な存在だから、私を追い出そうとしていたんじゃなかったの？

「ずっと、瑛司さんは私が邪魔だから冷たくしているんだと思ってました」

「最初から『早めに引き返したほうがあなたのためです』と言っていたはずですが」

「た、確かに……」

　そうだけど、わかりづらいですよ！　今も表情ひとつ変えないし、嫌われているんだと勘違いしても仕方ないのでは。

　私は口の端を引きつらせるも、瑛司さんは伏し目がちになり、どこか憂いを帯びていく。

「私は、香苗が苦労しているのを見てきましたから。あなたはそれ以上につらくなるんじゃないかと思ったんです。なにせ相手が兄さんなので」

　相変わらず妻想いの瑛司さんに感心していたのもつかの間、私の隣で奏飛さんがむすっとしているのに気づく。

「さっきから心外なんだが」

「人並みの恋愛をする兄さんなんて想像つかなかったので」

　遠慮なくそう言った瑛司さんだったが、どこか決まりが悪そうに眼鏡を押し上げる。

「ですが、すべて私の思い過ごしでした。今日はそれを詫びに来たんです」

　彼が目をやるほうを向くと、リビングのテーブルの上になにやらたくさんのギフトが置かれている。

　すっとそばにやってきた沢木さんが、「深春様が好きそうなお菓子や雑貨をたくさんいただきましたよ」と教えてくれた。

　瑛司さんがここに来たのはそういう理由もあったのか。納得すると同時に、やっぱり彼は冷徹に見えるだけなのだとほっこりしながらお礼を言った。

　すると、フォークとナイフを綺麗な所作で動かす歩くんが苦笑を漏らして言う。

「たぶん、深春ちゃんに嫉妬してたのもあるんだよね。瑛司兄ちゃんも、僕も」

　意外すぎる単語が飛び出し、私はぱちぱちと瞬きをしてやや前のめりになる。

「私に、嫉妬!?」

「そう。だってずっと一緒にいた兄弟の僕たちにすら、奏飛兄ちゃんは心開いてくれなかったのに、ぽっと出の君があっさり開いちゃったんだから。悔しくもなるよ」

　歩くんはちょっぴり口を尖らせる。瑛司さんはクールな表情のままだが、特になにも言わず食事を進めているので嫉妬していたというのは間違いではなさそうだ。

「だから、僕もちょっとふたりの仲を確かめるようなことをした。幼稚でごめんね。でも、深春ちゃんが兄ちゃんを変えたのも納得した」

　バツが悪そうに笑って謝る歩くんは、おそらくクラシックコンサートの一件について言っているのだろう。

　もしかして、チケットの中に意味深なメッセージを入れたのも間違いではなかった？　だとしたら、歩くんってやっぱり小悪魔……。

　あまり兄弟同士で絡む場面を見ないから、彼らもドライなのだと思っていた。でもそれは奏飛さんが一線を引いてしまっていたからで、本当はもっと仲よくしたいと歩くんたちはずっと望んでいたのか。

「おふたりとも、そんなに奏飛さんのことが好きだったとは」

　目を丸くして率直に言うと、一瞬三人が黙って微妙な空気感になってしまった。それを断ち切るのは、内心驚いているであろう奏飛さんだ。

「俺のために争わないでくれ……？」

「そーいうんじゃないから」

　真面目な顔で冗談を言う彼に、歩くんが即行でツッコんだ。私は堪えきれずに笑うも、歩くんが「普通に好きな子いるし」と呟き、ちらりと横に目をやるのに気づいた。

　その視線の先には沢木さんがいて、目が合った彼女は一気に赤面してあからさまにどぎまぎし始める。このふたり、やっぱり恋が始まりそうだ！と、私の意識は明後日の方向に飛んで密かに興奮していた。

　悶えたくなっている私はさておき、瑛司さんが懐かしそうな顔をして口を開く。

「……俺は兄が欲しかったから、兄さんが来た時は結構嬉しかったんだ。もっと普通に遊んだり、勉強を教えてもらったりしたかったよ、あの頃は」

　敬語をやめて本心を吐露する彼を、奏飛さんはまっすぐ見つめていた。瑛司さんに続いて、歩くんも温かく微笑みかける。

「僕にとっても、奏飛兄ちゃんは正真正銘の兄貴だから。出世とか階級とか、なんにも関係ないよ」

　ふたりの言葉が、奏飛さんにとってどれだけ嬉しいものか。自分と重なって〝よかったね〟と思うと同時に、瞳に熱いものが込み上げた。

「……愚かだな、俺は。ずっと前から〝家族〟だったのに、気づきもしないで」

　まつ毛を伏せる奏飛さんだが、とても穏やかで幸せな感情が溢れているのが伝わってきた。

　彼はすぐに目線を上げ、凛とした表情で弟たちを見つめる。

「ふたりとちゃんと話をしたい。今からでも遅くないか？」

　彼の問いかけに瑛司さんはふっと口角を上げ、歩くんは「ギリ大丈夫」と茶化して笑った。

　それから三人は、食事を終えた後もしばらく話をしていた。階級制度から学生時代のことまで、腹を割って話す姿がとても微笑ましかった。

　ベッドに入って、いつものように寄り添って眠る時も、奏飛さんは満たされた様子だった。普段から優しい顔をする時がすごく増えたし、心穏やかに生きられるようになったなら私も嬉しい。

　家族って本当に難しいけれど、私たちならきっと理想を実現できる。丸みを帯びたお腹に手を当て、私も幸せな気分で眠りについた。




　――冬の澄んだ青空に、ベールのような薄い雲がたなびく十二月最初の土曜日。これからいよいよ結婚式が行われる。

　式場も階級によってだいたいの決まりがあり、費用や大きさがアッパー・ミドルのランクに合っているホテルの会場を選んだ。といっても、私にとってはどの式場もハイクラスなので正直違いがわからなかったけれど。

　ウェディングドレスはお腹を締めつけないハイウエストのふわっとしたＡラインで、長い髪はすっきりとまとめた。メイクはなんと翼さんがブライズルームに来て、とても綺麗で華やかに仕上げてくれた。

　タキシード姿も完璧な奏飛さんは、私を見て「異次元の可愛さだ」と真顔で言うものだから、おかしいやら恥ずかしいやら。スタッフの女性に「多くの新郎様は照れてあまり褒めないのですが、旦那様は素敵ですね」と言われ、こちらのほうが照れてしまった。

　挙式の前に、リハーサルや写真撮影を行う。準備を終えた私と奏飛さんは、黒凪家の皆さんが集まるチャペルに移動しようと、まだ受付を始める前のロビーを通りがかった。その時……。

「深春！」

　馴染みのある声が響き、反射的に声のするほうを振り返った。スタッフにやんわりと止められているその人を見た瞬間、心臓がドクンと大きな音を立てる。

「叔父様……!?」

　スーツ姿の彼は、切実そうな顔をして私を見ている。

　どうして……なにをしにここへ来たの？　まさか、結婚式をぶち壊す気なんじゃ……。

　最悪の展開が脳裏をよぎり、絡ませた奏飛さんの腕を無意識にぎゅっと掴んでいた。










９．新米パパはママとベビーに愛を捧ぐ




　わが子を宿した愛する彼女が、純白のウェディングドレスを纏って俺に微笑みかける。天使だとかお姫様だとか、どのたとえも陳腐に思えるくらい、俺の妻は最高に美しい。

　しかし、その心が幸せ一色になるはずの結婚式当日、深春は警戒心たっぷりの瞳で式場の入り口に立つ人物を見ている。

「叔父様……!?」

　困惑と少しの怯えが交ざった顔をする彼女は、俺の腕をぎゅっと掴んだ。

　これまで散々自分を困らせてきた人が、この晴れの日に現れたのだ。不安に駆られるのも当然だろう。

　だが心配はいらない。実は、彼がこんな行動に出たのには俺が関わっているから。

　白いグローブをした手に自分のそれを重ね、心配はいらないと耳元で囁く。

「大丈夫、彼はけじめをつけに来たんだ」

「え？」

　ぽかんとして俺を見上げた深春を連れ、入り口のほうへ歩み寄る。スタッフに「少しだけ時間をください」と告げて下がってもらうと、深春と一緒に鮫島さんと向き合った。

　彼は気まずそうに深春と目を合わせ、思いきって深々と頭を下げる。

「深春……すまなかった」

　突然謝罪をされた深春は、わけがわからないといった様子で目を見張った。
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　鮫島さんが深春に電話をかけてきた数日後、俺は直接会おうと彼が経営する世田谷区にある町工場へと足を運んだ。

　建築資材を製造している小さな会社で、機械はあまり動いておらず従業員にも活気がない。放っておいたらすぐ廃墟になりそうなほどだ。

　事務所へ向かう前にその様子を観察していると、奥のほうから鮫島さんが出てきた。俯いてこちらに歩いてくる彼に、少々意地悪な言葉を投げかける。

「残った従業員はここにいる方々だけですか。とても静かですね」

「くっ、黒凪社長!?」

　バッと勢いよく顔を上げた鮫島さんは、俺を見て後退りするほど驚きを露わにした。

　先日電話での一件があったせいか、やや怯えたように縮こまっている。「少しだけよろしいですか？」と確認を取ると、彼は猜疑心たっぷりの視線を向けつつも事務所に入るよう促した。

　棚とデスクにたくさんの書類やファイルが置かれた、至って平凡な事務所。そこの応接スペースに座り、インサートカップに淹れたコーヒーを差し出されたところで切り出す。

「事情はお聞きしました。専務だった人物が、社員を引き連れて独立したそうですね。得意先の企業に、こことの契約を切って自分のもとへつくよう根回しもして」

「……だからなんです？　嘲笑いにでも来ましたか」

「苦しんでいる人を見て笑うような趣味はありませんよ」

　あなたが深春にしていたように、とはさすがに口に出さなかったが、鮫島さんは心当たりがあると言わんばかりに目を伏せた。

　コーヒーをひと口いただき、話を続ける。

「あなたについては、深春と結婚する際に少々調べさせていただきました。どうやら彼女だけでなく、ここの社員への待遇もひどかったようですね」

　残業は当たり前で有給休暇も満足に取れず、どれだけ成果を上げても評価されない、過酷な労働環境だったという。社員から改善を求める声があがっていたにもかかわらず放置していたとなれば、この社長にも非があったと思わざるを得ない。

「元専務の行動は許されるものではありませんが、そうさせた原因は鮫島さんにもあると感じました。裏切られたのは、あなたが周りの人を大切にしなかった結果です」

　冷静に、容赦のない言葉を浴びせた。鮫島さんは悔しそうに眉根を寄せるも、深く息を吐いて暗澹とした声を返す。

「もうわかっていますよ、言われなくとも。会社が倒産しそうなのも、家庭が崩壊しそうなのも、自分の傲慢さが招いたものだと……」

「地に堕ちる前に気づくべきでしたね」

　追い打ちのようなひと言を放つと、彼は力なくうなだれた。おそらく本当に十分反省しているのだろう。

　俺を頼りにしたのは、どの金融機関にも融資を断られたからに違いない。それほど追い詰められた状況になって、ようやく自分の過ちに気づくだなんて遅すぎる。

「……ですが、この状況になってもまだ残ってくれている人がいる」

　口調を和らげ、事務所の窓から見える工場で働く社員に目を向けると、鮫島さんははっとした様子で少しだけ顔を上げた。彼に目線を戻し、真摯に向き合う。

「これからあなたがするべきなのは、その人たちに感謝と敬意を持って接することです。それは社員だけに留まりません。ご家族と、深春に対しても同じです。非を認めて、上っ面だけじゃない心からの誠意を見せてください」

　仲間や家族への思いやりを忘れてはいけないのは当然だが、自分と違った立場の相手に対しても、見下したり逆に自分を卑下したりする必要はない。その意識を持てるようになったことに関しては、階級制度の中で育ってよかったと感じる。

　鮫島さんも考えを改めてほしいと願いながら、バッグから結婚式の招待状を取り出す。ただし、渡すのは式の日時や場所が記されたペーパーだけだ。

「式に呼ぶことはできませんが、その前ならほんの数分ですが会えるかもしれません。けじめをつけるなら、この機会がいいかと」

　俺が差し出した一枚の紙を、鮫島さんは困惑気味に見下ろす。けじめの意味がわからないほど愚かではないだろう。

「俺なんかが行っても、それこそ迷惑になるだけでしょう」

「まあ、来たからといって私は対価を払う気もありませんし、あなたにとって利益はないでしょうね。無論、迷惑行為をすればそれなりに対処します」

　深春に謝れば援助してもらえると誤解させたくないし、それでは本当の謝罪にならないのでしっかり伝えておく。

「ただ、あなたが根本から変わる第一歩にはなると思います。確実に」

　なんの得にもならないと承知した上で、それでもこの場に来て頭を下げたら、彼が心を改めた証拠だろう。今日そのチャンスを与えに来たのは、鮫島さんではなく深春のためだ。

　用件をすべて伝えた俺は、残りのコーヒーを飲み腰を上げる。

「これまでの行いを悔いるなら、せめて深春が最高に幸せな気持ちで式を迎えられるようにしてあげてください」

　迷いを露わにして案内の紙を見つめる彼にそう告げ、事務所を後にした。
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「長い間お前を苦しめて、本当にすまなかった」

　横柄な王様さながらだった彼が、俺たちの前で頭を下げている。その光景は異様らしく、深春は奇妙なものを見るような目をしている。

　できるなら鮫島さんたちといい関係を築きたいと、深春が内心願っているのはわかっていた。あんなに自分を除け者にしてきた人たちでも、彼女にとっては唯一の家族だからだ。

　俺は彼らを許したわけではないし、昔の自分だったら彼らがどうなろうと知ったことではなかった。だが、深春が望むなら叶えられるように努める。これまで得られなかった幸福の分まで、俺が与えてやりたい。

　ゆっくり頭を上げた鮫島さんは、手にしていた花束を深春に差し出す。

「これは、家内と星羅からだ。なにかの意味があるらしいが、俺にはよくわからん」

「……ふたりから？」

　信じられないといった顔をして受け取る深春の手には、真っ白なポインセチアと白薔薇の、ゴージャスで冬らしい花束が納まった。

　彼女ははっとして花束から目線を上げ、心配そうに問いかける。

「叔母様とは、どうなったの？」

「まあ、その……もう一度やり直したいと話して、なんとか踏み止まっている状態だ。もっと大切にしたい、と思う」

　ぎこちなくそう告げた鮫島さんに、深春はひとまずほっとしたように頷いた。

　鮫島さんはぽりぽりと頭を掻き、いたたまれなくなったように「じゃあ」と短く言って踵を返した。しかし、なにかを思い出したのか足を止め、もう一度こちらを振り返る。

「結婚、おめでとう」

　彼の口からこぼれたのは定番の挨拶だったが、深春の瞳にうっすら膜が張り、ようやく口元がほころんでいく。

「叔父様……ありがとう」

　彼女の明るい声が、去っていく背中に投げかけられる。今あの人がどんな顔をしているかわからないが、しゃんとした後ろ姿からは清々しさが感じられた。

　深春は雪を纏ったような花束を見下ろし、まだ半信半疑な様子で呟く。

「本当に、謝りに来ただけ……？」

「ああ。彼はこれから変わるよ、きっと」

　前向きな未来を期待して肩を抱くと、彼女は俺を見上げてふわりと微笑んだ。

　改めてチャペルへ向かう。天窓から優しい陽光が降り注ぐ白い石造りのそこには、すでに黒凪家の皆が待っていた。大理石のバージンロードは、深春のウェディングドレスも綺麗に映えそうだ。

　正装した俺たちの登場で盛り上がる中、瑛司が至って通常運転で話しかけてくる。

「今日はまるで別人でしたね、鮫島さん。何事もなくてよかった」

「見てたのか？」

「親族の控室を出たらちょうど三人が見えたので、皆で様子を窺っていました」

　皆でって、父も見ていたってことか？　これは後でうるさくなりそうだな……となんとなく嫌な予感がするも、歩も話に加わってくる。

「叔父さんもやっと反省したみたいでなによりだよ。ていうか、深春ちゃんが綺麗すぎてそれどころじゃない」

　目を輝かせて深春をまじまじと見るので、俺は腕を組んで歩を睨みつける。

「卑しい目で見るな」

「そんな目してないから！」

　言い合う俺たちのそばでは、深春と香苗さんが話していた。ドレスアップした彼女も普段とはまた雰囲気が違い、瑛司が内心メロメロになっていると想像がつく。

「白い花束、素敵ね！　この時期と結婚式にぴったり」

「これ、なにか意味があるらしいんですけどわかりますか？　私、花言葉とかあまり知らなくて」

　深春に聞かれた香苗さんは、「うーん」と唸って花をじっくり観察する。そういえば以前、瑛司が『香苗は花に詳しいんだ』と話していたな。

「白薔薇の花言葉は〝純潔〟とかだったと思うけど、これはたぶん本数のほうにも意味がありそうね」

「本数？」

　キョトンとする深春に、香苗さんは意味ありげに微笑む。

「薔薇が十五本あるのは〝ごめんなさい〟の意味。白のポインセチアの花言葉は〝あなたの祝福を祈る〟。今日来られないご家族が、深春さんにせめてもの気持ちを伝えたかったんじゃないかな」

　花束に込められたメッセージがわかった途端、深春の瞳にみるみる涙が溜まっていく。それがひと粒こぼれて、香苗さんは「あ～、せっかくの翼さんのメイクが落ちちゃう」と、慌ててハンカチを差し出して笑った。

　改心し始めたのは鮫島さんだけではなかったらしい。それが一時的なものではないことと、深春の心がさらに潤っていくことを切に願う。

　泣きながらも嬉しそうな彼女に俺も表情をほころばせていると、おもむろに父が近づいてくる。

「奏飛か？　今日鮫島さんが来るよう仕向けたのは」

「ええ」

　素直に認めると、涙を拭った深春が驚いた顔で俺を見上げた。父は、表情は至って普通だが厳しさを湛えているのがわかる。

「奏飛にしては浅はかじゃないか？　彼の素行は知っているだろう。もし式の本番で問題を起こされていたらお前もタダでは済まなかったぞ」

「降格されていたんでしょう。心得ていますよ」

　式には財閥一族やら政治家やら、権力を持った人間が多数訪れる。そこで黒凪家の品位を損なう事態が起これば、罰を受けるのは免れないだろう。

　もちろんそうならないよう対策はしたが、一連の流れを知らない深春は心配そうな顔をしている。これだから、階級制度というのはくだらない。

「でも、俺たちにはもう関係のない話だ」

「関係ない？」

　俺の呟きに、父はぴくりと片眉を上げた。

　式が終わった後でいいかと思っていたが、この際厄介事を解決させてしまいたい。いつリハーサル開始の声をかけようかと、そわそわしている式場のスタッフのほうを振り向いて確認する。

「時間、まだ余裕がありますよね？」

「あ、はい……！　あと二十分くらいでしたら」

　腕時計を見て答える女性に頷いた後、スタッフさながらに常についている佛さんに指示を出す。

「佛さん、例のものを」

「承知いたしました」

　理解が早い彼は最高の執事だと思う。すぐにチャペルを出ていく彼から、再び父に目線を戻す。

「俺は、ずっと階級制度は必要ないと考えていました」

　脈絡もなくそう言うと、皆が黙り込んで俺に注目する。結婚式の直前とは思えない雰囲気だ。

「この制度を廃止するには、御三家の当主の同意と、すべての一族から過半数の賛同を得なければならない。そうですよね」

「ああ」

　静まり返ったチャペルには、オルガンや讃美歌ではなく俺と父の声だけが響く。

「最初は、俺がアッパーになって、制度の廃止に向けて他の財閥一族に掛け合おうと考えていました。でもそれには長い時間がかかる上に、階級を重んじている一族を説得するのは容易ではないでしょう」

　そこでひと呼吸置いた時、佛さんが書類の束を持って戻ってきた。それを受け取り、「ですので」と話を続ける。

「黒凪一族だけでも階級制度を廃止したいと各方面にかけ合ったところ、藤堂家と矢神家の当主、そして黒凪一族の過半数の賛同が得られました」

　俺が作った嘆願書と、数十名分の署名簿を父に差し出した。彼はそれを見下ろして珍しく目を見張り、横から母が覗き込んで驚愕する。

「こんなの集めてたの!?」

「ああ。瑛司と歩にも協力してもらってね」

　母は呆気に取られたまま弟たちを見やる。瑛司は涼しげな表情で腕を組み、歩は得意げにニッと口角を上げた。

　この間、俺たちの家にふたりが食事をしに来た時、この件について相談していたのだ。ふたりとも制度の廃止に賛成し、できる限り署名を集めようと協力してくれた。

　俺たち以外の黒凪一族がどんな意向なのか、たびたびあるパーティーでそれとなく探ってみたところ、ほとんどの人が階級制度はなくてもいいと考えている。ならばきっと署名も集まるはずだと、行動に移して正解だっただろう。

　藤堂家と矢神家も自分たちにはなんの影響も出ないことなので、賛同を得るのは簡単だった。

　神妙な顔で名前が連なった書類をめくる父に、思いを伝える。

「俺たちは、階級に縛られずに生きていくことを望んでいる。上流になるほど得られる過剰に裕福な生活もいらない。愛する家族と、それを守る力さえあればいい」

　仕事での地位は、階級の証などなくても自分の実力で手に入れられる。それで家族を養えれば十分だ。上流の嗜みなどしなくても自分の好きな趣味を自由に楽しめばいいし、妻が外で働いたっていいだろう。

　この考えに賛同するように、深春が凛とした笑みを浮かべて頷いた。

「あと必要なのは、あなたの承認だけです」

　父はゆっくり目線を上げ、真剣な面持ちで確認する。

「財産の相続も、望んだようにはいかなくなるがいいのか？」

「構いません」

「業務にも影響が出るかもしれないぞ」

「この証がないだけで信用をなくすような、ずさんな仕事はしていませんよ」

　儀式的に今日もつけていた、ルビーが輝くネクタイのピンをためらいなく外した。

　俺をじっと見ていた父は、伏し目がちになってひとつ息を吐き出す。

「……奏飛は本当に変わったな、深春さんが来てから。すべては彼女のためか」

　失望したようにも、感慨深げにも取れる調子でそう言うと、彼は深春に目を向ける。

「深春さんはそもそも、今日この場に立てるような人ではなかった。いくら身分が関係ないとはいえ、あなたの境遇は特殊だからね。跡取りを残してもらえるならいいだろうと、結婚を許可したようなものだった」

　落ち着いた声で語られるのは、遠慮のない本音。父まで深春を侮辱しようものなら黙ってはいられないと、瞳を鋭くして警戒する。

「だが、階級の廃止を望むのは子供ができたせいもあるのだろう？　跡取りは原則男子だと定められている。今お腹にいる子も、女の子だったら意味がないからな」

　俺たちの大事な命を軽んじるようなひと言が聞こえ、ぐっと眉根を寄せる。

　その通りだ。子供の有無で優劣を決めたり、性別でその子供が否定されたりするような制度なんて、まったく必要ない。

「父さ――」

「意味がない……？」

　俺が物申そうとすると同時に、隣からいつもよりトーンの低い声が響いて口をつぐんだ。見下ろすと怒りを露わにした深春がいて、思わず息を呑む。

「意味は十分にあります。この子は、今ここにいるだけで奇跡なんですから。性別なんて関係ないし、生まれてくるだけで褒められるべき存在なんです」

　堂々と自分の意見を口にする彼女は、ドレスアップしているからではなく、内から滲み出る強さと美しさに満ちていた。

　ああ、やはり彼女が好きだと、改めて感じる瞬間がある。今のように。

　深春は自分に自信を持てない部分がありつつも、決して弱い人間ではなかった。厳しい環境でも負けず綺麗に咲く花のような、健気で驕らないその姿に俺は惚れたのだ。

「無条件で愛される命をないがしろにするような階級なら、必要ありません」

　彼女は父をまっすぐ見つめて、俺が言いたいことをすべて代弁してくれた。その直後、香苗さんが一歩前に踏み出して口を開く。

「私も、深春さんと同じ意見です。命を授かるのは、決して当たり前のことではありませんから」

　不妊治療をしている彼女の言葉はより重みがある。妊娠できなかったら瑛司に見放されるのではないかと恐れていた彼女も、階級制度に振り回されたひとりだ。

　香苗さんに続いて、「そうよ」という張りのある声が聞こえてきた。声の主は父の隣にいる母で、ツンとした表情で腕を組む。

「私もひとりの女として言わせてもらいますけど、ぶっちゃけ階級なんてくそくらえよ。頭おかしいんじゃないの？って何度思ったことか」

　上流階級の人間らしからぬ暴言に、皆がギョッとした。ずっと静観していた歩が、口の端を引きつらせて茶々を入れる。

「僕たちにあんなに『規則は守れ』って言ってきたのに？」

「仕方ないでしょう、女主人なんだから！」

「えぇー」

　開き直って逆ギレする母と引き気味になる歩に、俺はつい噴き出してしまった。

　違和感を覚えていたのは皆同じだったんだな。それならもっと早く行動に移せばよかったとも思うが、俺が誰かのためにここまでやれたのは深春と出会ったからこそだ。

　そして、家族からちゃんと愛情を受けていたことに気づかせてくれたのも。

「子供と同じく偉大なのは母親だ。ひとりの人間を体内で育てるのはもちろん、血の繋がっていない俺にも分け隔てなく接してくれた母さんは、本当にすごいと思うよ。ありがとう」

「奏飛……」

　初めて感謝を伝えた俺に、母は驚きを隠せない様子だったが、その瞳にみるみる涙が溜まっていった。気持ちを言葉にするのは気恥ずかしいが、悪くない。

　場が温かな空気に包まれる中、ひとり蚊帳の外状態だった父が、観念したように口を開く。

「皆の気持ちはわかっている。子供についても、〝階級制度の中では〟女の子だったら意味がないと言いたかったんだ」

　口調を和らげた彼は、これまでを思い返すようにどこか遠くに視線をさ迷わせる。

「私は、制度は絶対だと教えられて生きてきた。心の片隅でおかしいと思う時があっても、そう感じてはいけないのだと言い聞かせて。奏飛にもあえて厳しく接するようにしていたが、もっと父親らしいことをしてあげればよかったな」

　自分自身と向き合うように語る父も、同じ葛藤をしてきたらしい。俺に対しても愛情がまったくないわけではなかったのか。

「でも深春さんが来た時、漠然とこの子は現状を変えるかもしれないという予感がしてね。この家族がどう変わっていくのかを見てみたくなった。結局、私自身もそれを望んでいたのかもしれない」

　彼は穏やかな表情で言い、手に持ったままの書類を軽く掲げてみせる。

「後で承認をする。今は早くしたほうがよさそうだ」

　認める意思を見せた父にほっとしたのもつかの間、彼がちらりと視線を向けた先ではスタッフたちがおろおろしている。さすがに長話しすぎたか。

　リハーサルが間に合わない！と皆が慌ただしく動き出す。俺と深春は目を見合わせ、少々バツの悪い笑みをこぼした。

　バージンロードは、彼女の亡き父親の代わりに俺が一緒に歩く。お腹にいる子と三人で永遠を誓うための道を進むというのも、なかなか素敵じゃないだろうか。

　花嫁に親族がいないなんて、と陰口を叩く者もいるだろう。だが、深春はしゃんと背筋を伸ばして堂々としている。俺も、彼女のそばでずっと守り続けるから心配いらない。

　祭壇の前で永遠の愛を誓い、ベールを上げて微笑み合う。

　ゆっくり唇を寄せる俺たちの胸に、もう階級の証はない。他人の評価など気にせず、俺たちらしく幸せに生きていこう。

　――結婚式から約九カ月後、もう階級社会ではなくなった黒凪家だが、月に一回日曜に家族皆で集まる習慣は続いている。

　今日も全員集合しているのだが、母は俺たちの近況報告より孫の成長のほうが気になって仕方ないらしい。生後五カ月になった俺たちの息子、音おと羽わにくっつきっぱなしなのだ。

　リビングに置かれたベビーベッドで深春がオムツを取り替えた今も、活発にごろんと転がる様子を見て声をあげる。

「あらららまあ～、もう寝返りが打てるようになったの!?　すごいわねぇ、おとちゃん！」

　オーバーリアクションで褒めまくる母は、初孫である音羽が産まれてからというもの、すっかりメロメロになっている。

　まあ、その気持ちはよくわかる。俺だってずっと抱きしめていたいほど、可愛くて仕方ないのだから。

　鳥のように自由に生きていってほしいという願いを込めて、名前に〝羽〟を使った。そこに〝音〟を足したのは、ふたりともピアノが好きだからだ。

　深春に似ているつぶらな瞳も、柔らかなほっぺも、小さな手足もなにもかもが愛くるしい。大きな問題もなくその姿を見せてくれて、音羽はもちろん、深春にも本当に感謝している。

「深春さん、抱っこしてもいいかしら？」

「はい。もちろん」

　目をきらきらさせて確認を取る母に、深春は快く頷いた。頼まなくてもこうして母が面倒を見てくれるので、深春も俺もとても助かっている。

　一児の母となった彼女も、前と変わらず美しい。母性が溢れる優しい顔に、ふいにドキッとさせられることもある。とにかく、俺は今も日々彼女に恋をしているわけだ。

　慣れた手つきで音羽を抱っこした母はゆらゆらと揺らしながら、サンルームでビジネス雑誌をめくっている父のもとへ歩いていく。

　孫にメロメロになっているのは、実は父も同じだ。以前から表情だけは温和な人だが、今では抑えきれない〝デレ〟の部分が如実に顔に出ている。孫は目に入れても痛くないというのは本当らしい。

　そこに近づくと音羽が雑誌に手を伸ばし、父が嬉しそうに顔を上げる。

「おっ、経済誌に興味があるのか？　次期会長は音羽に決まりだな」

「私たちをすっ飛ばさないでください」

　俺たちと一緒にダイニングテーブルに座って、食後の茶を嗜んでいる瑛司がツッコんだ。俺も同じことを思っていたので笑いがこぼれる。

　しかし彼の隣にいる香苗さんは、それより気になることがあるらしい。

「深春ちゃんが陣痛が来た時って破水した？　本当に定期的な感覚で痛くなるの？」

「破水はしてないです。最初は、これ陣痛かなぁ？ってくらいで……」

　興味津々な香苗さんに、深春は丁寧に答えている。

　実はあれから香苗さんも命を授かり、現在妊娠六カ月なのだ。階級制度は廃止したので必ずしも子供を持つ必要はなくなったのだが、やはり純粋に欲しかったらしく、諦めずにチャレンジしていたら奇跡が起きたのだと言っていた。

　これには皆が大喜びだったし、俺も安堵した。特に深春は嬉しかっただろう。妊娠中に安産祈願をしに行った神社で〝香苗さんが赤ちゃんを授かりますように〟と絵馬に書いていたくらいだからな。

　性別は女の子の可能性が高いそうで、瑛司も父もさらにデレデレするのが目に見えている。このまま出産まで順調にいってほしい。

　すると、母に抱っこされている音羽がぐずり始める。オムツは替えたばかりだし、授乳もさっきしていたから、おそらく単純に俺たちが恋しくなったのだろう。

「えー、もうママがよくなっちゃったの？」

「パパでもいいよな？　音羽」

　深春より先に俺が母のもとへ行って、抱っこを代わる。深春は香苗さんと楽しそうに話しているし、少しでも休ませてあげたい。

　俺の腕の中で静かになる音羽を見て、母は少々悔しそうな顔をする。

「うそ、泣きやんだ。やるわね……」

「伊達に父親やってないからな」

　オムツも替えられるし、ミルクだってあげられる。時間が許す限り触れ合っているし、こう見えて息子には好かれているのだと、得意げに口角を上げてみせた。

　深春は微笑ましげに「ありがとう。奏飛さん」と言う。彼女と一緒に、初めての育児に試行錯誤するのも楽しいものだ。

　そのうち女性陣に母も加わって、出産トークで盛り上がり始める。俺は無事音羽を寝かせ、両親たちが用意したプレゼントのおもちゃを眺めていた。

　大小様々なその中にピアノのおもちゃがある。鍵盤を押すと音が出るだけじゃなく、キャラクターがぴょんと飛び出すらしい。

　音羽も好きになってくれたら嬉しいな、と思いながら眺めていると、歩が呆れ気味の笑みを浮かべてやってくる。

「母さんたち、プレゼント買いすぎじゃない？」

「ああ、瑛司に譲るよ。いずれ歩にも渡るかもな」

「だいぶ先になりそうだけどね。僕はまだまだ恋人気分でいたいから」

　無邪気に笑う歩は、沢木さんと付き合って半年が経つ。順調そうでなによりだ。

　クラシックコンサートに行った時、沢木さんが歩に好意を抱いていることに気づいた。いつも表情を変えない沢木さんの、とろけるような乙女の顔を初めて見たから。

　一方、歩はどうなのかいまいちわかりかねていたのだが、どうやら本気だったようだ。彼が階級を廃止するのに賛成したひとつの理由は、家政婦である彼女と付き合いたかったからだと知って驚いた。

　沢木さんは今もうちで働いてはいるが、ふたりが結婚したら喜んで送り出そう。

「そういえば奏飛兄ちゃん、もうレストランにピアノ弾きに行かないの？　支配人が寂しがってるらしいよ」

　歩がピアノのおもちゃを見てそう言った。

　深春と会う前は、定期的に銀座のレストランで演奏させてもらっていた。支配人が佛さんの友人で、よければ弾きに来ないかと誘ってくれたのがきっかけで、その厚意に甘えていたのだ。

　だが、結婚をきっかけにここ一年は行っていない。弾きたくなくなったわけじゃなく、それより深春がいる家にいたいと思うようになったからだ。

「予定はない。深春たちと一緒にいたいからな」

「すっかり甘くなっちゃって」

　にやにやして冷やかす歩だが、ふとなにかを思い出したように真顔になる。

「……あ、やば。深春ちゃんに謝らなきゃ」

　聞き捨てならない発言にぴくりと片眉を上げる。

「なにかしたのか？」

「いや、なにもしてないけど。顔怖いよ」

　謝るようなことをしたのかと、俺の顔は無意識に険しくなっていたらしい。苦笑いした歩は、ちらりと深春のほうを一瞥する。

「深春ちゃん、あのレストランに来てたらしいんだよ。中には入れなかったけど、漏れ聞こえてくるピアノの演奏を聞くのが好きだったんだって」

「……え？」

　深春が聞いていた？　俺が弾くピアノを？

　予想外すぎる事実を明かされ、俺は目が点になった。歩はバツが悪そうに頭を掻いて説明する。

「それを弾いてたのは僕だって、わざと勘違いさせちゃったんだよね。そのことまだ話してなかったわ」

「わざと勘違いさせたって、どうして？」

「ほら、僕も瑛司兄ちゃんも嫉妬してたって話したじゃん？　ちょっと意地悪したくなっちゃってさ～……はい、ごめんなさい」

　じとっとした視線を向けると、へらっとしていた歩はすぐに平謝りした。

　早く教えてほしかったのはヤマヤマだが、今は驚きのほうが大きくて、ガラにもなく胸が騒いでいる。

「あの時、すでに繋がってたってことか……」

　深春を見やる俺の頭の中には、レストランに行っていた当時の記憶が蘇る。

　あの頃、支配人と俺との間でよく話題になっていた。中に入ることはなく、外のベンチにただ座っている女性がいると。

　最初はやや不審に思って支配人が声をかけたのだが、特に悪巧みしているわけではなさそうだし、なによりとても幸せそうに耳を澄ませていたようで……。

『奏飛くんのピアノが好きなんだそうだ。でもお金がないから入れないんだと。聞くだけでもいいなら、好きなだけどうぞって気持ちになってねぇ』

　支配人は穏やかにそう言い、その子は自由にさせておくことにしたのだった。

　以来、『今日もあの子が来ているよ』と言われると、なんだか嬉しかったのを思い出す。名前も知らない、レストランにも入れないその子が、幸せになるようにとささやかな願いを込めて弾いていたのだ。

　まさか、それが深春だったなんて。運命なんて信じていなかったが、俺たちは出会うべくして出会ったのかもしれない。




　その日の晩、音羽と一緒に寝室へ向かった深春がひとりでリビングに戻ってきた。

「音羽、寝た？」

「うん。今日は皆さんにいっぱい遊んでもらったから、興奮してなかなか寝なかったけど。おもちゃもたくさんもらったしね」

　母性に満ちた笑みを浮かべる彼女に歩み寄り、「お疲れ様」と労って優しく抱きしめる。腕の中で俺を見上げて微笑む彼女が可愛すぎて、流れるようにキスを交わした。

　唇から溶けそうな甘いキスをして、いたずらっぽく口角を上げる。

「俺たちもベッドへ行こうか。寝かせてあげられないかもしれないけど」

「寝かせてください……！」

　冗談を言って笑い合った後、彼女の手を取って二階へ向かう。

「その前に、深春に聞いてもらいたい曲があるんだ」

「えっ、なに？」

「俺たちの、運命の曲」

　キョトンとする深春だったが、俺がピアノの前に座ると彼女も喜んでソファに腰を下ろした。

　ひとつ息を吐き、レストラン以来のあの曲を奏でる。一音一音大切に指を下ろしていくと、深春がなにかに気づいたようにみるみる目を見開いた。

　シューマン＝リストの〝献呈〟――この曲のもうひとつの名前は〝君に捧ぐ〟。

　あの時も今も、君が幸せであるようにと願っている。そしていつまでも、俺が君に誠実な愛を捧げよう。
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小さな御曹司は知らぬ間に恋をする




　梅の花が咲き始めた二月の終わり、僕はふたりの女子と一緒に学校の校門を出た。ひとりは四歳下の妹の愛あい音ねで、もうひとりは僕と同じクラスの橙とう子こちゃんだ。

　愛音はこんもりと膨らんだ薄いピンクの花を指差して「ポップコーンだ！」と言い、橙子ちゃんがおかしそうに笑う。

　小学二年生の愛音は、のほほんとしたマイペースな子。優しくて、僕のことが好きなんだとわかるから、ケンカをした記憶はほとんどない。可愛い妹だ。

　愛音と手を繋いでくれている面倒見のいい橙子ちゃんは、クラスで一番仲がいい女子。帰り道が途中まで同じなので、こうしてよく一緒に帰っている。来月には小学校を卒業するので、通い慣れたこの道を歩くのもあと少しだ。

　橙子ちゃんの長い髪がそよ風になびく。シャンプーのＣＭみたいだなと思っていると、彼女はどうしてかやや緊張した表情になって、大きな瞳を僕に向ける。

「ねえ音羽くん。お母さんから聞いたんだけど、音羽くんの家って階級？っていうのがあるの？」

　僕はキョトンとしつつ、確かにお父さんとお母さんが話していたなと思い出す。『音羽が生まれる前は、家の中で順位みたいなのが決まっていたんだよ』って。

　最初に聞いた時、〝なんだそれ、嫌だな〟と思ったっけ。お祖父ちゃんたちの家に行くと今も家訓とかいうものが飾られていて、昔はこれを覚えなければいけなかったらしい。

　僕の家って少し変だったんだなと思うけれど、今は皆と同じ普通の家だ。

「なんか昔はあったみたいだね。今はそんなのないよ」

「そうなの!?　じゃあ、結婚は誰とでもできるんだ!?」

「け、結婚？」

　前のめりになる橙子ちゃんから、いきなりそんな言葉が出てきたのでギョッとする。

「この間ドラマでやってたの。お金持ちの家の人って、親に結婚相手を決められちゃったりするんだよ。もし音羽くんもそうだったら困るから……」

「なんで困るの？」

　よくわからなくてそう聞くと、橙子ちゃんはなぜか顔をぽっと赤くして「え、えーっと」とどぎまぎし始める。

　彼女の様子を不思議に思いつつも、頭の中にいつも仲よしな両親の姿を浮かべる。

「お父さんもお母さんも、『この人を大切にしたいと思ったから結婚した』って言ってたよ。今もすごく仲いいし、決められたわけじゃないと思うけど」

「そっか……！　よかった」

　橙子ちゃんはほっとしたような笑顔になって、梅の花へと視線を上げた。

　女の子はよくわからない。でも、君が笑っているならそれでいいや。

　あっという間に橙子ちゃんの家の前に着き、今度は僕が愛音と手を繋いで向き合う。

「今度、また音羽くんのピアノが聞きたいな。中学に行っても、一緒に遊びたい」

「うん。僕も」

　頷いただけで彼女は嬉しそうに笑う。僕の心もよく晴れた春の日みたいに温かくなるのを感じながら、「また明日ね」と手を振って家の中に入っていく彼女を見送った。

　愛音も「ばいばーい」と手を振っていた時、急に誰かが隣にやってきて驚く。僕の従妹の由ゆ芽めと、もうひとりの従弟である翔かけるだ。

　ふたりも同じ小学校に通っていて、僕たち四人が揃うと周りは黒凪一族と呼ぶ。〝仰々しい〟ってこういう時に使うのかな。

　同じ学年の由芽は、彼女のお父さんと同じく眼鏡をかけている。その奥の大きな目で橙子ちゃんが入っていったドアをじっと見つめ、きりりとした顔で言う。

「階級とか結婚のこと気にしてるなんて……あの子も財産を狙ってるのかもしれない。要注意」

「聞いてたのかよ!?　ていうか、絶対違うから」

　由芽のこういう冷めたところも瑛司さんによく似ている。まあ、ふたりとも冷たそうに見えるだけで本当はすごくいい人なのだけど。

　一方、小学四年生の翔はアイドルみたいな顔でにんまりとしている。

「ただおとちゃんが好きなんじゃないのー？　おとちゃん頭いいし優しいしイケメンだし、生きてるだけで女の子が寄ってくるんだよ。人生って不公平だよね」

「お前、本当に小四か？」

　口を歪ませて思わずツッコんだ。

　翔がいつもにこにこしているのは歩さん、大人びた発言はさわちゃん譲りだと思う。さわちゃんというのは僕のお母さんが呼んでいるあだ名で、『あの子の毒舌は清々しいのよね』とも言っていたけど、意味はいまいちわからない。

　愛音が「早く帰ろー」と口を尖らせるのでとりあえず四人で歩き始めると、由芽がなにげなく話し出す。

「でもさ、階級がなくなって本当によかったよね。じゃなきゃあたしたち、ずーっと勉強させられて、遊びも将来の仕事も自由にさせてもらえなかったかも。結婚もね」

　由芽の言う通り、今も厳しい決まりがあったら僕たちはこんな風にのほほんと過ごせていなかったかもしれない。

　難しい顔をする翔が、小石を蹴りながら問いかける。

「カイキューってなんなのかよくわかんない。どうしてそれはなくなったの？」

「あー……なんでだっけ。うちの両親が『そんなくだらないモンやめろ！』って、お祖父ちゃんにキレたって聞いたような」

「伯父さんたち、つよっ」

　翔が意外そうに目を丸くした。僕のお父さんはいつも優しいけど、怒ると結構怖いんだよ……と、心の中で呟く。

　僕らの話にまったく興味がない愛音が先を歩くのを見守りつつ、由芽が翔に言う。

「今度、日曜のお食事会で詳しく聞いてみれば？」

「ケンカにならないかなぁ」

「ならないでしょ。なんだかんだで仲いいもん、皆」

　あっけらかんとした由芽の言葉に、僕も頷いた。

　日曜の食事会はずっと昔から続いているものらしいし、家族揃って集まる習慣を大切にしているんだろう。

　階級があった頃、どういう風に過ごしていたのかは知らないけれど、今皆が幸せならそれでいいと思うんだ。




　家に着き玄関のドアを開けると、すぐにお母さんがやってきた。

　お母さんは近くの農園を借りていろんな野菜を育てていて、ファーマーズマーケットっていうところに売りに行っているけれど、僕たちが帰る時間はだいたい家にいる。

　いつも明るく迎えてくれるお母さんを見るとほっとする。それに、今日はなんだかいい匂いがするような……。

「ふたりともおかえり」

「ただいま」

「お母さん、お腹空いたぁ」

　食いしん坊の愛音が甘えた声を出すと、お母さんは得意げににんまりと笑う。

「そう言うと思って、ホットケーキを作りました～」

「わーい！」

　愛音は大喜びでダイニングに向かい、ソファにランドセルを置くと慌ただしく手を洗う。あっという間にテーブルにつき、「明日はポップコーンがいい」とリクエストする妹は、花も木も全部食べ物に見えているんじゃないかと思ってしまう。

　お母さんは野菜を育てるだけじゃなくて、料理やお菓子作りも上手だ。今日のホットケーキもふわふわでとっても美味しい。

　愛音の隣で、ホイップクリームを乗せたそれを幸せな気持ちで食べていると、玄関のほうで音がした。そのうち「ただいま」とお父さんが帰ってきて、洗い物をしていたお母さんが驚いている。

「あれっ、奏飛さんもう仕事終わったの？」

「ああ、帰れる時はさっさと帰らないと。早く君たちに会いたかったから」

　そう言って微笑むお父さんを見て、お母さんは嬉しそうにしている。さっきの橙子ちゃんと似たような顔だ。

　お父さんはネクタイを緩めながらこっちに来て、僕の頭にぽんと手を置く。

「音羽が先生に褒められたんだ、ってお母さんから聞いたよ。作文がすごく上手に書けたって？」

「あ、うん。また持って帰ってきたら見せるね」

「ああ、楽しみにしてる。頑張ったな」

　笑顔でくしゃっと頭を撫でられると、僕もすごく嬉しい。

　社長をしているから毎日忙しそうだけど、休みの日は一緒に遊んでピアノも教えてくれる。テストでいい点を取ったり、上手に絵を描けたりしたら褒めてくれるお父さんも、僕は大好きだ。

　僕から手を離した後、お父さんは愛音の手前のお皿に目をやる。

「ホットケーキか。うまそうだな」

「お父さんも食べる？」

「もったいないからいいよ。愛音が食べて」

「ダメ！　はい、あーん」

　ひと口分を差したフォークを強制的に向けられ、お父さんはぷっと噴き出す。「ありがと」と言い口を開けたものの、クリームの量が多くて口の端についてしまった。

　こっちに来たお母さんが、笑ってお父さんの口に手を伸ばす。

「クリームついてる」

「ん、うまい」

　指でクリームを取ってあげるお母さんと、丁寧に感想を伝えるお父さん。お互いが大好きなんだろうなと、いつもちょっとしたふたりのやり取りを見て感じている。

　結婚相手を決められたら困ると言っていた、橙子ちゃんの気持ちもなんとなくわかったかもしれない。

「やっぱり結婚は好きな人とするのが一番か……」

　なにげなく呟いた直後、お母さんたちが少しびっくりした様子でこっちを見る。僕は構わず「ごちそうさま」と言い、空のお皿を持って立ち上がった。

　仲よしなふたりのおかげで、僕も愛音も毎日楽しく暮らせているんだよね。僕にもいつか、大切な人ができるのかな。

　ぼんやり考えながら、自分の部屋に入る前にピアノの前に座る。橙子ちゃんがまた聞きたいと言っていたから。

　ピアノを弾くのはもちろん、それを聞いた人が喜ぶ顔を見るのも好き。

　今練習しているのは、お父さんがお母さんのためによく弾いている〝献呈〟という曲。まだまだ下手だけど、いつか完璧に弾けるようになったら聞かせてあげたい。

　あの子が笑顔で喜ぶ姿を想像して、鍵盤に指を下ろした。
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　午後十時、子供たちがぐっすり眠った後、私は奏飛さんとソファに座ってお酒を嗜んでいる。こうしてまったりしながら一日の出来事や子供たちの話をするのが日課であり、小さな楽しみだ。

　ずっと一族の子は良家の子供たちが集まる私立の学校に入ることを決められていたが、階級が撤廃されてから自由に選べるようになったため、音羽たちは近所の公立の小学校に通っている。〝黒凪家の子だ〟と特別視する人もいるものの、それは一部の大人だけで子供たちはお構いなし。皆と仲よく元気にやれているのでなによりだ。

　今ふたりで話しているのは、さっきの音羽について。

「音羽、どうしたんだろう。真面目な顔して、『結婚は好きな人とするのが一番』なんて言うからびっくりした」

「好きな子ができたんじゃないか」

　ウイスキーが入ったグラスに手を伸ばす奏飛さんが、私も考えたひとつの可能性をさらっと口にした。ちょっぴりドキドキしつつ、ずいっと彼に顔を近づける。

「やっぱりそう思う？　聞いたら教えてくれるかな……」

「それは男同士のほうがいいだろ」

「ズルい」

　仏頂面をすると、奏飛さんは笑って私の頭を抱き寄せた。結婚した頃からずっと変わらないこのスキンシップが嬉しい。

「もうすぐ中学生だし、恋をしたって不思議じゃない。ついこの間小学生になったと思っていたのに、本当にあっという間だ」

「うん。成長するのは嬉しいけど、やっぱりちょっと寂しい」

　彼の肩に頭を預けたまま本音を吐露した。たぶん、年頃の子供を持つ親は皆同じ心境になるだろう。

　すると、奏飛さんが私の頬に手を当て、色気のある瞳で覗き込んでくる。

「子供が手を離れたら、今以上に深春を愛してあげられるよ。主に身体のほうを」

　急に官能的な声で囁くのでドキリとした。

　見つめ合ったまま、大きな手が私の身体をなぞりながら下りていき、胸をやんわりと弄ぶ。いやらしい手つきが気持ちよく、つい声が出そうになる。

「時間も場所も気にせず、思う存分抱き合える。今はどうしようもなく君が欲しくなった時も、子供たちがいたら我慢しているからな」

　奏飛さんの言う通り、なかなかタイミングが合わないし、時間をかけてじっくり愛し合うのも難しい。それでも私たちがレスになっていないのは、彼が今も求めてくれるからだ。

　私は自分から軽くキスをして、ふわりと微笑む。

「結婚して十年以上経っても、私に飽きないでいてくれてありがとう」

「飽きるわけないだろ。こうしているだけでも本当に幸せなんだ」

　当然のごとく返した彼は、甘い笑みを浮かべてもっと深いキスをした。

　舌を絡めているさなか、服の中に骨張った手が侵入してくる。こんな風にしていたらスイッチが入っちゃうってば……なんて淫らな思考になる私とは裏腹に、唇を離した彼が穏やかに言う。

「俺のほうこそありがとう。理想を現実にしてくれて」

「理想？」

「そう。帰ったらお母さんが待っていて、お腹が空いたら美味しいご飯を作ってくれる。頑張ったところはたくさん褒められて、皆の笑顔が絶えない……そういう居場所を子供たちには作ってあげたかったから」

　奏飛さんが寂しい幼少期を過ごしていたことを思い出す。自分と同じ思いをさせないように、彼なりに努力しているのだ。

　それはしっかり伝わっているし、もちろん私もこれからもずっと一緒に家族を守っていきたい。

「……俺は、いい父親になれているのかな」

　ふいに不安げな様子で呟く彼だけれど、その心配はいらないと断言できる。子供たちの反応を見ていれば一目瞭然だもの。

　それに、音羽が褒められたという作文はお父さんの好きなところや尊敬しているところについて書かれたものなのだ。私にはこっそり教えてくれたが、実際に見せるまで奏飛さんには内緒にしている。

「最高のお父さんだよ。だって、音羽も愛音も、奏飛さんが大好きだから」

　自信を持って答えた後、もうひとつ大事なことを補足しておく。

「もちろん私もね」

　みるみる奏飛さんの表情がほころび、ぎゅっと抱きしめられた。耳元では耽美な声が囁く。

「俺のほうが好きだって自信がある。今から教えてあげるから、全身で確かめて」

　夫婦の営みを一から指南してくれたあの頃を思い出してドキドキした。何年経っても、この旦那様には胸をときめかされる。

　もちろん断る選択肢はなく、すぐに夫婦の寝室に移動する。このひと時だけはただの男と女に戻って、ひっそりと甘く注がれる愛を余すことなく堪能した。

　幸せに飢えていた私が今、かけがえのないたくさんの愛に包まれている。すべて失くさないように、この胸にしっかり抱いて生きていこう。
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あとがき




　本作をお読みくださった皆様、ありがとうございます！　葉月りゅうです。

　今回、再びベリーズ文庫のシリーズ作品に関わらせていただきました。しかもトップバッターということでずっと胃が痛いですが（苦笑）、貴重な機会を与えていただき本当に光栄です。

　このお話をいただいた時、指定された設定のひとつがドアマットヒロインでした。初めて挑戦してみて、やっぱりヒロインを虐めるのは心苦しいなと感じましたね。

　私は、ヒーローに「幸せにするよ」というセリフをあまり使わせないんです。幸せかどうかは本人にしかわからないし、無責任なことは言えないよな……と、妙に現実的な思考になってしまって。

　でも今回ばかりは言わせてしまいました、さすがに（笑）。黒凪家も強烈ですが、叔父たちと暮らしているより確実に幸せになれるはずですから。

　財閥家の階級制度は少々無理がある設定かもしれませんが、いつか書けたらいいなと以前から考えていたものでした。階級の種類がややこしくてすみません（土下座）。番外編では、その階級がなくなった後の黒凪家がどうなったかを書いてみました。初めての子供目線、お楽しみいただけていたら幸いです。

　叔父たちへの制裁や、改心させるか否かなどについても試行錯誤しましたが、自分なりに納得のいく仕上がりにできてほっとしています。脱稿寸前でコロナに感染し、高熱を出しながら書き上げたのもいい思い出になりました……。

　最後に、今回からご一緒させていただいた担当の前田様、編集協力の森岡様、作業中も温かいご感想をくださりとても嬉しかったです。制作に携わってくださった皆々様にも感謝しております。

　白崎小夜先生、とっても美麗なふたりを描いていただきありがとうございました。この麗しいヒーローがピアノを弾く姿を想像すると萌えしかありません！

　そして、この機会をいただけたのもひとえに読者の皆様のおかげです。今作もお手に取ってくださり、本当にありがとうございました。まだまだ素敵な財閥御曹司が待っていますので、このシリーズをぜひコンプリートしてくださいね！




葉は月づきりゅう










毒舌家政婦の観察日記




　わが家に小さな家族がもうひとり増えて、約半年が経ったある日。

　愛音の授乳を終えた後、ドサドサッと音がしたので振り返ると、音羽が乱雑に散らばった本や書類に囲まれていた。どうやら棚から本を取ろうとして落としてしまったらしい。

「おっと……」

「ごめんなさい」

　苦笑いする私に、四歳になった音羽はすぐにぺこりと頭を下げた。バツが悪そうにもじもじして、こちらを上目遣いで見てくる。

「あーちゃんにね、ごほんよんだげたかったの」

　かっ、可愛い！

　妹思いの言葉も、しゅんとする姿もいじらしくてたまらない。小さなお兄ちゃんに胸を撃ち抜かれそうになりつつ、よしよしと頭を撫でる。

「そっか、ありがとう。音羽は優しいね。じゃあ、本を読む前に一緒にお片付けしよっか」

「うん」

　こくりと頷いて本を拾い始める音羽。素直な子に育ってくれて嬉しい。

　私も手伝っていると、散らばった本の中から忘れかけていた一冊のノートを発見する。

「あ、さわちゃんの……懐かしい」

　歩くんと結婚した今もあだ名としてそう呼んでいる彼女が、家政婦を辞める時にこのノートを差し出してきたことを思い出す。

『これは家政婦としての個人的な業務日報、もとい奏飛夫妻の観察日記です』

『なんか怖い』

　思わずそう返してしまったものの、彼女はいたって真面目にこう説明した。

『時代が変わって廃止されたのですが、数年前まで業務日報を書く決まりでした。私はこのアナログなシステムがわりと好きだったので、義務じゃなくなってからも時々書くようにしていたんです。読み返していたら、これは深春様に差し上げたほうがいい気がしたので』

　いったいなにが書いてあるのだろうかとドキドキしたのだが、音羽の育児に四苦八苦していた当時の私は、それにとても助けられたのだ。

　リビングのカーペットに寝転んで音羽が愛音に絵本を読んでくれている最中、私もそばに座って久しぶりにノートをめくってみた。綺麗な字で、その日起きた出来事が短い日記のように書かれている。

　始まりは、私がここへ嫁いできた日。

【奏飛様の奥様と初めてご対面。しょっぱなから初夜について質問された。変わった方だ】

　そういえばそうだったな、と思い出して恥ずかしくなった。数日後にはもろきゅうの話が書いてあるし、懐かしくてクスッと笑ってしまう。

　中には、胸をほっこりさせてくれるものも多い。

【奏飛様が早く帰宅されるようになり、ピアノを弾く機会が増えた。あんなに優しい表情は見たことがない。ふたりと一緒にいるのが私も楽しい】

【深春様の妊娠が発覚。嬉しい。妊婦さんの食事を勉強しなければ】

　あまり感情を表に出さない彼女の本音まで書かれていて、思いやりもひしひしと伝わってくるのだ。

　そして、音羽が生まれた日には……。

【体重三〇一五グラムの男の子を出産したとのご報告あり。母子共に健康とのこと。奏飛様が少し涙ぐんでいて、私ももらい泣きしそうになった。おめでとうございます！】

　それを見るだけで私まで涙腺が緩んでしまう。自分の周りには、たくさんの愛が溢れているのだと実感させられて。

　ひとりで百面相をしていると、奏飛さんが二階から下りてきた。音羽と愛音を愛おしそうにかまった後、私の隣に腰を下ろす。

「懐かしいな、それ。沢木さんが書いたってやつだろ」

「そう。毒舌家政婦さんの観察日記」

　茶化しつつ、ノートと、目の前でゴロゴロしている可愛い子供たちを交互に見やる。

「これを見ると、もっと奏飛さんや子供たちに優しくしたいって気持ちになれるの。この頃とか、かなり余裕なかったんだなって自分を見つめ直せるし」

【奏飛様が帰宅した物音で音羽くんが起こされ、ケンカになりかけたらしい。二時間ごとの夜泣きに困らされているようなので仕方ないと思う。奏飛様、ドンマイ】

　音羽が生後三カ月くらいのある日のコメントを指差すと、彼は決まりが悪そうに笑う。

「ああ、覚えてるよ。愛音が生まれてからも気をつけるようにしてる」

「ありがとう。あの時は些細なことで怒ってごめんね。奏飛さんは協力的で、すごく助かってるよ」

　一度育児を経験しているのでふたり目は多少ラクだけれど、だからってパートナーの協力がなくていいわけじゃない。母の大変さをよく理解してくれる奏飛さんも、やっぱり大好きだ。

　甘えるようにこてんと彼に寄りかかって、頭を撫でられながら適当にページをめくる。すると、とある日の一文が目に留まって「あ」と声が漏れた。

【夫婦の営みを盛り上げるために、大人のおもちゃをプレゼントしてみた。可愛い形のローターにしたが、使用感はどうだろう】

　ぼっと頬が熱くなる。

　こ、これは、音羽を生んで夜の生活の頻度が急激に少なくなった私たちのために、さわちゃんがお節介を焼いた時の……。

「久しぶりに使ってみる？」

　同じ文を見ていたらしい彼が私に扇情的な目を向け、ドキンと心臓が跳ねる。

　そういえば、せっかくだから使ってみようという流れになって、その日は確かに燃えたっけ……。

「アレを使った後の深春は、感度が高まってるから挿れるとすぐにイッ――」

「やめてぇ～！」

　耳元でセクシーに囁かれて思わず叫ぶと、音羽が不満げに「ママうるさーい」と口を尖らせた。

　子供がいるところで言うんじゃない！と、赤面して頬を膨らませる私に、奏飛さんはいたずらっぽく口角を上げる。

「怒られた」

「誰のせいですか」

　ぶつぶつと言い合う私たちに構わず、子供たちはすぐにまた絵本へと意識を向ける。

　その時、彼の顔が近づいて一瞬で唇を奪われた。目をしばたたかせる私に、彼は意味ありげに微笑む。

「ごめん。お詫びに今夜はたっぷり愛してあげる」

　とろけるような言葉をかけられると文句なんてあっさり消え、呆れて笑ってしまった。

　ケンカをした時も、甘いキスが〝仲直りしよう〟の合図。それだけで許せるくらいの些細な揉め事しか起きないけれど、きっとこれからも同じやり取りを繰り返していくんだろう。

　そして時々このノートを見て、私たちがどうやって本物の夫婦になったのかを振り返りたい。そのたび、彼と一緒に過ごしてきた日々を愛しく感じられるから。

　後で、私も最後のページに今日の日付で書き足しておこう。

【私たち家族は、今日も幸せです】と。
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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